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公益社団法人日本補綴歯科学会設立 80 周年記念第 122 回学術大会

大会長挨拶

大会長　佐藤　博信

臨床イノベーションに貢献する補綴歯科　
－新たなステージに向かって－

　本学術大会は日本補綴歯科学会設立 80 周年を記念する学術大会となりますし，公益社団法人となり，初
めての学術大会となります．会場は利便性優れた福岡国際会議場を選択しました．メインテーマは「臨床イ
ノベーションに貢献する補綴歯科」として，サブテーマを「－新たなステージに向かって－」して開催いた
します．ＣＡＤ／ＣＡＭやインプラントの進化など歯科補綴の分野ではめざましい医療技術の進化を遂げて
いるところですが，本学術大会が良質な医療を提供するという国民目線で，新たなステージに向う意見交換
の場となることを期待しています．
　内容としましては特別講演の講師として Prof.…Jörg-Rudolf…Strub（University…of…Freiburg,…Germany）を
招聘し，デジタル技術を応用した補綴治療の近況と未来について，教育講演では医用統計について，新谷歩
先生（Vanderbilt…University,…USA）より研究計画法に応じた統計テストの選び方など，実例をもとに基本
からわかりやすく解説していただきます．さらに，今後の新しい補綴による治療の展開にむけた３つのシン
ポジウム（①超高齢社会の中で社会、患者は何を求めているのか？，②垂直破折歯根の接着再植治療，③個
別化医療で補綴治療はかわるか，４つの臨床リレーセッション（①ここまで来たデジタル補綴 - その精度と
将来 -，②インプラントと天然歯の共存を考える補綴治療計画、③病態から考える欠損歯列のリスク，④全
部床義歯臨床の頂をめざす方たちへ）を行います．研修医修了者等を対象とした臨床スキルアップセミナー

「咬合違和感に対して，歯科医師は何を考えなければいけないか？」，会員への周知を目的として２つの委員
会セミナー（①専門医の現状とその将来），②金銀パラジウム合金の代替材料を探る）を行います．昨年好
評でしたイブニングセッションも開催します．タイトルとして「臨床イノベーションのための若手研究者の
挑戦」を取り上げ，「①バイオマテリアル・エンジニアリング」，「②臨床イノベーションのための若手研究
者の挑戦：治療、検査法の新たな展開の新たな展開」の 2 テーマについてです．若手研究者が多くの議論を
することを期待します．課題口演，一般口演，ポスター発表も例年どおり実施します．
　また，市民の方を対象として大会前日の 5 月 17 日（金）には併催行事として市民フォーラムならびに記
念クラシックコンサートを福岡市中央区天神のＦＦＧホール（福岡銀行本店ホール）で開催いたします．市
民フォーラム講師には佐伯市でご開業の河原英雄先生を，記念コンサート演奏者に安永徹さん（バイオリン）
と市野あゆみさん（ピアノ）お招きしました．
　懇親会は本会設立 80 周年を記念して，…5 月 18 日（土）に福岡市の中心部で中州に隣接した商業施設であ
る博多リバレインで開催いたします．
会員の方にも限らず，非会員の歯科医師，歯科技工士，歯科衛生士，学生諸君も含めまして歓迎いたします
ので，多くの方々の来場をお待ちします．

目次-挨拶.indd   2 2013/05/02   9:22:26



― �―

公益社団法人日本補綴歯科学会設立 80 周年記念第 122 回学術大会

理事長挨拶

公益社団法人日本補綴歯科学会理事長　古谷野　潔

　本年の日本補綴歯科学会の学術大会は，学会設立 80 周年を記念する学術大会として 5 月 18 日（土）19 日
（日）の２日間にわたり，福岡国際会議場において佐藤博信教授（福岡歯科大学）を大会長として開催され
ます．ご準備いただきました佐藤大会長を始め，関係者の皆様に心より感謝申し上げます．
　本会は，昭和 8 年（1933 年）に設立されましたので，本年で設立 80 年を迎えます．そこで今年の学術大
会は設立 80 周年記念大会としてより充実した大会を目指しています．また，本会は本年 4 月 1 日に公益社
団法人に移行しました．今後は更に社会に貢献するべく，本学術大会を始めあらゆる学会活動を活性化して
いく決意です．
　本会は更なる社会への貢献に資するために，臨床的視点の重視および臨床の進歩に貢献する研究の活性化
を目指し，昨年から「臨床イノベーションに貢献する補綴歯科」をメインテーマに掲げて学術大会を企画し
て来ました．矢谷新理事長にバトンタッチする今年も昨年と同じメインテーマを掲げ，従来の活動方針を継
続つつも，「新たなステージに向かって」というサブテーマを設定し，矢谷新理事長が目指す新たな学会活
動の第一歩とすべく意欲的なプログラムを企画しました．
　特別講演は，Jorg…Strub…教授（Freiburg 大学）をお招きして，これからの補綴歯科治療のイノベーショ
ンを牽引するデジタルデンティストリーの新たな展開についてご講演いただきます．…また Vanderbilt 大学
の新谷歩先生をお招きして，今後の臨床イノベーションを支える臨床研究推進の基盤となる医療統計につい
てのご講演をいただきます．また，具体的な事例を元に活発な議論を行う場として，新谷先生を囲むラウン
ドテーブル・ディスカッションも企画しました．…
　シンポジウムも 3 本企画しました．超高齢社会の中で社会や患者が求めるものについて日本老年歯科医学
会，日本口腔インプラント学会との共催シンポジウムが，また，垂直歯根破折とその対応について日本接着
歯学会，日本歯内療法学会との共催シンポジウムが企画されています．さらに，シンポジウム 3 では，個別
化医療と補綴歯科治療について，最新の研究成果を中心に検討します．
　昨年同様，4 つの臨床リレーセッションおよび臨床スキルアップセミナーも，デジタル補綴，インプラント，
部分欠損歯列，総義歯，そして咬合違和感への対応など，臨床医にとって興味深いテーマを選定し，企画し
ました．高名な講師による幅広い補綴臨床に関する話題を一度に勉強できるまたとない機会です．是非とも
研鑽の機会として活用いただければと存じます．…
　委員会セミナーとして，専門委制度の現在と今後の展開，金銀パラジウム合金の代替材料に関する２つの
セッションが企画されています．
　若手研究者に日頃の研究成果の発表の場を提供するイブニングセッションも昨年に引き続き 2 つのセッ
ションを企画しました．補綴学会の明日を担う若手研究者のさらなる飛躍の場にするとともに臨床イノベー
ションの発信源にしていただきたいと思います．
　以上のように，本大会は研究（シンポジウム等），臨床，研究発表と，会場ごとにはっきりと企画を区別し，
もりだくさんの企画をコンパクトに整理して配置しています．臨床イノベーションに向けた補綴学会の変化
と活力を実感していただけるものと確信しています．どうぞ本大会をじっくりと堪能してください．
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（専門医ケースプレゼンテーション会場）

打合せ室

大会本部打合せ室
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打合せ室

大会本部 /打合せ室

（社員総会会場）
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■メインテーマ

「臨床イノベーションに貢献する補綴歯科 ─新たなステージに向かって─」

■理事長講演	 ５月 19 日（日）第１会場　３Ｆ　メインホール　12：00 ～ 12：30

社会に貢献する補綴歯科臨床の推進　─ 80周年を節目として─
座長：古谷野潔（九州大）
講師：矢谷博文（大阪大）

日歯生涯研修事業用研修コード　2699

本学会の設立 80 周年という記念すべき年に，矢谷博文新理事長が誕生し，本学術大会を機に新執行
部の活動がスタートします．矢谷先生は所信として，健康科学・生活科学としての歯科補綴学の主
導，EBD に資する臨床エビデンスの構築などを通じた補綴歯科臨床の発展，国際他学会との人的交流，
国際的学術集会の開催などを通じた本学会の国際的役割の整備等々を掲げておられます．益々発展す
る本学会の今後の方向性を示す理事長講演に是非ご来聴ください．

（座長　古谷野潔）

公益社団法人日本補綴歯科学会	設立 80 周年記念	第 122 回学術大会
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■特別講演	 ５月 19 日（日）第１会場　３Ｆ　メインホール　11：00 ～ 12：00

Digital	workflow	in	reconstructive	dentistry
座長：佐藤博信（福歯大）
講師：�Prof.� Jörg�Rudolf�Strub（Dental�School,�Department�of�Prosthodontics,�University�of�

Freiburg）
日歯生涯研修事業用研修コード　3101

デジタルデンティストリーの潮流に非常に早く，従来行ってきた鋳造補綴修復から CAD/CAM を
用いた補綴修復への転換だけでなく，包括的な歯科・口腔医療の検査，診断，診療体系の構築にも，
デジタルデンティストリーは大きく関わりを持つようになってきた．この分野をリードされてきた
Strub 教授に，歯科補綴におけるデジタルデンティストリーの現状，近未来について解説をしていた
だく．

（座長　佐藤博信）

■教育講演	 ５月 18 日（土）第１会場　３Ｆ　メインホール　13：20 ～ 14：50

国際誌にアクセプトされる医療統計
座長：矢谷博文（大阪大）
講師：新谷　歩（米国ヴァンダービルト大学）

日歯生涯研修事業用研修コード　3199

新谷先生は，現在は米国 Vanderbilt 大学で教育研究活動を行われ，医療統計学の専門家として多く
のデータ解析に携わっておられます．その傍ら，東海大学と京都大学の医学部でも非常勤の教員を務
められています．また，多く国際誌の投稿論文の査読をされており，我々医療系研究者が陥りやすい
統計学的な問題についても熟知されています．

本講演では，医療統計の基本から最新の話題までを分かりやすく解説していただく予定です．
（座長　矢谷博文）
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■シンポジウム１（日本老年歯科医学会，日本口腔インプラント学会共催）	
５月 18 日（土）第２会場　２Ｆ　多目的ホール　13：20 ～ 15：20

超高齢社会の中で社会，患者は何を求めているのか？
座長　　　　：櫻井　薫（東歯大）
　　　　　　　市川哲雄（徳島大）
シンポジスト：田中靖代（ナーシングホーム気の里）　「食べることはよく生きること」
　　　　　　　大川延也（大川歯科医院）　　　　　　�「口から食べるから元気になる　─口腔ケ

ア・口腔リハビリ─」
　　　　　　　市川哲雄（徳島大）　　　　　　　　　「要介護を踏まえた補綴歯科治療の臨床決断」
　　　　　　　萩原芳幸（日本大，付属歯科病院）　　「超高齢化社会におけるインプラント」

日歯生涯研修事業用研修コード　2199

在宅医療，介護の現場では歯を残すことの是非や患者の周辺環境を踏まえてのケア，治療が論じられ
ている．超高齢社会が進むなかで，歯科治療，歯科的対応はどうあるべきか，患者や社会は何を求め
ているかを明らかにする必要がある．さらに，どのような終末像を見据えて補綴歯科治療を選択すべ
きか，臨床倫理に基づいて是とされるかなど非常に重要な問題が浮上している．本シンポジウムでこ
れらについての議論を深め，方向性を見いだせればと思っている．

（座長　櫻井　薫，市川哲雄）

■シンポジウム２（日本接着歯学会，日本歯内療法学会共催）	
５月 19 日（日）第２会場　２Ｆ　多目的ホール　9：00 ～ 10：50

垂直破折歯根の接着再植治療
座長　　　　：松村英雄（日本大）
　　　　　　　佐藤　亨（東歯大）
シンポジスト：菅谷　勉（北海道大）　　「垂直歯根破折の実態と接着治療の理論的背景」
　　　　　　　眞坂信夫（西関東支部）　「垂直破折歯根の診断，臨床術式，治療成績」
　　　　　　　峯　篤史（大阪大）　　　「“2013 年における”歯根破折防止策の文献的考察」

日歯生涯研修事業用研修コード　2505

接着材料と技術の進歩に伴い，歯質の接着，補綴装置の装着，補修など，さまざまな分野に接着技術
が導入された．歯根破折は歯の保存が困難な症例の代表格であるが，接着材料の応用により，歯の延
命を図る試みがあり，海外にも紹介されている．本シンポジウムにおいては，象牙質接着材料を用い
た破折歯根の接着にスポットを当て，理論的背景，適応の選択，術式，経過などについて報告いただ
く予定である．

（座長　松村英雄，佐藤　亨）
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■シンポジウム３	 ５月 19 日（日）第２会場　２Ｆ　多目的ホール　13：30 ～ 15：20

個別化医療で補綴歯科治療は変わるか：EBMから個別化医療へ
座長　　　　：魚島勝美（新潟大）
　　　　　　　窪木拓男（岡山大）
シンポジスト：二川浩樹（広島大）�　「口腔内微生物検査と Microbiome 解析の必要性」
　　　　　　　馬場一美（昭和大）��　�「補綴歯科領域における個別化医療―睡眠時ブラキシズムの

遺伝子多型研究」
　　　　　　　大庭伸介（東京大）　�「骨芽細胞と軟骨細胞における転写ネットワークとエピジェネ

ティクス」
日歯生涯研修事業用研修コード　3199

歯科医療はほとんどすべてが個別化医療と言えるのかもしれないが，齲蝕，歯周病，歯の欠損のリス
ク，骨の反応，ブラキシズム，口腔微生物叢などに対しては，個々の生物学的情報を考慮に入れて治
療戦略をたてるべきステージに来ていると考えられる．本シンポジウムでは，どのような生物学的検
査がどのように治療に反映できる可能性があるのかを，先進的な研究，治療の試みを通して講演いた
だくとともに，本分野の研究の方向性を議論したい．

（座長　魚島勝美，窪木拓男）

■臨床リレーセッション１（日本CAD/CAM学会，日本歯科技工学会共催）	
５月 18 日（土）第１会場　３Ｆ　メインホール　10：40 ～ 12：10

ここまで来たデジタル補綴　─その精度と将来─
座長：三浦宏之（医歯大）
　　　中村善治（鶴見大）
講師：小川　匠（鶴見大）　　　　　　「Virtal�Reality 技術と CADCAM 補綴の臨床応用」
　　　風間龍之輔（医歯大）　　　　　「デジタルインプレッションの臨床的有効性」
　　　木村健二（協和デンタルラボ）　「変遷期にさしかかった CAD/CAM 歯科技工」

日歯生涯研修事業用研修コード　3101

補綴臨床がデジタルデンティストリーによって大きく変わろうとしている．このデジタル化の流れの
今後の展望について補綴臨床を中心に講演をする．はじめに顎運動とバーチャル咬合器による歯冠形
態，次に Digital� Impression の現段階における精度と限界について，最後に技工，臨床での精度向上
への取りくみ，ポイントについて，さらにフルバージョン方式，センター加工方式，オープン方式で
の流通について講演を行い，今後取り組むべき課題について議論をする．

（座長　三浦宏之，中村善治）
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■臨床リレーセッション２	 ５月 18 日（土）第１会場　３Ｆ　メインホール　15：20 ～ 17：20

インプラントと天然歯の共存を考える補綴治療計画　（専門医研修単位認定セミナー）
座長：澤瀬　隆（長崎大）
　　　尾関雅彦（昭和大）
講師：松下恭之（九州大）　　「インプラントと天然歯の共存を研究的観点から考える」
　　　城戸寛史（福歯大）　　「インプラントと天然歯の共存を考慮した咬合再構成」
　　　田中秀樹（九州支部）　�「天然歯のパフォーマンスとライフステージを考えた新時代のインプ

ラント補綴のコンセプト」
　　　武田孝之（東歯大，東京支部（武田歯科医院））　「インプラント治療に何を求めるのか？」

日歯生涯研修事業用研修コード　2609

インプラント治療は，欠損補綴の一手段としての地位を確立し，長期間に及ぶ維持，安定性が広く認
められている．さらに昨今 8020 運動に代表される天然歯保存の実践の中で，部分無歯顎や単独歯へ
の適用が増加しており，いわゆる長く持つインプラントと天然歯をいかに共存させるかが求められて
いる．本セッションではインプラントと天然歯の相違に基づく生物学的，力学的特徴を踏まえた上で
調和を図り，かつ個々の患者のライフステージに合わせた治療計画を立案・実践するか，そして長期
的に良好な予後をもたらすための効果的な補綴学的介入について考察したい．

（座長　澤瀬　隆，尾関雅彦）

■臨床リレーセッション３	 ５月 19 日（日）第１会場　３Ｆ　メインホール　9：00 ～ 10：50

病態から考える欠損歯列のリスク
座長：宮地建夫（東京支部）
　　　大川周治（明海大）
講師：鈴木　尚（東京支部）　「口腔内に現れる「力」の影響─その諸相─」
　　　皆木省吾（岡山大）　　「発生する力の評価診断プロセスを日常臨床へ」
　　　森本達也（東海支部）　「下顎叢生からみる力の影響」
　　　鷹岡竜一（東京支部）　「力のリスクからみた欠損補綴の限界と可能性」

日歯生涯研修事業用研修コード　2606

過去２回の臨床セッションでは欠損歯列について " 歯列条件とそのリスク " について議論してきた．
今回は術後に現れるトラブルや欠損拡大について，その背景に潜む要因として力の影響について取り
上げてみた．力の臨床像の複雑さからその実態が明確になったとは言えない．欠損歯列に現れた種々
の病態のなかに　１．異常な力がどのように関っているのか．２．そもそも異常な力とはなにか．ど
う見つけるのか．３．そして臨床対応の可能性を含めて議論してみたい．

（座長　宮地建夫，大川周治）
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■臨床リレーセッション４	 ５月 19 日（日）第１会場　３Ｆ　メインホール　13：30 ～ 15：30

全部床義歯臨床の頂をめざす方たちへ　（専門医研修単位認定セミナー）
座長：佐々木啓一（東北大）
　　　水口俊介　（医歯大）
講師：水口俊介　（医歯大）　　　「ドグマ議論の復習と義歯評価に関する最新の知見」
　　　小出　馨　（日歯大新潟）　「全部床義歯の咬合に関わる内容を検証する」
　　　阿部二郎　（東北大学大学院歯学研究科口腔システム補綴学分野）�
　　　　　　　　　　　　　　　　「下顎全部床義歯の吸着を達成するための重要ポイント」
　　　上濱　正　（東関東支部）　「義歯形態を決定するデンチャースペースついて」

日歯生涯研修事業用研修コード　2608

近年わが国では，唾液分泌低下など患者の高齢化に伴う口腔環境の悪化や顎堤条件の劣悪化など，全
部床義歯臨床にとって厳しい状況となっている．これに対応するためには全部床義歯製作におけるド
グマを排し真に重要なものを抽出し，臨床と教育に供するべきであり，それが日本補綴歯科学会の使
命であろう．本シンポジウムでは，それぞれの講師から全部床義歯臨床のポイントと明らかにすべき
点を抽出し，それらを解決する方法を議論したい．

（座長　佐々木啓一，水口俊介）

■臨床スキルアップセミナー	 ５月 18 日（土）第１会場　３Ｆ　メインホール　9：00 ～ 10：30

咬合違和感に対して，歯科医師は何を考えなければいけないか？
座長：藤澤政紀（明海大）
　　　石垣尚一（大阪大）
講師：松香芳三（徳島大）　「咬合違和感を訴える患者に対して行う検査」
　　　玉置勝司（神歯大）　「咬合違和感を訴える患者の診断と治療方針」

日歯生涯研修事業用研修コード　2803

補綴歯科治療において，患者が訴える咬み合わせの違和感や異常感に対する客観的所見が確定できず，
対応に苦慮することは少なくない．本年度の臨床スキルアップセミナーは，このような場合に絶対に
知っておかなければならないことや考え方について学ぶ場として企画した．臨床的かつ学術的視点か
ら２名の講師にお話しいただき，臨床に役立つ知識を学んでいただくと同時に，実際に困っている患
者さんをどのようにすれば助けてあげることができるのか，具体的に提示し，コンセンサスの形成を
目指したい．

（座長　藤澤政紀，石垣尚一）
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■委員会セミナー１	 ５月 18 日（土）第２会場　２Ｆ　多目的ホール　15：20 ～ 16：20

専門医の現状とその将来　（専門医研修単位認定セミナー）
座長：鱒見進一（九歯大，専門医制度委員会委員長）
　　　河野文昭（徳島大，教育問題検討委員会委員長）
講師：前田芳信（大阪大，国際渉外委員会委員長）
� 　「補綴専門医はどうあるべきか：JPS�Global�Workshop�Kyoto�2012�の提言から」
　　　鱒見進一（九歯大，専門医制度委員会委員長）　「専門医制度の見直しと今後の流れ」
　　　會田英紀（北医療大，診察ガイドライン委員会委員）
� 　「補綴専門医を標準化するツールとしての症型分類」

日歯生涯研修事業用研修コード　2699

第三者の審査・評価に耐え得る専門医制度を構築すべく，専門医制度やカリキュラム，ケースプレゼ
ンテーションのあり方について検討してきた．また，JPS�Global�Workshop� in�Kyoto�2012 において

「各国における補綴専門医の現状と未来」について議論した．さらに，診療ガイドライン委員会では，
病態把握のプロトコールとしての症型分類についての調査を進めてきた．今回，これらのことを総括，
統合し，会員の皆さんの理解を得たい．

（座長　鱒見進一，河野文昭）

■委員会セミナー２（日本歯科理工学会共催）	
５月 19 日（日）第２会場　２Ｆ　多目的ホール　11：00 ～ 12：00

金銀パラジウム合金の代替材料を探る
座長：末瀬一彦　（大歯大）
　　　大久保力廣（鶴見大）
講師：宮崎　隆　（昭和大）　「金パラ合金の現状と代替材料の展望」
　　　新谷明善　（日歯大）　「高強度ハイブリッド型コンポジットレジンを用いた固定性審美修復」
　　　大久保力廣（鶴見大）　「パーシャルデンチャーにおける代替材料」

日歯生涯研修事業用研修コード　3102

現行の健康保険制度下では金銀パラジウム合金が多用されているが，この金属の素材原価高騰による
価格変動が大きいこと，銀を主体としており口腔内環境で腐食しやすいこと，金属アレルギーを惹起
しやすいことなどの問題点が指摘されている．これらの解決を図り，ハイブリッド型コンポジットレ
ジンやチタンなどの臨床応用が試みられており，有効性が確認されつつあることから，新素材の代替
材料としての可能性とその展望を議論する．

（座長　末瀬一彦，大久保力廣）
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■イブニングセッション１	 ５月 18 日（土）第２会場　２Ｆ　多目的ホール　16：40 ～ 17：40

臨床イノベーションのための若手研究者の挑戦：バイオマテリアル・エンジニアリ
ングの新たな展開

座長：横山敦郎（北海道大）
　　　岡崎定司（大歯大）
講師：山田将博（東歯大）�「抗酸化アミノ酸誘導体を応用した骨再生における生体材料の多機能化」
　　　神野洋平（九州大）�「新しい骨増生術式および骨補填材料の開発―スタチンの局所投与―」
　　　土井一矢（広島大）��「補綴治療の向上に貢献する「十分に検証された既存の技術をハイブリッ

ドさせたバイオマテリアルの創生」」
日歯生涯研修事業用研修コード　3103

バイオマテリアルの開発やバイオエンジニアリングの発展は，補綴臨床に新たなブレークスルーを起
こすものと考えられる．「バイオマテリアル・エンジニアリングの新たなる展開」と題する本セッショ
ンの３名のシンポジストのテーマはいずれも骨形成やインプラントに関するものである．若手研究者
による「骨形成の新たなステージ」へ向けたアプローチは斬新であり，「補綴臨床のイノベーション」
実現への一歩となることが期待される．

（座長　横山敦郎，岡崎定司）

■イブニングセッション２	 ５月 18 日（土）第３会場　５Ｆ　国際会議室 501　16：40 ～ 17：40

臨床イノベーションのための若手研究者の挑戦：治療，検査法の新たな展開
座長：山森徹雄（奥羽大）
　　　服部佳功（東北大）
講師：山口哲史（東北大）　�「機能画像を利用した新しい顎口腔機能検査の可能性　～ mfMRI によ

る咀嚼筋活動の３次元解析～」
　　　渡邉　恵（徳島大）　「�皮膚免疫機構を利用した金属アレルギー検査方法開発へのアプローチ」
　　　熱田　生（九州大）　「インプラント周囲上皮封鎖性の向上を目指した間葉系幹細胞治療」

日歯生涯研修事業用研修コード　3199

補綴歯科領域における検査法，治療法の技術開発は，臨床の安全性や予知性を高める重要な原動力で
ある．本セッションでは，新規の金属アレルギー検査法を開発された徳島大学の渡邉恵氏，mfMRI
を応用した咀嚼筋活動解析法を開発された東北大学の山口哲史氏，インプラント周囲上皮の封鎖性向
上を目的とする間葉系幹細胞治療法を開発された九州大学の熱田生氏の３氏にご講演いただき，今後，
補綴歯科臨床が目指すべき方向性を議論する．

（座長　山森徹雄，服部佳功）
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■ラウンドテーブル・ディスカッション	 ５月 19 日（日）第３会場　５Ｆ　国際会議室 501　8：00 ～ 9：00

医療統計攻略のためのQ&A
座長：河相安彦（日大松戸）
　　　池邉一典（大阪大）
講師：新谷　歩（米国ヴァンダービルト大学）

日歯生涯研修事業用研修コード　3199

教育講演「国際誌にアクセプトされる医療統計」と連動し，その応用編として，早朝で頭のすっきり
とした時間に会員参加型セミナーを企画した．
日ごろ研究における医療統計に取り組んでいる学会員からの事例と疑問点を提示し，それに対して米
国 Vanderbilt 大学の新谷　歩先生に，「実際に，どのように対応するのか」を解説していただく．双
方向型のすぐに役立つ実践的なセミナーにしたいと考えている．

（座長　河相安彦，池邉一典）

■市民フォーラム	 ５月 17 日（金）福岡銀行本店　大ホール　19：45 ～ 20：45

「噛む」命の臨床，義歯を語る
座長：川良美佐雄（日大松戸）
講師：河原英雄　（九州支部）

日歯生涯研修事業用研修コード　2608

今回の市民フォーラムは，学会設立 80 周年を記念して，大会長佐藤博信教授自らが企画してくださ
いました．魅力的なプログラムが組まれており，まずヴァイオリンとピアノによるヴァイオリンソナ
タを１時間楽しんでいただいたのち，元気印の河原英雄先生にご講演していただきます．義歯の重要
性，噛めることの素晴らしさを患者さんと歯科医師の双方向に発信し続けておられる河原先生のお話
は必聴でありましょう．

（座長　川良美佐雄）
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第 1 日目：5 月 18 日（土）［第 2 会場］
■ 9：00 ～ 10：00　課題口演：臨床効果の評価

座長　志賀　博（日歯大）
日-会場-演題
1-2-1	 都市部一般住民における動脈硬化のリスクと咀嚼能力関連因子との関係 - 吹田研究 -
	 	○來田百代，小野高裕，吉牟田陽子，小久保喜弘 *，竹村佳代子，高阪貴之，阪上	穣，前田芳信，野首孝

祠 **
	 （大阪大，* 国立循環器病研究センター予防健診部，** 大阪大学産学連携本部 VBL 咀嚼評価開発センター）
1-2-2	 認知症高齢者のための舐摂（しせつ）機能検査法の開発
	 	○土岡寛和，比嘉千亜己，部坂	綾，森	隆浩，丸山真理子，吉川峰加，津賀一弘，赤川安正（広島大）
1-2-3	 	栄養摂取を介した咬合支持と動脈硬化との関連に対する共分散構造分析～ SONIC 研究より～
	 	○香川良介，池邉一典，猪俣千里，多田紗弥夏，岡田匡史，武下	肇，魚田真弘，三原佑介，北村正博，村

上伸也，前田芳信（大阪大）

日歯生涯研修事業用研修コード　2699

■ 10：00 ～ 11：00　課題口演 2：バイオロジー
座長　細川隆司（九歯大）

日-会場-演題
1-2-4	 化合物ライブラリーを用いた骨再生を促進する新規化合物の探索
	 ○福安	翔，江草	宏，矢谷博文（大阪大）
1-2-5	 歯周組織を有する新規機能性インプラントの開発
	 	大島正充 *，中島	啓 **，井上香織 ***，	小川美帆 *，****，山本照子 ***，井上	孝 **，磯邊友秀 *****，立川哲彦

*****，春日井昇平 ******，齋藤正寛 *，辻	孝 *，	****
	 （* 東理大，	** 東歯大，	*** 東北大，	**** ㈱オーガンテクノロジーズ、***** 昭和大，****** 医歯大）
1-2-6		 抜歯窩肉芽組織からの新規間葉系幹細胞の同定
	 ○中島	隆，大野充昭，園山	亘，笈田育尚，Emilio	S.	Hara，前川賢治，窪木拓男（岡山大）

日歯生涯研修事業用研修コード　3199

■ 11：10 ～ 12：10　課題口演3：バイオロジー，トランスレーショナルリサーチ，臨床イノベーション
座長　窪木拓男（岡山大）

日-会場-演題
1-2-7	 反復加圧刺激が口腔粘膜上皮の角化に及ぼす影響 -3 次元口腔粘膜モデルを用いた検討 -
	 ○塩見	晶，泉	健次，江草	宏 *，野村修一（新潟大，* 大阪大）
1-2-8		 小分子化合物を応用した感染応答性義歯床材料の開発
	 ○綿本隆生，江草	宏 *，矢谷博文 *，澤瀬	隆（長崎大，* 大阪大）
1-2-9		 定量的感覚検査を用いた慢性痛を有する顎関節症患者における疼痛認知の歪みの評価
	 ○福田修二，石垣尚一，宇野浩一郎，矢谷博文（大阪大）

日歯生涯研修事業用研修コード　3199
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第 1 日目：5 月 18 日（土）［第 3 会場］
■ 9：00 ～ 9：30　一般口演：有床義歯 1

座長　有田正博（九歯大）
日-会場-演題
1-3-1		 補綴科新患患者の症型分類と担当医の治療経験年数について
	 ○高江洲雄，片渕三千綱，新田	悟，徳富健太郎，井上晴喜，松浦尚志，佐藤博信（福歯大）
1-3-2		 シリコーン埋没法による義歯床用レジンの寸法精度
	 ○片山直人，西川正幸，高橋	睦，水橋	史，小出	馨（日歯大新潟）
1-3-3		 総義歯診療の効率化の検討
	 ○川田大助，佐藤裕二，北川	昇，七田俊晴，一色ゆかり，石川万里子，杉山一朗，飯島裕之（昭和大）

日歯生涯研修事業用研修コード　2608

■ 9：30 ～ 10：00　一般口演：有床義歯 2
座長　竹内一夫（愛院大）

日-会場-演題
1-3-4		 ノンメタルクラスプデンチャーに用いる熱可塑性樹脂の適合性に関する基礎的研究
	 ○和田淳一郎，笛木賢治，谷田部	優 *，浜口潤也，犬飼周佑，高橋英和，五十嵐順正（医歯大，* 東京支部）
1-3-5		 二酸化チタンコーティングを施した床用レジンの口腔粘膜への安全性の検討
	 ○辻	将，上田貴之，森	一成，小畑朋邦，澤木康平，川口	充，櫻井	薫（東歯大）
1-3-6		 高圧重合における PMMA 系床用レジンの機械的特性
	 ○村上奈津子，若林則幸，松嶋理恵，岸田晶夫，五十嵐順正（医歯大）

日歯生涯研修事業用研修コード　2608

■ 10：00 ～ 10：30　一般口演：有床義歯 3
座長　黒岩昭弘（松歯大）

日-会場-演題
1-3-7		 人工歯の厚さの違いが義歯の破折強度に及ぼす影響
	 ○関西崇史，犬飼周佑，村上奈津子，五十嵐順正，若林則幸（医歯大）
1-3-8		 審美性を考慮したアセタールレジンクラスプの臨床応用 -7 年経過症例について -
	 	○豊間	均，伊藤顕治，武藤由佳子，山田恭子，柴田家孝，梅川義忠，中林晋也，白石康博，天野里香，中

川有紀，松山康正 *，大山哲生，大谷賢二，石上友彦（日本大，* 東海支部）
1-3-9		 CAD/CAM システムによるジルコニアデンチャーのクラスプ形態の最適化
	 	○浦野慎二郎，馬淵あずさ，堀田康弘，西山弘崇，久松	賢，小林茉莉，田中晋平，宮﨑	隆，馬場一美（昭

和大）

日歯生涯研修事業用研修コード　2608

■ 10：40 ～ 11：10　一般口演：有床義歯 4
座長　上田貴之（東歯大）

日-会場-演題
1-3-10		 部分床義歯による補綴治療後の残存歯の垂直的移動
	 ○宮下祐治，松田謙一，榎木香織，村井俊介，池邉一典，前田芳信（大阪大）
1-3-11	 三次元有限要素法における顎堤粘膜へのクリープ特性の導入
	 ○林	建佑，神原	亮，増田達彦，中村好徳，田中貴信（愛院大）
1-3-12	 レーザー積層法を用いた支台装置製作法の開発
	 ○白石浩一，岩井孝充，熊野弘一，大野芳弘，樋口鎮央 *，中村好徳，田中貴信（愛院大，		* 和田精密歯研㈱）

日歯生涯研修事業用研修コード　2608
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■ 11：10 ～ 11：40　一般口演：有床義歯 5
座長　越野　寿（北医大）

日-会場-演題
1-3-13		 CAD/CAM およびワックスレジンによる総義歯作製法に関する研究
	 	○折居雄介，道井貴幸 *，福島庄一，阿部二郎，金澤	学 **，熊谷知弘 *，水口俊介 **，佐々木啓一（東北大，

* ㈱ジーシー，** 医歯大）
1-3-14		 審美性を有する材料を用いた咬合面二分割人工歯の開発
	 	○川口卓行，中村好徳，神原	亮，増田達彦，	熊野弘一，	中島浩之 *，夏目長門，田中貴信（愛院大，*GC デ

ンタルプロダクツ）
1-3-15		 選択圧印象法にかかわる各種印象材の粘弾性について
	 ○岩崎正敏，川良美佐雄，小見山	道，岩田好弘，薦田祥博，飯田	崇，青野寛史，吉村万由子（日大松戸）

日歯生涯研修事業用研修コード　2608

■ 11：40 ～ 12：10　一般口演：バイオマテリアル 1
座長　牧平清超（九州大）

日-会場-演題
1-3-16		 浸漬時間の変化がナノ構造を析出した純チタン金属表面上の生体適合性に与える影響
	 ○藤野智子，田口洋一郎，小正	聡，西田尚敬，楠本哲次，武田昭二，岡崎定司，田中昌博（大歯大）
1-3-17		 GC	Scaffold を利用した脂肪組織由来間質細胞群による歯周組織再生
	 ○秋田大輔，諸隈正和，真下貴之，松山康正，馬嶋洋一，月村直樹，石上友彦，本田雅規（日本大）
1-3-18		 高ミネラル食を摂取させた卵巣摘出ラットの大腿骨骨幹部における骨変化
	 ○高橋卓裕，中田浩史，鈴木静夏，渡辺丈紘，谷本安浩，矢崎貴啓，河相安彦（日大松戸）

日歯生涯研修事業用研修コード　3103

■ 13：20 ～ 13：50　一般口演：バイオマテリアル 2
座長　加来　賢（新潟大）

日-会場-演題
1-3-19	 間葉系幹細胞由来軟骨分化細胞（MSC-DCs）を用いたラット上顎歯槽骨の増生
	 ○重光勇介（㈱ジーシー）
1-3-20	 顎骨骨髄由来間質細胞を用いた歯槽骨再生医療のための低血清培養法
	 ○末廣史雄，西村正宏，高瀬一馬，浪越建男，村田比呂司（長崎大）
1-3-21	 チタン製 HA	歯型インプラント体表面への歯周組織の再生における咬合の影響
	 	○加納貴充，山本竜司，宮下	顕，小松浩一郎，積田光由，小久保裕司，早川	徹，佐藤光史 *，小川	匠，大

井田新一郎（鶴見大，* 工学院大）

日歯生涯研修事業用研修コード　3103
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■ 13：50 ～ 14：20　一般口演：口腔機能 1
座長　木本克彦（神歯大）

日-会場-演題
1-3-22	 パノラマエックス線写真による咬合力の予測
	 ○三輪俊太，和田誠大，菅波	透，木村	達，池邉一典，前田芳信（大阪大）
1-3-23	 最大開閉口運動が閉口時の顆頭位に及ぼす影響	- 第 2 報 -
	 	○小出勝義，小出	馨，近藤敦子 *，浅沼直樹，佐藤利英，水橋	史，高橋	睦，片山直人（日歯大新潟，* 日

本歯科大学新潟病院）
1-3-24	 術者徒手による下顎頭変位の再現性について - 術者の違いによる検討 -
	 	○中村健太郎，林徳	俊，山本司将，近藤康史，小島栄治 *，倉田	豊 **，冨澤	倫 ***，岡本直樹 ****，高梨和

弘 *****，細川稔晃 *****，H.	W.	Lang*****（東海支部，* 西関東支部，** 東関東支部，*** 東京支部，**** 九州支部，
***** カボデンタルシステムズジャパン）

日歯生涯研修事業用研修コード　2899

■ 14：20 ～ 14：50　一般口演：口腔機能 2
座長　松山美和（徳島大）

日-会場-演題
1-3-25	 咀嚼機能が重心動揺に及ぼす影響
	 ○島	恵子，坂口	究，前田	望 *，横山敦郎（北海道大，	* 北海道大学病院歯科診療センター）
1-3-26	 個人の咀嚼能力の違いがチューイングによるストレス緩和に及ぼす影響
	 	○中西康輔，田坂彰規，菊地愛貴，赤塚公仁，竹内	快，佐々木啓充，吉井崇之，添田亮平，上田貴之，櫻

井	薫（東歯大）
1-3-27	 咀嚼により	Stage	Ⅱ	transport	された食塊の喉頭蓋での官能評価
	 	○山田康平，近藤和泉 *，尾崎健一 *，吉岡	文，杉山慎太郎，尾澤昌悟，田中貴信（愛院大，* 国立長寿医

療研究センター）

日歯生涯研修事業用研修コード　2899

■ 15：00 ～ 15：30　一般口演：口腔機能 3
座長　津賀一弘（広島大）

日-会場-演題
1-3-28	 咀嚼嚥下時の呼吸量について - 食品による違い -
	 ○幡中寿之，小野圭昭，吉岡正隆，岩山和史，上杉直斗，芦田貴司，小正	裕（大歯大）
1-3-29	 80 歳における咬合力と食品・栄養摂取に関する疫学的研究	SONIC	Study より
	 	○猪俣千里，香川良介，池邉一典，岡田匡史，武下	肇，多田紗弥夏，魚田真弘，三原佑介，吉備政仁，前

田芳信（大阪大）
1-3-30		 70 と 80 歳の高齢者における咬合力と全身の運動機能との関連	-SONIC	study	より -
	 	○岡田匡史，池邉一典，香川良介，武下	肇，猪俣千里，多田紗弥夏，魚田真弘，三原佑介，前田芳信（大

阪大）

日歯生涯研修事業用研修コード　2899
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■ 15：30 ～ 16：00　一般口演：口腔機能 4
座長　菊池雅彦（東北大）

日-会場-演題
1-3-31	 食品性状の違いが咀嚼終末位に及ぼす影響 - 食品のかたさについて -
	 	○中村健太郎，林	徳俊，山本司将，近藤康史，小島栄治 *，倉田	豊 **，冨澤	倫 ***，岡本直樹 ****，森山	毅

*****（東海支部，* 西関東支部，** 東関東支部，*** 東京支部，**** 九州支部，***** ㈱松風）
1-3-32	 ガムの色変わりと咀嚼時の咬合力・咬合接触面積の関連
	 	○掘江	毅，金澤	学，駒ヶ嶺友梨子，濱	洋平，山賀栄次郎，藤本理子，水口俊介（医歯大）
1-3-33	 顎関節症	円板転位復位型に対するスプリントの併用効果—ランダム化比較試験による評価—
	 	○堀	慧，永田和裕，水橋	亮，椛沢裕貴，笠間	匠，白野美和，後藤基誉，渥美陽二郎，	菅原佳広（日本歯

科大学新潟病院）

日歯生涯研修事業用研修コード　2899

■ 16：00 ～ 16：30　課一般口演：口腔機能 5
座長　山下秀一郎（東歯大）

日-会場-演題
1-3-34	 カンジダ症患者における不快症状改善へのアプローチ
	 	○番家雅子，星	憲幸，大野晃教，熊坂知就，有井丈郎，木本克彦（神歯大）
1-3-35	 健常者および片側臼歯部欠損患者の偏咀嚼の認識度の検討
	 	○山﨑	陽，桑鶴利香，築山能大，松本浩志，岩下隼人，古谷野潔（九州大）
1-3-36	 ARCUSdigma Ⅱを用いた再現性のある咬合採得の評価 - 臨床経験の少ない術者 -
	 	○山本司将，中村健太郎，林	徳俊，近藤康史，小島栄治 *，倉田	豊 **，冨澤	倫 ***，岡本直樹 ****，高梨和

弘 *****，細川稔晃 *****，H.	W.	Lang*****（東海支部，* 西関東支部，** 東関東支部，*** 東京支部，**** 九州支部，
***** カボデンタルシステムズジャパン）

日歯生涯研修事業用研修コード　2899

第 1，2 日目：5 月 18 日（土），19 日（日）［第 5 会場］

■ポスター発表　18 日　9	：30 ～ 17	：20，19 日　9：00 ～ 15：30　2 日間の掲示です .
（討論　18 日　12：10 ～ 12：40，19 日　12：30 ～ 13：00）

＊演題番号末尾奇数の演題
（討論　18 日　12：40 ～ 13：10，19 日　13：00 ～ 13：30）

＊演題番号末尾偶数の演題

■有床義歯
日-会場-演題
1-5-1	 短縮歯列への補綴介入に関する多施設共同研究 - 口腔関連 QoL への治療効果 -
	 	○笛木賢治 *，五十嵐順正 *，吉田英子 *，前田芳信 **，池邉一典 **，馬場一美 ***，塚崎弘明 ***，古谷野	潔

****，荻野洋一郎 ****，佐々木啓一 *****，小山重人 *****，赤川安正 ******，是竹克紀 ******，窪木拓男 *******，荒
川	光 *******，春日井昇平 *，近藤尚知 *，********，黒田真司 *（* 医歯大，** 大阪大，*** 昭和大，**** 九州大，
***** 東北大，****** 広島大，******* 岡山大，******** 岩手医大）

1-5-2		 全部床義歯における片側性咬合平衡の得られる領域に関する形態計測的分析
	 	○岡本	信，前田直人 *，山本美恵 *，鵜川由紀子 **，洲脇道弘，守屋佳典 **，角谷真一，中島啓一朗，松永

匡司，沖	和広 *，西川悟郎 **，皆木省吾 *（中国四国支部，* 岡山大，** 岡山大学病院）
1-5-3		 補綴物が話者認識に及ぼす影響
	 	○片山	祐，山村	理，藤原	周（朝日大）
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1-5-4		 補綴の臨床経験は総義歯患者の満足度に影響するか ?
	 	○木本	統，木本克彦 *，村上	洋，郡司敦子，伊藤菜那，佐伯啓行，菅野京子，中村耕実，嶋崎りか，河相

安彦（日大松戸，	* 神歯大）
1-5-5		 磁石構造体の合着方法が吸引力に及ぼす影響
	 	○前田祥博，高山慈子，野本理恵，滝新典生，市川正幸，大久保力廣（鶴見大）
1-5-6		 過酸化水素光分解殺菌技術を応用した新規義歯洗浄システムが床用レジンに及ぼす影響
	 	○原田章生，中原達郎，山田康友，小田島優，稲垣亮一，菅野太郎，佐々木啓一（東北大）
1-5-7		 TRAF1 由来ペプチドは RANKL に依存した破骨細胞の分化を抑制する
	 	○峯	裕一，牧平清超 *，首藤崇裕 *，二川浩樹（広島大，* 九州大）
1-5-8		 異なる咀嚼パターンを想定した間欠的加圧による口蓋粘膜の血流変化
	 	○荻野崇真，上田貴之，大神浩一郎，古池崇志，櫻井	薫（東歯大）
1-5-9		 二酸化チタンコーティング後の床用レジンの吸水性と色調
	 	○辻	将，上田貴之，森	一成，川越元久，櫻井	薫（東歯大）
1-5-10	 耐衝撃性義歯床用レジンへのサーマルサイクルの影響
	 	○藤本達也（㈱ジーシーデンタルプロダクツ）
1-5-11	 二酸化チタンコーティングを施した義歯床用レジン上の着色除去への UV 照射の効果
	 	○小畑朋邦、森	一成、辻	将、上田貴之、櫻井	薫（東歯大）
1-5-12	 無歯顎印象時の印象圧動態に関わる基礎的検討 - スペース量と印象材の性質の違い -
	 	○佐伯啓行，坂本竜治，小見山	道，木本	統，中田浩史，河相安彦，池口伸之，佐藤貴信（日大松戸）
1-5-13	 義歯の経年的変化の観察 { 第 1 報 } 床用レジンの表面性状の観察
	 	○砂治よう子，山本寛明，瀧田史子，苦瓜明彦，岩堀正俊，都尾元宣，（朝日大）
1-5-14	 公転・自転式ミキサーを用いた混和が粉液型リライン材の流動性に与える影響
	 	○山鹿義郎，金谷	貢，伊藤恭輔，金子広美，野村修一（新潟大）
1-5-15	 Ce-TZP/Al2O3 ナノ複合体を用いた口蓋板の装着感と味覚への影響
	 	○和田	健，髙野智史，田坂彰規，上田貴之，櫻井	薫（東歯大）
1-5-16	 口腔保湿剤の種類および湿度が残存重量に及ぼす影響
	 	○村上	格，鎌下祐次，葛西貴行，瀬戸	佳，田中帝臣，丸山浩美，西	恭宏（鹿児島大）
1-5-17	 義歯に付着した口腔内微生物に対する抗菌性機能水（バイオショット○ R	）の除菌効果
	 	○織田聖子，竜	正大，和泉佐知，上田貴之，山田将博，櫻井	薫（東歯大）	
1-5-18	 BPS® を用いて製作した全部床義歯の臨床的評価の比較検討～クロスオーバー比較試験～
	 	○松田謙一，久留島悠子，宮下祐治，三原佑介，池邉一典，前田芳信（大阪大）
1-5-19	 新型義歯床用レジン重合システムの適合性の比較検討
	 	○久留島悠子，松田謙一，前田芳信（大阪大）
1-5-20	 チェアサイドにおける簡便な三次元表面記録の試み { 第一報 } 表面処理方法について
	 	○隅田由香，吉	志元，服部麻里子，谷口	尚（医歯大）
1-5-21	 ノンメタルクラスプデンチャー用熱可塑性樹脂のスクラッチテスト
	 	○川良美佐雄，岩田好弘，岩崎正敏，薦田祥博，飯田	崇，小見山	道，鈴木浩司，淺野	隆、黒木俊一（日

大松戸）
1-5-22		 ノンクラスプデンチャーに関する実験的研究 - 第 1 報	片側遊離端義歯の垂直的変位量 -
	 	○西山留美子，堀江伸行，臼田	聡，新部邦透，有馬誠亮，池田浩子，鈴木啓介，森	晶子，岩崎雅充 *，清

水	潤 **，鈴木	潔，中川種昭（慶應大，* 西関東支部，** 東北支部）
1-5-23	 接着性が改善された新規シリコーン系軟質裏装材
	 	○上之薗佳也，中瀬古恒，篠﨑	裕，蒲原	敬，熊谷知弘（㈱ジーシー研究所）
1-5-24	 レーザーを用いた熱可塑性義歯床用樹脂と歯科用金属の接合法 - 接合部の観察	-
	 	○内藤大介，柿本和俊，高橋一也，小正	裕（大歯大）
1-5-25	 難易度（	症型分類）	および熟練度が総義歯の治療時間に及ぼす影響
	 	○七田俊晴，佐藤裕二，北川	昇，関谷弥千，西尾允秀，今村嘉宣（昭和大）
1-5-26	 即時荷重 2 インプラントオーバーデンチャーの生存分析と主観的評価
	 	○金澤	学，佐藤大輔，越智	恵，大村友理，田上真理子，春日井昇平，水口俊介（医歯大）
1-5-27	 ラット歯肉線維芽細胞に対する周期的圧縮刺激が破骨細胞の分化に及ぼす影響
	 	○荒木大介，原	哲也，飯田祥与，岡	森彦，伊志嶺（黒田）知沙，黒住明正，坂本隼一，宮﨑貴子，皆木省

吾（岡山大）
1-5-28	 CAD/CAM 応用によるクラスプに適合させたクラウン製作法
	 	○小澤大輔，鈴木恭典，河村	昇，河野健太郎，大久保力廣（鶴見大）
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■クラウンブリッジ
日-会場-演題
1-5-29	 付加型シリコーン印象の長時間薬液浸漬が隣在歯を配した支台歯模型精度に及ぼす影響
	 	○平口久子，	米山隆之（日本大）
1-5-30	 デュアルキュア型支台築造用コンポジットレジンの硬化特性に及ぼす光照射条件の影響
	 	○吉田圭一，澤瀬	隆 *（長崎大学病院，	* 長崎大）
1-5-31	 二ケイ酸リチウムガラスセラミックスとレジンセメントの接着強さに対する表面処理効果
	 	○丸尾幸憲，入江正郎 *，西川悟郎，玉田宜之，前田直人，山本美恵 *，皆木省吾 *（岡山大学病院，* 岡山大）
1-5-32	 Nd-YVO4 レーザーを用いたジルコニア焼結体からコーピングを直接製作する方法
	 	○風間 - 小出未来，大熊一夫，蛯原善則 *，小倉英夫（日歯大、* ㈱ジーシー）
1-5-33	 新規硬質レジンの熱劣化による影響
	 	○町田大樹、村田享之、上野貴之、熊谷知弘（㈱ジーシー研究所）
1-5-34	 リン酸エステル系モノマー含有試作プライマーがジルコニアの接着に及ぼす影響について
	 	○中山大介，小泉寛恭，大場祐輔，野川博史 *，鳥塚周孝 *，行田克則 *，藤井	宏，吉成勝海，中里憲文 *，

松村英雄（日本大，* 東関東支部）
1-5-35	 半透明ジルコニアと牛歯エナメル質の摩耗特性
	 	○原	舞，久永竜一，佐藤	亨，四ッ谷護，新谷明昌，石井愛子（東歯大）
1-5-36	 口腔内光学印象システムにおける開口量の採得範囲への影響
	 	○宅間裕介，安田博光，佐藤	亨，三穂乙暁，腰原輝純，小山	拓（東歯大）
1-5-37	 歯根膜の部位によるプライマリー・シリア出現率の違いと過剰咬合による変化
	 	○井田貴子 1，加来	賢 1，野澤恩美 1，	Juan	Marcelo	Rosales1，加来咲子 1，	2，魚島勝美 1，	2（1	新潟大，

2	新潟大学医歯学総合病院）
1-5-38	 インプラント支持のコンポジット前装ジルコニアクラウンの破壊強度
	 	○田口耕平，小峰	太，伏木亮祐，肥塚	舞，神尾伸吾，岩崎太郎，塩野英昭，田中秀享，高野研一 *，松村

英雄（日本大，* 東北・北海道支部）
1-5-39	 ジルコニアとハイブリッドセラミックスの接着強さに関する研究
	 	○岡本	望，大友悠資，	影山勝保，	西本秀平，	雨宮幹樹，	長嶺	学，	伊藤	歩，	服部宗太郎，玉木直哉，塚原正也，

川村浩之 *，鎌田政善（奥羽大，	* 九州支部）
1-5-40	 レジン系装着材料と金合金の接着における金属接着用プライマーの効果
	 	○松本圭史，古地美佳，武田真理子，大島修一，金子行夫，庄司喜則，八木庸行，橋口亜希子，松村英雄（日

本大）
1-5-41	 CAD/CAM 用セラミックおよび接着性レジンセメントに関する色彩学的検討
	 	○齊藤裕美子，大平千之，吉田大徹，石岡真理絵，武部	純，近藤尚知（岩手医大）
1-5-42	 金属接着性プライマー塗布後のアセトン洗浄が接着強さに及ぼす影響
	 	○小熊亮介，村口浩一，南	弘之，村原貞昭，迫口賢二，塩向大作，柳田廣明，峰元里子，嶺崎良人，鈴木

司郎 *，田中卓男（鹿児島大，* アラバマ大学）
1-5-43	 ジルコニア修復物の装着時表面温度が接着性レジンとの接着強さに及ぼす影響
	 	○村原貞昭，南	弘之 *，小熊亮介，村口浩一 *，迫口賢二，塩向大作，門川明彦，柳田廣明，峰元里子 *，

嶺崎良人 *，鈴木司郎 **，田中卓男（鹿児島大，* 鹿児島大学病院，** アラバマ大学）
1-5-44	 根管壁象牙質に対する新規セルフアドヒーシブセメントの微小引張接着強さ
	 	○大竹志保，進	千春，駒田	亘，吉田惠一，三浦宏之（医歯大）
1-5-45	 白金加金と 4META レジンの接着に及ぼす加熱酸化処理と金属用プライマーの効果
	 	○南	弘之，村原貞昭，村口浩一，柳田廣明，迫口賢二，塩向大作，小熊亮介，嶺崎良人，鈴木司郎 *，田

中卓男（鹿児島大，* アラバマ大）
1-5-46	 フルジルコニア修復システム導入によるセラミック修復適用症例数の変化
	 	○石橋知佳，小林	亨，水町栄美理，新田	悟，徳富健太郎，松浦尚志，佐藤博信（福歯大）
1-5-47	 ジルコニアオールセラミッククラウンの臨床調査報告
	 	○工藤桃子，三浦賞子，笠原	紳，奥山弥生，泉田明男，稲垣亮一，佐々木啓一 *，依田正信（東北大）
1-5-48	 3 タイプのオールセラミッククラウンの適合性と色調に関する比較
	 	○野々垣龍吾，横山貴紀，今井田千恵，村松良弥，下村晃史，岡	俊男，倉知正和，石神	元（朝日大）
1-5-49	 体位・頭位の変化が咬合接触に及ぼす影響
	 	○土屋総一郎，安東史子，中村典正，新村弘子，柳田史城，小町谷美帆，松山雄喜，山口正人，鈴木雄一朗，

米田紘一，倉澤郁文，黒岩昭弘（松歯大）
1-5-50	 歯根膜における骨髄由来細胞の局在と幹細胞マーカーの発現
	 	○加来	賢 *，野澤恩美 *，Juan	Marcelo	Rosale*s，	井田貴子 *，秋葉陽介 *，**，魚島勝美 *，**（* 新潟大，	**
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新潟大学医歯学総合病院）
1-5-51	 三次元モデルにおける咬合接触の再現
	 	○木原琢也，井川知子 *，平林里大 *，平井真也 *，佐々木圭太 *，重田優子 *，安藤栄里子 *，二川浩樹，小

川	匠 *（広島大，* 鶴見大）
1-5-52	 プレスセラミックスの加圧成形条件が辺縁再現性に及ぼす影響
	 	○白井麻衣，佐藤洋平，佐久間美帆，松井朋子，村石絵麻，鈴木みどり，大久保力廣（鶴見大）

■インプラント
日-会場-演題
1-5-53	 CT 撮影によるインプラント植立骨 3 次元有限要素解析モデル構築時の CT 機器間比較
	 	○黒川孝一，ステガロユ	ロクサーナ，高野遼平，西山秀昌，林孝	文（新潟大）
1-5-54	 デンタルインプラントと部分床義歯の治療効果の比較 - 欠損隣接歯の予後 -
	 	○野川敏史，高山芳幸，齋藤正恭，横山敦郎（北海道大）
	 	Comparison	of	treatment	effects	between	dental	implants	and	removable	partial	dentures：	survival	rate	

of	adjacent	teeth	to	missing	space	Nogawa	T，	Takayama	Y，	Saito	M，	Yokoyama	A	Department	of	Oral	
Functional	Prosthodontics，	Division	of	Oral	Functional	Science，	Graduate	School	of	Dental	Medicine，	
Hokkaido	University

1-5-55	 皮膚創傷治癒過程における CCN4/WISP-1 遺伝子の役割
	 	○正木明日香，大野充昭，園山	亘，Emilio	S.	Hara，前田あずさ *，Marian	F.Young*，窪木拓男（岡山大，

* アメリカ国立衛生研究所歯科・頭蓋顔面研究所）
1-5-56	 擬似体液中でのチタン溶出への影響を及ぼす因子の検討
	 〇水頭英樹，岩脇有軌，石田雄一，渡邉	恵，友竹偉則，市川哲雄（徳島大）
1-5-57	 陽極酸化・水熱処理チタン表面性状が上皮細胞と線維芽細胞の遺伝子発現に及ぼす影響
	 	○武部	純，宮田京平，三浦真悟，伊藤茂樹，古川良俊，木村英敏 *，近藤尚知（岩手医大，* 東北・北海道

支部）
1-5-58	 紫外線照射後におけるハイブリッドチタン表面の評価
	 	○桒原淳之，星	憲幸，小田切憲，石井康鉉，木本克彦（神歯大）
1-5-59	 血流画像化装置	Periscan	PIM Ⅱのインプラント補綴の術後評価への応用
	 	○平井秀明，坂根	瑞，吉岡	文，尾澤昌悟，杉山慎太郎，大見真衣子，岡崎祥子，佐藤	徹，田中貴信（愛

院大）
1-5-60	 口腔インプラントによる補綴治療後の対合天然歯との咬合接触の変化
	 	○三原佑介，松田謙一，池邉一典，前田芳信（大阪大）
1-5-61	 プレート型骨補填材を用いて上顎洞底拳上術を行った症例の臨床的検討
	 	○髙藤恭子，鬼原英道，畠山	航，横田	潤，折祖研太，近藤尚知（岩手医大）
1-5-62	 下顎骨における即時荷重インプラント周囲骨に発生する応力の 3 次元有限要素法解析
	 	○石川昌洋，仲井太心，仲西康浩，廣瀬由紀人，越智守生（北海道大）
1-5-63	 MPC ポリマーによるインプラントへのバイオフィルム形成抑制
	 	○福西美弥，岩佐文則，森崎弘史，井上祐貴 *，石原一彦 *，桑田啓貴，馬場一美（昭和大，* 東京大）
1-5-64	 インプラント作業用模型におけるレプリカの変位 - 印象材の硬度による影響 -
	 	○松村奈美，山森徹雄，山内貴子，関根貴仁，玉井一樹，示野達也，江夏	藍，狩野隆広，鈴木	翔，永田裕

紀，森脇祥博 *，清野和夫（奥羽大，* 中国・四国支部）
1-5-65	 紫外線効果による陽極酸化チタン合金の物理化学的変化と骨芽細胞挙動
	 	○斉田牧子，星	憲幸，木本克彦（神歯大）
1-5-66	 骨量の不足した上顎臼歯部に用いたショートインプラントに関する力学的検討
	 	○森脇大善，中野	環，山口	哲，小林靖宜，小野真司，山西康文，矢谷博文（大阪大）
1-5-67	 インプラント上部構造と近心天然歯との歯間離開度の経時的変化
	 	○佐藤瑞希，塩田	真，藤森達也，今北千春，春日井昇平（医歯大）
1-5-68	 下顎無歯顎に適用した 2	本支台のインプラントオーバーデンチャーの治療評価
	 	○濱田直光，鎌下祐次 *，濱田敦子（九州支部，* 鹿児島大）
1-5-69	 上顎前歯における骨断面形態の分類 - コーンビーム CT 画像の解析 -
	 	○渥美美穂子 *，**，鎌田政宣 **，尾崎隆海 **，鍵和田誠 *，中島勝也 *，半澤栄一 ***，木本克彦 *，玉置勝

司 *（* 神歯大，** 神奈川歯科大学附属病院，*** 西関東支部）
1-5-70	 リンパ管形成不全と顎骨壊死
	 	○黒嶋伸一郎，山下潤朗（ミシガン大）
1-5-71	 規則的荷重負荷で達成されるオッセオインテグレーションと骨微細構造の適応変化
	 	○黒嶋伸一郎，安武宗徳，宮原健治，中野貴由 *，澤瀬	隆（長崎大，* 大阪大）
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1-5-72	 オッセオインテグレーション早期獲得のためのインプラントへの細胞培養上清の応用
	 	○土屋周平，日比英晴，上田	実（名古屋大）
1-5-73	 複数サイトカインによる同時刺激は間葉系幹細胞の骨分化誘導能を促進する
	 	○横田	潤，衣斐美歩，高藤恭子，鬼原英道，近藤尚知（岩手医大）
1-5-74	 Curdlan は Dectin-1 を介して破骨細胞形成を抑制する
	 	○山﨑	徹，有吉渉，正木千尋，中本哲自，西原達次，細川隆司（九歯大）
1-5-75	 生体力学的解析によるインプラントの直径および長さの骨質に応じた最適化
	 	○上田奈々，高山芳幸，粥見	翔，横山敦郎（北海道大）
1-5-76	 移植細胞の初期動態と HSP27 の導入による細胞移植法の検討
	 	○野澤恩美 *，加来	賢 *，Juan	Marcelo	Rosales*，井田貴子 *，秋葉陽介 *，**，魚島勝美 *，**（* 新潟大，	**

新潟大学医歯学総合病院）
1-5-77	 レーザー血流計を用いたインプラントアバットメント周囲組織の微小
	 	○梶原基弘，正木千尋，森野美幸，山﨑	徹，今村	敦，村上貴也，中本哲自，細川隆司（九歯大）

■ニューロサイエンス
日-会場-演題
1-5-78	 下顎位および顎機能の偏りが身体重心動揺に及ぼす影響（第 7 報）下顎位の変化と姿勢
	 	○西山雄一郎，上西雅一，高山慈子，宮本秀臣 *，狭間研至 **，大久保力廣（鶴見大，* インターリハ㈱，**

医療法人社団バイオファミリーバイオクリニック東京）
1-5-79	 飼料性状の変更時期が SAMP8 の学習記憶能力に及ぼす影響
	 	○尾関	創，横山	隆，土屋淳弘，加藤大輔，土屋智昭 *，足立	充，服部豪之，原田	亮，村上	弘，伊藤	裕（愛

院大，* 愛知学院大学歯学部附属病院）
1-5-80	 顎関節症患者の加齢に伴う疼痛強度の変化
	 	○小原綾子 *，小見山	道 *，**，飯田	崇 *，**，成田紀之 **，大久保昌和 **，内田貴之 **，神谷和伸 **，川良

美佐雄 *（* 日大松戸，	** 日本大学松戸歯学部付属病院）
1-5-81	 全運動軸点を利用した水平的下顎位決定法の検討
	 	○重本修伺，板東伸幸，石川輝明 *，薩摩登誉子 *，郡	元治，西川啓介 *，竹内久裕 *，細木真紀，久保吉廣

*，松香芳三（徳島大，* 徳島大学病）
1-5-82	 頭位の変化が握力発揮時の顎頸部筋の筋活動に及ぼす影響
	 	○猪子芳美，近藤大輔，井田	泉，西川良彦，多和田泰之，渡邉文彦（日歯大）
1-5-83	 習慣性咀嚼側での咀嚼と非習慣性咀嚼側での咀嚼が自律神経に与える影響の違い
	 	○太田	緑，添田亮平，上田貴之，櫻井	薫（東歯大）
1-5-84	 低レベルでのクレンチング強度の変化に伴う各歯種における咬合接触関係の変化
	 	○薦田祥博，川良美佐雄，小原綾子，小見山道，飯田	崇，鈴木浩司，淺野	隆，本木久絵，渡邊愛斗（日大

松戸）
1-5-85	 義歯のリハビリテーション効果に関する研究	- 第 2 報	事象関連電位 N200 を用いた検討 -
	 	○青木伸一郎，大沢聖子，長野裕行 *，伊藤孝訓（日大松戸，	* 東関東支部）
1-5-86	 口・下顎ジストニア症例における Sensory	Trick	の発現
	 様相
	 	○成田紀之，神谷和伸（日本大学松戸歯学部付属病院顎脳機能センター）
1-5-87	 睡眠時ブラキシズムのクレンチング時における顎位と咬筋活動の検討
	 	○鈴木善貴，大倉一夫 *，重本修伺 *，野口直人 *，安陪	晋 *，大本勝弘 *，神原佐知子，高田奈美，中野雅

德 *，坂東永一 *，松香芳三 *（徳島大学病院，* 徳島大）
1-5-88	 顎関節マニピュレーションによる症状と咬合の変化 - バイトアイ BE-I による検討 -
	 	○島田	淳，島田百子（医療法人社団グリーンデンタルクリニック）
1-5-89	 日中と夜間のブラキシズムの関係
	 	○遠藤	寛，田邉憲昌，金村清孝，浅野明子，武部	純，近藤尚知（岩手医）
1-5-90	 顎口腔領域の不随意運動の遠隔診断と医療観光
	 	○吉田和也（（独）国立病院機構京都医療センター）
1-5-91	 夜間睡眠時の顎筋活動と情動ストレスおよび TMD 自覚症状の因果関係の解析
	 	○大倉知久，安部倉仁 *，坪井将洋 *，貞森紳丞，赤川安正（広島大，* 広島大学病院）
1-5-92	 眠時ブラキシズムの筋活動と臨床徴候の関連	-PSG	study	-
	 	○酒井拓郎，葭澤秀一郎，吉澤亜矢子，高場雅之，川名ふさ江 *，小野康寛，菅沼岳史，加藤隆史 **，馬場

一美（昭和大学，		* 虎の門病院，	** 大阪大）
1-5-93	 部分床義歯の人工歯列の短縮が咀嚼時の脳活動に及ぼす影響
	 	○庄井和人，笛木賢治，臼井信男，五十嵐順正（医歯大）
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1-5-94	 神経毒素成分を精製した A 型ボツリヌス毒素の三叉神経への効果
	 	○丸濵功太郎，松香芳三 *，古味佳子，大野充昭，前川賢治，窪木拓男（岡山大，	* 徳島大）
1-5-95	 下顎位の偏位が脳機能活動に及ぼす影響	 ‐ DCM による神経ネットワークの検討 ‐
	 	○櫻庭浩之，小林琢也，久保田将史，澤田	愛，土田健太郎，原総一朗，折祖研太，近藤尚知（岩手医大）

■バイオマテリアル
日-会場-演題
1-5-96	 骨芽細胞様細胞 SaOS-2	の増殖と骨系分化に及ぼす 3	材料の影響評価
	 	○畠山	航，鬼原英道，高藤恭子，近藤尚知（岩手医大）
1-5-97	 咀嚼運動がストレス性骨粗鬆症発症に及ぼす影響
	 	○古澤	学，森	大輔，三宅秀和，田中隆雄，小川雅之，藤原	周，陳	華岳 *，久保金弥 **（朝日大，* 岐阜大，

** 星城大）
1-5-98	 毛包に存在する神経堤由来細胞を用いた骨芽細胞の分化誘導
	 	○森澤絵里，高見正道，	須澤徹夫，	上條竜太郎，馬場一美（昭和大）
1-5-99	 骨粗鬆症モデルラットの骨形成に及ぼすフルバスタチン局所投与の影響
	 	○安田博光，野本俊太郎，佐藤	亨，宅間裕介，青木雅憲，岡林茂慶（東歯大）	
1-5-100	 デンタルプレスケールの輸送が咬合力測定に及ぼす影響について
	 	○林徳	俊，中村健太郎，山本司将，近藤康史，小島栄治 *，倉田	豊 **，冨澤	倫 ***，岡本直樹 ****，小野沢

秀樹 *****（東海支部，* 西関東支部，** 東関東支部，*** 東京支部，**** 九州支部，***** ㈱ジーシー）
1-5-101	 フッ素徐放性セメントにおけるフッ素溶出量の違い
	 	○横本満洋，大神浩一郎，戸村恭子，古池崇志，上田貴之，櫻井	薫（東歯大）	
1-5-102	 次亜塩素酸電解水を応用した印象体の消毒に関する研究	- 有効塩素濃度による影響 -
	 	○眞木信太郎，濵坂弘毅，奥津史子，松川高明，豊田有美子，根来理沙，遠藤	舞，松井藍有美，天野	滋 *，

大森喜弘 *，岡本和彦，大川周治（明海大）
1-5-103	 各種 HDACi が骨分化能，骨形成能に与える影響に関する研究
	 	○江口香里 *，秋葉奈美 *，	**，Juan	Marcelo	Rosales*，野澤恩美 *，加来	賢 *，秋葉陽介 *，	**，魚島勝美 1，	

**（* 新潟大，	** 新潟大学医歯学総合病院）
1-5-104	 ラジアルフロー型バイオリアクターによるヒト骨髄間葉系幹細胞の三次元培養と骨分化能
	 	○石井愛子，西村逸郎，神田雄平，荒野太一，佐藤	亨（東歯大）
1-5-105	 ナノ構造制御したチタン表面がラットの血管内皮細胞に与える影響について
	 	○中野蓉子，小正	聡，	* 田口洋一郎，	** 西田尚敬，Xing	Helin，西崎	宏，*** 武田昭二，岡崎定司（大歯大）
1-5-106	 超高磁場 MRI 装置を用いた生体検査における歯科用金属の安全性の検討
	 	○折祖研太，久保田将史，櫻庭浩之，原総一朗，澤田	愛，鬼原英道，小林琢也，近藤尚知（岩手医大）
1-5-107	 マウスガードサーモフォーミング時の厚みの確保 { 第 1 報 }
	 	○河野克明，小澤卓充，武田友孝，中島一憲，梶間孝樹，島田	淳，高山和比古，佐藤武司，関口千栄子，

門澤祐亮，川上良明，鈴木義弘，成松慶之郎，紺野倫代，石上惠一（東歯大）
1-5-108	 単層培養と積層培養を比較した硬質リライン材の細胞毒性に関する研究
	 	○高瀬一馬，西村正宏，末廣史雄，山口義和，村田比呂司（長崎大）
1-5-109	 有歯下顎骨の力学的挙動における歯根膜弾性率の影響
	 	○中村恵子，田島清司，鱒見進一（九歯大）
1-5-110	 間葉系幹細胞由来軟骨分化細胞（MSC-DCs）による骨増生のメカニズム解析
	 	○重光勇介（㈱ジーシー）
1-5-111	 接着システムの違いがショートファイバー補強コンポジットの接着強さに及ぼす影響
	 	○新谷明一 *，**，	横山大一郎 *，	Filip	Keulemans***，	Lippo	V.J.	Lassila**，	Pekka	K.	Vallittu**（* 日歯大，**

トゥルク大学，	*** ゲント大学 .）
1-5-112	 菌体成分が BMP-2 と TGF-β1 が誘導する異所性骨形成に与える影響とそのメカニズム
	 	○松本光史，高見正道，舘	慶太，上條竜太郎，馬場一美（昭和大）

■口腔機能
日-会場-演題
1-5-113	 遅発性咀嚼筋痛が咀嚼能力に及ぼす効果
	 	○吉田英子，Frank	Lobbezoo*，笛木賢治，Machiel	Naeije*，五十嵐順正（医歯大，*Department	of	Oral）
1-5-114	 口腔周囲筋圧と咀嚼機能との関連性
	 	○高橋	睦，小出	馨，荒川いつか，水橋	史（日歯大）
1-5-115	 閉塞型睡眠時無呼吸症候群に対する口腔内装置の使用状況に関するアンケート調査報告
	 	○槙原絵理，鱒見進一，河野稔広，西川	葵，宮嶋隆一郎，（九歯大）
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1-5-116	 頬圧痕を有する被験者の頬圧とブラキシズムの関連性
	 	○大塚英稔，佐藤雅介，勅使河原大輔，野露浩正，遠藤	聡，山内雅司 *，藤澤政紀（明海大）
1-5-117	 認知症を伴う転倒骨折患者のリハビリテーション効果に補綴歯科治療が与える影響
	 	○田中睦都，田中順子，覺道昌樹，林	亜紀子，谷岡款相，田中昌博（大歯大）
1-5-118	 軟骨細胞の増殖・分化における 8- ニトロ - 環状 GMP の役割
	 	○星野真理江，宮本洋一，上條竜太郎，馬場一美（昭和大）
1-5-119	 歯における咬合接触の有無が咬合力に及ぼす影響	- 第二大臼歯について -
	 	〇岡本直樹，中村健太郎 *，林徳	俊 *，山本司将 *，近藤康史 *，倉田	豊 **，小島栄治 ***，	冨澤	倫 ****，小野

沢秀樹 *****，	九州支部，* 東海支部，** 東関東支部，*** 西関東支部，**** 東京支部，***** ㈱ジーシー）
1-5-120	 最大開口量と最大咬合力の関係について	- 健常有歯顎者による検討 -
	 	○冨田真一，中村健太郎 *，山本司将 *，福沢裕基，井土桂介，高田	剛，溝井優生，太田志麻，油谷征彦，

池田拓司，与那嶺功志，佐伯光規，小野沢秀樹 **（関西支部，* 東海支部，** ㈱ジーシー）
1-5-121	 短縮歯列における主機能部位
	 	○阿部晴臣，石川杏子，五島健一，川島久美子，岡田大蔵，加藤	均，三浦宏之（医歯大）
1-5-122	 補綴臨床における音質評価法の応用
	 	○阿座上遼子，山村	理，藤原	周（朝日大）
1-5-123	 義歯を装着している一般高齢者の認知機能と口腔内状況の相関
	 	○川西克弥，豊下祥史，越野	寿，小池智子，会田康史，佐々木みづほ，額	諭史，河野	舞，會田英紀，昆	

邦彦 *，芦田眞治 *，山口敏樹 *，寺澤秀朗 **（北医療大，* 東北北海道支部，** 東関東支部）
1-5-124	 シリコーンチェックバイト材を用いた咬合接触分析装置による咬合接触の信頼性
	 	○山内六男，三尾真人，福原隆久（朝日大）
1-5-125	 8027 達成者の咬合接触状態の観察 -Bite	Eye	BE-1 を用いて -
	 	○今井敦子，田中昌博 *（関西支部，* 大歯大）
1-5-126	 咀嚼時の下顎側方運動成分と顎頸筋活動の対応
	 	○石井智浩，成田紀之，神谷和伸，	河相安彦，遠藤博史 *（日大松戸，	*（独）産業技術総合研究所）
1-5-127	 ラグビーコンタクト時の頭部加速度に対する噛みしめの効果
	 	○武田友孝，長谷川	賢，小澤卓充，Noh	Kwantae*，門澤佑亮，川上良明，鈴木義弘，成松慶之郎，紺野

倫代，中島一憲，梶間孝樹，島田	淳，高山和比古，佐藤武司，関口千栄子，石上惠一（東歯大，*	Kyung	
Hee	University）

1-5-128	 噛みしめ時のマウスガードの効果に関する検討
	 	○若見昌信，成田紀之，石井智浩，神谷和伸，遠藤博史 *，齋藤美佳，會田雅啓（日大松戸，*（独）産業

技術総合研究所）
1-5-129	 24 時間無拘束咬筋筋電図測定を可能とした超小型データロガータイプウェアラブル筋電計
	 	○三上紗季 *，山口泰彦 *，**，渡辺一彦 **，岡田和樹 *，**，後藤田章人 *，菱川龍樹 **，斎藤未來 **（* 北

海道大学病院高次口腔医療センター，** 北海道大）
1-5-130	 実験動作に伴う自律神経活動の時系列変化と歯根膜感覚閾値との関連についての研究
	 	○沖	和広，平田敦俊，熊崎洋平，川上滋央，西川悟郎 *，皆木省吾（岡山大，* 岡山大学病院）
1-5-131	 義歯治療による咀嚼機能と認知機能の向上
	 	○神谷和伸，成田紀之，河相安彦，石井智浩（日大松戸）
1-5-132	 咬合接触検出システム Anabiter におけるシリコーン被膜厚さとしきい値に関する検討
	 	○松井孝介，宇野光乗，澤田季子，伊藤隆祥，足立憲正，由井景子，岡	俊男，倉知正和，石神	元（朝日大）
1-5-133	 全部床義歯の装着が自由摂食時の口腔・咽頭運動に与える影響
	 	○山本尚徳，古屋純一，玉田泰嗣，安藝紗織，原	淳，伊藤文子，道又	俊，織田展輔，近藤尚知（岩手医大）
1-5-134	 急性期病院における補綴治療の可能性～摂食・嚥下障害患者における舌接触補助床～
	 	○尾崎研一郎（足利赤十字病院）
1-5-135	 日中のバイオフィードバック訓練が夜間のブラキシズムに及ぼす抑制効果について
	 	○佐藤雅介，飯塚知明，渡邉	明，岩瀬直樹，猪野照夫，河合美貴子，藤澤政紀（明海大）
1-5-136	 口腔乾燥リスク因子となる嗜好飲料成分の探索	- 生物学的スクリーニングの試み -
	 	○今村	敦，近藤祐介，向坊太郎，城所愛美，森野美幸，正木千尋，中本哲自，細川隆司（九歯大）
1-5-137	 咀嚼機能障害者における咀嚼終末位の検討	- 健常有歯顎者との比較 -
	 	○山本司将，中村健太郎，林	徳俊，近藤康史，小島栄治 *，倉田	豊 **，冨澤	倫 ***，岡本直樹 ****，森山	毅

*****（東海支部，* 西関東支部，** 東関東支部，*** 東京支部，**** 九州支部，***** ㈱松風）
1-5-138	 咀嚼運動時における関節円板と下顎頭の動態観察 - 顎機能異常者について -
	 	○近藤康史，中村健太郎，林	徳俊，山本司将，小島栄治 *，倉田	豊 **，冨澤	倫 ***，岡本直樹 ****（東海支部，

* 西関東支部，** 東関東支部，*** 東京支部，**** 九州支部）
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1-5-139	 咬合の再構成時に有用な咬合分析法の提案	- 下顔面高に対する検討 { 第 2 報 }-
	 	○清水麻理子，堀田宏巳，片田英憲，山下秀一郎（東歯大）
1-5-140	 口蓋の被覆が自由摂食時の食物移送動態に与える時間的影響とその順化
	 	○佐藤友秀，古屋純一，中村俊介，松木康一，石塚華奈，佐々木	健，米澤	悠，野村太郎，近藤尚知（岩手

医大）

■教　　育
日-会場-演題
1-5-141	 三次元・多視点観察が可能な口腔顎顔面解剖アトラスの作製
	 	○大野充昭，園山	亘，大野（木村）彩，中島	隆，武田吉正，杉本朋貞，大塚愛二，窪木拓男（岡山大）
1-5-142	 歯科用ハンドピースの把持法に関する研究
	 	○池田和博，舞田健夫，疋田一洋，玉城	均 *，古川裕三 **，川上智史，平井敏博，内山洋一 ***（北医療大，

* 九州支部，** 東北・北海道支部，*** 北海道大）
1-5-143	 辺縁形成実習におけるシリコン模型の導入と学生の自己評価の検討
	 	○大久保舞，佐藤佑介，安藤一夫，田中慎二，小林章二，長田英治，水口俊介（医歯大）
1-5-144	 ハーバード大学との提携により新しい教育体制を導入した岩手医科大学歯学部の現状
	 	○野村太郎，伊藤茂樹，小林琢也，鬼原英道，古屋純一，近藤尚知（岩医大）
1-5-145	 支台歯形成イメージガイデッドシステムの開発	～硬組織変形モデルの構築～
	 	○井川知子，平林里大，平井真也，重田優子，安藤栄里子，小久保裕司，中村善治，小川	匠，鈴木薫之 *（鶴

見大，	* ㈱リーディー）

■症　　例
日-会場-演題
1-5-146	 改良型 Trayless	Impression	Technique	による下顎総義歯製作法
	 	○安東俊介 *，	**，河野稔広 *，槙原絵理 *，中村恵子 *，八木まゆみ *，有田正博 *，鱒見進一 *（* 九歯大，	**

九州支部）
1-5-147	 接着技法の応用によるオーラルリハビリテーション
	 	○梅田慈子，小林賢一，関田俊明，竹内周平，寺中	智（医歯大）
1-5-148	 内側性コーピングを用いた接着再稙法による漏斗状根管垂直歯根破折歯に対する補綴症例
	 	○竹内周平，小林賢一，関田俊明，梅田慈子，杉田龍士郎（医歯大）
1-5-149	 上顎側切歯先天性欠如をインターディシプリナリーアプローチにより再建した 1 症例
	 	○曽根峰世，	栗原美詠，	下川原	忍，	草野寿之，	頼近	繁，	池下久登，	荒野貴行，川上	寧，	竹島	浩，	嶋田	淳，	

岡本和彦，	大川周治（明海大）
1-5-150	 ARCUSdigma Ⅱを用いた咬合採得による臼歯部補綴治療の症例
	 	○冨澤	倫，中村健太郎 *，大津智宏，山本司将 *，高梨和弘 **，細川稔晃 **，H.	W.	Lang	**（東京支部，*

東海支部，** カボデンタルシステムズジャパン㈱）
1-5-151	 訪問診療において Trayless	Impression	Technique	による下顎総義歯製作を行った症例
	 	○安東俊介 *，**，河野稔広 *，槙原絵理 *，中村恵子 *，八木まゆみ *，有田正博 1，鱒見進一 *（* 九歯大，	

** 九州支部）
1-5-152	 審美修復治療の 11 年経過症例
	 	○添島正和（医療法人平和会	添島歯科クリニック，九州支部）
1-5-153	 メタルフレームを併用したナイロンデンチャー症例
	 	○伊藤誠康，石井智浩，末光弘宜，	飯島守雄，大久保昌和，	井上正安，義隆淑子，小出恭代，谷本安浩，河

相安彦（日大松戸）
1-5-154	 中等度認知症患者に行った飴を用いた口腔機能リハビリテーションの一症例
	 	○山脇加奈子，吉川峰加 *，津賀一弘 *，久保隆靖 *，田地	豪 *，赤川安正 *（医療法人ピーアイエーナカム

ラ病院，*	広島大）
1-5-155	 管楽器演奏用補助装置の製作と演奏の音響分析
	 	○服部麻里子，隅田由香，谷口	尚（医歯科）
1-5-156	 Trayless	Impression	Technique	と FlangeTechnique を併用した下顎総義歯製作法
	 	○安東俊介 *，**，堀	祥二 *，***，古橋会治 *，**，岡吉哲生 *，***，久保雅晴 *，**，安元和雄 *，**，和久田

一成 *，****，坂本文比古 *，**，小田展生 *，**，堀	孝良 *，**，鱒見進一 *（* 九歯大，	** 九州支部，*** 中国
四国支部，**** 東海支部）
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第 2 日目：5 月 19 日（日）［第 3 会場］
■ 9：10 ～ 9：40　一般口演：ニューロサイエンス 1

座長　小見山道（日大松戸）
日-会場-演題
2-3-1		 握力発揮時の咬合と顎頸部筋活動との関係
	 	○近藤大輔，猪子芳美，渡邉文彦（日歯大）
2-3-2		 咬合支持の回復による海馬の記憶関連遺伝子に関する分子生物的解析
	 	○飯田祥与，原	哲也，荒木大介，岡	森彦，伊志嶺（黒田）知沙，黒住明正，坂本隼一，宮﨑貴子，皆木省

吾（岡山大）
2-3-3		 口腔内刺激によって誘発された後頚部筋活動の変調
	 	○鳥巣哲朗，田中美保子，多田浩晃，中村康司，寺野元博 *，村田比呂司（長崎大，	* 医療法人唐虹会虹と

海のホスピタル）

日歯生涯研修事業用研修コード　2899

■ 9：40 ～ 10：10　一般口演：ニューロサイエンス 2
座長　猪子芳美（日歯大新潟）

日-会場-演題
2-3-4		 咬合異常感症における咀嚼時の前頭前皮質の活動性低下とその精神症状との関連
	 	○成田紀之，神谷和伸（日大松戸）
2-3-5		 全部床義歯の咬合高径の低下が頭皮上電位に及ぼす影響
	 	○松田梨沙，米山喜一，諸熊正和，大久保力廣（鶴見大）
2-3-6		 睡眠時無呼吸症候群の口腔内装置治療が高血圧と HbA1c に及ぼす影響
	 	○吉田和也（（独）国立病院機構京都医療センター）

日歯生涯研修事業用研修コード　2899

■ 10：10 ～ 10：50　一般口演：クラウンブリッジ
座長　武部　純（岩手医大）

日-会場-演題
2-3-7		 電気分極により表面電荷を制御した Y-TZP の細菌付着への影響
	 	○野崎浩佑，堀内尚紘，山下仁大，永井亜希子（医歯大）
2-3-8		 上部構造を生かす支台歯を求めて { 第 2 報 } 無菌根管治療の改良とその効果
	 	○山下	敦，近藤祐枝 *（中国・四国支部，	* 山下歯科医院）
2-3-9		 金属代替材料としてのグラスファイバー補強コンポジットレジンブリッジ治療の臨床調査
	 	○五味治徳，新谷明一，横山大一郎，黒田聡一，新谷明宏，波多野泰夫，新谷明喜（日歯大）
2-3-10	 新製法によるオールセラミッククラウン製作条件が適合に及ぼす影響
	 	○増田貴行，小正	裕，柿本和俊，井上太郎，髙橋一也（大歯大）

日歯生涯研修事業用研修コード　2607

■ 13：30 ～ 14：00　一般口演：インプラント 1
座長　中本哲自（九歯大）

日-会場-演題
2-3-11	 熱間等方圧加圧（HIP）処理ジルコニアの耐久性に及ぼす表面処理の影響
	 	○飯島俊彦，	小山	拓，	本間慎也，	矢島安朝（東歯大）
2-3-12	 咬合印象法がインプラント作業模型上の咬合接触再現性に与える影響
	 	○藤井隆晶，柏木宏介，佐藤正樹，土佐淳一，鳥井克典，久保大樹，田中昌博（大歯大）
2-3-13	 インプラント支台パーシャルオーバーデンチャーの荷重負担様相に関する生体力学的検討
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	 	○松舘芳樹，依田信裕，難波正英，小針啓司，小川	徹，佐々木啓一（東北大）

日歯生涯研修事業用研修コード　2609

■ 14：00 ～ 14： 30　一般口演：インプラント 2
座長　越智守生（北医大）

日-会場-演題
2-3-14	 磁性アタッチメントを使用した下顎インプラントオーバーデンチャーの一症例
	 	○岸本満雄（大分市開業，岸本歯科，九州支部）
2-3-15	 大臼歯部咬合支持の喪失歯列における主機能部位の決定要因について
	 	○笠原隼男，中塚佑介 *，山下秀一郎 **，三井智治 **，谷川雄一 **，黒岩昭弘（松歯大，* 関西支部，** 東歯

大）
2-3-16	 ジルコニア製インプラントドリルの生物学的評価に関する研究
	 	○秋葉陽介 *，**，江口香里 *，秋葉奈美 *，**，Juan	Marcelo	Rosales*，	野澤恩美 *，加来	賢 *，魚島勝美 *，

**（* 新潟大，	** 新潟大学医歯学総合病院）

日歯生涯研修事業用研修コード　2609

■ 14：30 ～ 15：00　一般口演：インプラント 3
座長　山内六男（朝日大）

日-会場-演題
2-3-17	 すれ違い咬合に対して、インプラントを併用して包括的治療を行った 3 年経過症例
	 	○寺﨑恵多朗　寺﨑歯科クリニック
2-3-18	 低出力超音波パルスが骨芽細胞様細胞の分化に及ぼす遺伝子発現の網羅的解析
	 	○山口大輔，竹内一夫，古田弘樹，吉田弦希，宮前	真，村上	弘，服部正巳（愛院大）
2-3-19	 インプラント周囲の CT 値・皮質骨の厚さと初期固定の相関：インプラントデザインの比較
	 	○帆鷲美織，磯田	桂，鮎川保則，築山能大，木原優文，今井	遊，十河基文 *，古谷野潔（九州大，* 大阪大）

日歯生涯研修事業用研修コード　2609

■ 15：00 ～ 15：20　一般口演：インプラント 4
座長　西村正宏（鹿児島大）

日-会場-演題
2-3-20	 静脈内鎮静法併用インプラント手術前後における自律神経機能および精神的ストレス評価
	 	○森野美幸，正木千尋，村上貴也，今村	敦，山崎	徹，中本哲自，細川隆司（九歯大）
2-3-21	 汎用アバットメントを応用した CAD/CAM による上部構造の製作
	 	○野林勝司，城戸寛史 *，岡安勇治，佐藤博信 *（NK デンタルクラフト，* 福歯大，** ㈱白鵬）

日歯生涯研修事業用研修コード　2609
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第 2 日目：5 月 19 日（日）［第 6 会場］
■専門医ケースプレゼンテーション

18 日　9：30 ～ 17：20，19 日　9：00 ～ 15：30　2 日間の掲示です .
（審査　19 日（日）　10：00 ～ 11：30）

10：00 ～ 10：30
日-会場-演題
2-6-1	 上顎無 2-6-1	すれ違い咬合に対してテレスコープ義歯とクラスプ義歯で補綴した症例
	 	○笛木賢治（医歯大）
2-6-2		 多数歯欠損症例に対し，オーバーデンチャーにて対応した一症例
	 	○多田紗弥夏（関西支部）
2-6-3		 咬耗による咬合違和感を咬合再構成で改善した症例
	 	○甲斐朝子（新潟大）

10：30 ～ 11：00
2-6-4		 残存歯の補綴前処置に苦慮したすれ違い咬合の一症例
	 	○山本司将（東海支部）
2-6-5		 低機能領域における咬合接触状態が舌痛症ならびに顎機能障害を誘発した症例
	 	○近藤康史（東海支部）
2-6-6		 クロスアーチブリッジによる咬合回復を行った症例
	 	○金澤	学（医歯大）

11：00 ～ 11：30
2-6-7		 咬合支持の回復と顎義歯の安定にインプラント補綴を用いた 1 症例
	 	○大東文和（九州大）
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■ランチョンセミナー１	 ５月 18 日（土）第２会場　12：30 ～ 13：10

マイクロスコープがもたらす歯科治療の変化
講師：北村知昭（九州歯科大学　口腔保存治療学分野）
共催：株式会社モリタ

日歯生涯研修事業用研修コード　3101

■ランチョンセミナー２	 ５月 18 日（土）第３会場　12：30 ～ 13：10

ジェネシオプラスを用いた抜歯即時埋入の臨床
講師：吉永　修（医療法人社団 徳治会 吉永歯科医院）
共催：株式会社ジーシー

日歯生涯研修事業用研修コード　2609

■ランチョンセミナー３	 ５月 18 日（土）第４会場　12：30 ～ 13：10

メタルフリー修復最前線
座長：安元和憲（株式会社トクヤマデンタル　学術営業部）
講師：三浦宏之（東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科　摂食機能保存学分野）
共催：株式会社トクヤマデンタル

日歯生涯研修事業用研修コード　3102

■ランチョンセミナー４	 ５月 19 日（日）第２会場　12：40 ～ 13：20

クラウンブリッジの新しい選択肢セルコン 冠
講師：小林　平（日本大学松戸歯学部　クラウンブリッジ補綴学講座）
共催：デンツプライ三金株式会社

日歯生涯研修事業用研修コード　3102

■ランチョンセミナー５	 ５月 19 日（日）第３会場　12：40 ～ 13：20

インプラント療法におけるCBCTの活用
講師：小宮山彌太郎（東京都支部）
共催：株式会社ヨシダ

日歯生涯研修事業用研修コード　2609

■ランチョンセミナー６	 ５月 19 日（日）第４会場　12：40 ～ 13：20

落第点をとらない総義歯治療～私の考える総義歯吸着のポイント～
座長：福田陽一（株式会社ニッシン）
講師：前畑　香（ナカエ歯科クリニック）
共催：株式会社ニッシン

日歯生涯研修事業用研修コード　2608
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■Main	theme

Prosthodontic	contribute	clinical	innovation	
-	Toward	to	new	stage	-

■ President's	Keynote	Lecture May 19 (Sun.)Room 1：Main Hall (3F)12:00 ～ 12:30

The	Promotion	of	Prosthetic	Dental	Practice	Contributing	 to	 the	Society	
-	At	 the	Turning	Point	of	 the	80th	Anniversary	of	 the	Founding	of	 Japan	
Prosthodontic	Society	-

Chairperson： Kiyoshi Koyano（Kyusyu University）
Speaker：  Hirofumi Yatani（Department of Fixed Prosthodontics Osaka University 

Graduate School of Dentistry）

■Special	Lecture	 May 19 (Sun.)Room 1：Main Hall (3F)11:00 ～ 12:00

Digital	workflow	in	reconstructive	dentistry
Chairperson：���Hironobu Sato（Department of Oral RehabilitationSection of Fixed Prosthodontics 

Fukuoka Dental College）
Speaker：  Jörg Rudolf Strub（Professor and Chairman Department of Prosthodontics
 University of Freiburg）

The	122nd	Annual	Meeting	of
Japan	Prosthodontic	Society,	the	80th	Anniversary
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■Educational	lecture	 May 18 (Sat.)Room 1：Main Hall (3F)13:20 ～ 14:50

Medical	statistics	for	successful	contribution	to	the	international	journals
Chairperson：  Hirofumi Yatani（Department of Fixed Prosthodontics Osaka University 

Graduate School of Dentistry）
Speaker：  Ayumi Shintani（Department of Biostatistics Vanderbilt University School of 

Medicine）

■Symposium	1	 May 18 (Sat.)Room 2：Multi-Purpose Hall (2F)13:20 ～ 15:20

What	do	community	and	elderly	require	from	prosthetic	dentistry	in	ultra-aging	?
Chairperson：  Kaoru Sakurai（Department of Removable Prosthodontics & Gerodontology, 

Tokyo Dental College）
  Tetsuo Ichikawa（Department of Oral & Maxillofacial Prosthodontics The 

University of Tokushima, Institute of Health Biosciences）
Speaker： Yasuyo Tanaka（Nursing home Kinosato）
  “Eating (Taking food in to our body by mouth) is to live a better life”
Speaker： Nobuya　Okawa（Okawa Dental Clinic）
  “The Ingestion is Very Important for the Quality of Life ―Oral Care and Oral 

Rehabilitation―”
Speaker：  Tetsuo Ichikawa（Department of Oral & Maxillofacial Prosthodontics The 

University of Tokushima, Institute of Health Biosciences）
  “Decision making for elderly requiring long-term care in prosthetic dentistry”
Speaker：  Yoshiyuki Hagiwara（1）Nihon University Scool of Dentistry, Department 

of Fixed Prosthodontics 2）Nihon University Scool of Dentistry, Dental 
Hospital,Implant Dentistry）

 “Dental Implant in Super-Aging Society”
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■Symposium	2	 May 19 (Sun.)Room 2：Multi-Purpose Hall (2F)9:00 ～ 10:50

Adhesive	reimplantation	treatment	of	a	vertically	fractured	root
Chairperson：  Hideo Matsumura（Department of Fixed Prosthodontics Nihon University School 

of Dentistry）
  Toru Sato（Department of Crown and Bridge Prosthodontics Tokyo Dental 

College）
Speaker：  Tsutomu Sugaya（Periodontology and Endodontology, Department of Oral 

Health Science, Graduate School of Dental Medicine, Hokkaido University）
  “Survey of vertical root fracture and theoretical background for bonding 

treatment”
Speaker： Nobuo Masaka（Nishi-Kanto Branch）
  “Adhesive reimplantation treatment of a vertically fractured root Diagnoses, 

clinical procedures, treatment results of vertically fractured roots”
Speaker：  Atsushi Mine（Department of Fixed Prosthodontics Osaka University Graduate 

School of Dentistry）
  “A systematic review of preventive measures against root fractures in 2013”
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■Symposium	3	 May 19 (Sun.)Room 2：Multi-Purpose Hall (2F)13:30 ～ 15:20

Would	Prosthodontic	Treatment	 be	Changed	 by	Tailor-made	Dentistry?	
-From	EBM	to	Individualized	Medicine-

Chairperson：  Katsumi Uoshima（Division of Bio-Prosthodontics, Niigata University Graduate 
School of Medical and Dental Sciences）

  Takuo Kuboki（Department of Oral Rehabilitation and Regenerative Medicine, 
Okayama University Graduate School of Medicine, Dentistry and Pharmaceutical 
Sciences）

Speaker：  Hiroki Nikawa（Department of Oral Biology & Engineering，Integrated Health 
Sciences，Institute of Biomedical and Health Sciences，Hiroshima University）

  “Microbiological tests for saliva and needs of microbiome analysis”
Speaker：  Kazuyoshi Baba（Department of Prosthodontics, School of Dentistry Showa 

University）
  “Tailor-made prosthetic dentistry - Association of genetic factor with sleep 

bruxism”
Speaker：  Shinsuke Ohba（Department of Bioengineering, Graduate School of Engineering, 

The University of Tokyo）
  “Transcriptional networks and epigenetics in osteoblasts and chondrocytes”
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■Clinical	Lecture	Series	1	 May 18 (Sat.)Room 1：Main Hall (3F)10:40 ～ 12:10

Digital	prosthodontics	that	has	come	a	long	way.	-	The	accuracy	and	future	-
Chairperson：  Hiroyuki Miura（Fixed Prosthodontics, Department of Restorative Sciences, 

Division of Oral Health Sciences, Graduate School, Tokyo Medical and Dental 
University）

  Yoshiharu Nakamura（Department of fixed Prosthodontics School of Dental 
Medicine, Tsurumi University）

Speaker：  Takumi OGAWA（Department of Fixed Prosthodontics, Tsurumi University of 
Dental Medicine）

 “Dental Clinical Application of CADCAM system”
Speaker：  Ryunosuke Kazama（Removable Partial Prosthodontics, Department of 

Masticatory Function Rehabilitation, Division of Oral Health Sciences, Graduate 
School, Tokyo Medical and Dental University）

 “Efficacy of digital impression in clinical dentistry”
Speaker： Kenji Kimura（Kyowa Dental Laboratory Co.,Ltd.）
 “The Transitional Period of CAD/CAM Dental Technology”
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■Clinical	Lecture	Series	2	 May 18 (Sat.)Room 1：Main Hall (3F)15:20 ～ 17:20

Prosthetic	planning	for	co-prosperity	of	implants	and	teeth
Chairperson：  Takashi Sawase（Department of Applied Prosthodontics, Graduate School of 

Biomedical Sciences, Nagasaki University）
  Masahiko Ozeki（Department of Implant Dentistry, Showa University School of 

Dentistry）
Speaker：  Yasuyuki Matsushita（Section of Removable Prosthodontics, Division of Oral 

Rehabilitation, Faculty of Dental Science, Kyushu University）
  “Section of Removable Prosthodontics, Division of Oral Rehabilitation, Faculty of 

Dental Science, Kyushu University”
Speaker：  Hirofumi Kido（Department of Oral Rehabilitation, Section of Oral Implantology 

Fukuoka Dental College）
  “Occlusal reconstruction in consideration of co-prosperity of implants and teeth”
Speaker：  Hideki Tanaka（Kyushu-Branch）
  “Implant and prosthetic concept of a new era in consideration of the performance 

of a natural tooth and life stages”
Speaker：  Takayuki Takeda（Tokyo Dental College / Tokyo Branch (Takeda Dental Clinic)）
 “What do you expect to implant treatment?”

プログラム02.indd   57 2013/05/02   10:16:36



― 58―

■Clinical	Lecture	Series	3	 May 19 (Sun.)Room 1：Main Hall (3F)9:00 ～ 10:50

Clinical	Evaluation	and	Risk	Analysis	for	Partially	Edentulous	Arch
Chairperson： Shuji Ohkawa（Meikai University School of Dentistry）
 Tateo Miyachi（Tokyo branch）
Speaker： Hisashi Suzuki（Tokyo branch）
  “ Oral appearance in the “occlusal force” － The aspects －”
Speaker：  Shogo Minagi（Department of Occlusal and Oral Functional Rehabilitation, 

Graduate School of Medicine, Dentistry and Pharmaceutical Sciences, Okayama 
University）

  “Estimation of force exerted to dental arch in daily life of patient”
Speaker：  Tatsuya Morimoto（Tokai Branch）
 “Effect of occlusal force on the crowding of lower teeth”
Speaker： Ryuichi Takaoka（Tokyo Branch）
  “Limit and possibility of prosthetic of missing teeth which considered occlusal 

force as risk factor”
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■Clinical	Lecture	Series	4	 May 19 (Sun.)Room 1：Main Hall (3F)13:30 ～ 15:30

Let's	aim	at	the	top	of	complete	denture	prosthodontics
Chairperson：  Shunsuke Minakuchi（Gerodontology and Oral Rehabilitation, Graduate School of 

Medical and Dental Sciences,　Tokyo Medical and Dental University）
  Keiichi Sasaki（Division of Advanced Prosthetic Dentistry, Tohoku University 

Graduate School of Dentistry）
Speaker：  Shunsuke Minakuchi（Gerodontology and Oral Rehabilitation, Graduate School of 

Medical and Dental Sciences,　Tokyo Medical and Dental University）
  “Review of dogma arguments and the newest knowledge about evaluation of 

denture quality”
Speaker：  Kaoru Koide（Department of Removable Prostodontics School of Life Dentistry 

at Niigata, The Nippon Dental University）
 “Verification of Occlusion for Complete Denture”
Speaker：  Jiro Abe（Division of Advanced Prosthetic Dentistry, Tohoku University 

Graduate School of Dentistry）
  “Important aspects in order to achieve the mandibular suction-effective complete 

denture”
Speaker： Akira Uehama（Higashi-kanto Branch）
 “About the denture space which determines a denture form”
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■Clinical	Skill-up	Seminar	 May 18 (Sat.)Room 1：Main Hall (3F)9:00 ～ 10:30

Occlusal	discomfort?	What	should	dentists	focus	on?
Chairperson：  Masanori Fujisawa（Division of Fixed Prosthodontics, Department of Restorative 

& Biomaterials Sciences, School of Dentistry, Meikai University）
  Shoichi Ishigaki（Department of Fixed Prosthodontics, Osaka University 

Graduate School of Dentistry）
Speaker：  Yoshizo Matsuka（Department of Fixed Prosthodontics, Institute of Health 

Biosciences, The University of Tokushima Graduate School）
  “Examination for occlusal discomfort syndrome”
Speaker：  Katsushi Tamaki（Department of Removable Prosthodontics, Oral & Maxillofacial 

Rehabilitation, Kanagawa Dental University）
 “Diagnosis and treatment policy for occlusal discomfort syndrome”
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■Committee	Seminar	1	 May 18 (Sat.)Room 2：Multi-Purpose Hall (2F)15:20 ～ 16:20

Present	condition	and	the	future	of	the	prosthodontic	specialist
Chairperson：  Shin-ichi Masumi（Division of Occlusion & Maxillofacial Reconstruction, Department 

of Oral Function, Kyushu Dental University）
  Fumiaki Kawano（Department of Oral Care and Clinical Education, The University 

of Tokushima Graduate School of Oral Sciences, Tokushima, Japan）
Speaker：  Yoshinobu Maeda（Department of Prosthodontics, Gerodontology and Oral 

Rehabilitation, Osaka University Graduate School of Dentistry）
  “What we should be as Prosthodontists? : From JPS Global Workshop Kyoto 2012 

statement”
Speaker：  Shin-ichi Masumi（Division of Occlusion & Maxillofacial Reconstruction, Department 

of Oral Function, Kyushu Dental University）
 “Review of the prosthodontic specialist system and future flow”
Speaker：  Hideki Aita（Department of Oral Rehabilitation, Occlusion and Removable 

Prosthodontics, School of Dentistry, Health Sciences University of Hokkaido）
  “Treatment Difficulty Indices help to standardize the Potential of Prosthodontic 

Specialists ”
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■Committee	Seminar	2	 May 19 (Sun.)Room 2：Multi-Purpose Hall (2F)11:00 ～ 12:00

Investigation	of	the	materials	used	instead	of	Ag-Pd-Au	alloy
Chairperson：  Kazuhiko Suese（School of Dental Technicians and Dental Hygienists Osaka 

Dental University）
  Chikahiro Ohkubo（Department of Removable Prosthodontics, Tsurumi 

University School of Dental Medicine）
Speaker：  Takashi Miyazaki（Division of Biomaterials and Engineering, Department of 

Conservative Dentistry, Showa University School of Dentistry）
  “Current status of Ag-Pd-Cu-Au alloys and future perspectives of alternative 

materials”
Speaker：  Akiyoshi Shinya（Nippon Dental University, School of Life Dentistry at Tokyo,　

Department of Crown and Bridge）
 “Esthetic fixed restoration with high-strength composite resins”
Speaker：  Chikahiro Ohkubo（Department of Removable Prosthodontics, Tsurumi 

University School of Dental Medicine）
 “Alternative materials for removable partial dentures”
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■Evening	Session	1	 May 18 (Sat.)Room 2：Multi-Purpose Hall (2F)16:40 ～ 17:40

Young	 Investigator’s	Challenge	 -for	 clinical	 breakthrough	and	 innovations-	
New	evolvement	of	biomaterial	and	bioengineering

Chairperson：  Atsuro Yokoyama（Department of Oral Functional Prosthodontics, Division 
of Oral Functional Science, Graduate School of Dental Medicine, Hokkaido 
University）

  Joji Okazaki（Department of Removable Prosthodontics and Occlusion, Osaka 
Dental University）

Speaker：  Masahiro Yamada（Department of Removable Prosthodontics & Gerodontology, 
Tokyo Dental College）

  “Multifunctionalization of biomaterials for bone regeneration using small molecule 
compound”

Speaker：  Yohei Jinno（Section of Implant and Rehabilitative Dentistry, Division of Oral 
Rehabilitation, Faculty of Dental Science, Kyushu University）

  “Development of the novel bone augmnentation technique and bone substitute 
materials -topical application of statin-”

Speaker：  Kazuya Doi（Advanced Prosthodontics Applied Life Sciences Institute
 of Biomedical & Health Sciences Hiroshima University）
  “Development of predictable biomaterial using hybridizing with existing 

technology”
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■Evening	Session	2	 May 18 (Sat.)Room 3：International Conference Room (5F)16:40 ～ 17:40

Young	 Investigator’s	Challenge	 -for	 clinical	 breakthrough	and	 innovations-	
Towards	Developments	of	New	Therapeutic	and	Examination	Methods

Chairperson：  Yamamori Takeo（Department of Prosthetic Dentistry, Ohu University  School of 
Dentistry）

  Hattori Yoshiisa（Division of Aging and Geriatric Dentistry, Tohoku University 
Graduate School of Dentistry）

Speaker：  Satoshi Yamaguchi（Division of Aging and Geriatric Dentistry, Tohoku 
University Graduate School of Dentistry）

  “Possibility of a new examination of stomatognathic function by using functional 
imaging ~3-dimensional analysis of masticatory activity by mfMRI~”

Speaker：  Megumi Watanabe（Oral and Maxillofacial Prosthodontics and Oral Implantology, 
The University of Tokushima）

  “Development of the new method of metal allergy testing”
Speaker：  Ikiru Atsuta（Section of Implant and Rehabilitative Dentistry, Division of Oral 

Rehabilitation, Faculty of Dental Science Kyushu University）
  “Mesenchymal stem cells application for improvement of peri-implant epithelial 

sealing”

■Round-table	discussion	 May 19 (Sun.)Room 3：International Conference Room (5F)8:00 ～ 9:00

Chairperson：  Yasuhiko Kawai（Department of Removable Prosthodontics Nihon University 
School of Dentistry at Matsudo）

  Kazunori Ikebe（Department of Prosthodontics, Gerodontology and Oral 
Rehabilitation Osaka University Graduate School of Dentistry）

Speaker：  Ayumi Shintani（Department of Biostatistics Vanderbilt University School of 
Medicine）

 “Q&A to learn medical statistics”
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■Public	Forum	 May 17 (Fri.)Invitation Fukuoka Bank Hall19:45 ～ 20:45

Chairperson：  Misao Kawara（Department of Oral Function and Rehabilitation, Nihon University 
School of Dentistry at Matsudo）

Speaker：  Hideo Kawahara（Kyushu Branch）
  “Bite and Chewing will prolong the elderly's healthy life. The soulful denture 

treatment”
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講演，シンポジウム，セミナー，リレーセッション，市民フォーラム

■ 理事長講演	 5 月 19 日（日）	 第 1会場	 12：00〜12：30

■ 特別講演	 5 月 19 日（日）	 第 1会場	 11：00〜12：00

■ 教育講演	 5 月 18 日（土）	 第 1会場	 13：20〜14：50

■ シンポジウム１	 5 月 18 日（土）	 第 2会場	 13：20〜15：20

■ シンポジウム２	 5 月 19 日（日）	 第 2会場	 9：00〜10：50

■ シンポジウム３	 5 月 19 日（日）	 第 2会場	 13：30〜15：20

■ 臨床リレーセッション１	 5 月 18 日（土）	 第 1会場	 10：40〜12：10

■ 臨床リレーセッション２	 5 月 18 日（土）	 第 1会場	 15：20〜17：20
　	（専門医研修会）

■ 臨床リレーセッション３	 5 月 19 日（日）	 第 1会場	 9：00〜10：50

■ 臨床リレーセッション４	 5 月 19 日（日）	 第 1会場	 13：30〜15：30
　	（専門医研修会）

■ 臨床スキルアップセミナー	 5 月 18 日（土）	 第 1会場	 9：00〜10：30

■ 委員会セミナー１	 5 月 18 日（土）	 第 2会場	 15：20〜16：20
　	（専門医研修会）

■ 委員会セミナー２	 5 月 19 日（日）	 第 2会場	 11：00〜12：00

■ イブニングセッション１	 5 月 18 日（土）	 第 2会場	 16：40〜17：40

■ イブニングセッション２	 5 月 18 日（土）	 第 3会場	 16：40〜17：40

■ ラウンドテーブル・ディスカッション

	 5 月 19 日（日）	 第 3会場	 8：00〜9：00

■ 市民フォーラム	 5 月 17 日（金）	 福岡銀行本店大ホール

19：45 〜20：45

■ ランチョンセミナー	 5 月 18 日（土）	 第 2・3・4会場	 12：30〜13：10

	 5 月 19 日（日）	 第 2・3・4会場	 12：40〜13：20
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　日本補綴歯科学会が創設されてから，今年で 80
周年を迎えるに至ったことは，誠に喜ばしく，その
ような節目の年に理事長に就任させていただくこと
はこの上ない光栄である．理事長講演では 80 周年
を節目として，今後学会がめざす方向やなすべき活
動を会員諸氏に明示し，所信表明としたいと考える．
　現在，社会構造や疾病構造の変化を背景に医療費
が増大し，国の医療費抑制策により歯科医療の経済
基盤は大打撃を受け，良質の歯科医療の提供が危う
くなっている状況にある．その中で，歯科を覆う閉
塞感を打破するために，日本補綴歯科学会は，より
質の高い学術情報の発信と健康増進に直結する活動
を通じて人々の健康な暮らしや豊かな人生にこれま
で以上に貢献しなければならない．
　歯科補綴学が人々の健康増進により貢献するため
には，狭い専門領域にとどまることなく，健康科学・
生活科学としての歯科補綴学に脱皮しなければなら
ない．そのような視点に立った施策を学会活動の基
本としたい．
　いまだに学会主導で行うべき仕事は多く残されて
いる．すなわち，学会主導の疫学研究の推進，それ
らの結果を基にした EBD に資する臨床エビデンス
の構築，臨床ガイドラインの作成と公開，学会主導
の大型研究予算の獲得などである．これらの学会活
動を通じて補綴歯科臨床が人々の健康にいかに役
立っているかを国民に明示するとともに，蓄積した
学術情報の臨床歯科医による利用を促し，補綴歯科
臨床全体のレベル向上に繋げたい．
　また，国際他学会との人的交流，国際的学術集会
の日本開催，JPR 誌の重要補綴関連雑誌への格上げ
などにより本学会の国際的役割を整備したい．加え
て，本学会がアジアにおける中心的役割を担えるよ
う留学生の受け皿づくりや留学基金創設などを通じ
てアジア諸国との交流を深めたいと考えている．

トピックス
●健康科学としての歯科補綴学
●補綴歯科臨床の発展
●学会の国際的役割の整備

理事長講演　President’s keynote Lecture

社会に貢献する補綴歯科臨床の推進
─80周年を節目として─

The Promotion of Prosthetic Dental Practice Contributing 
to the Society  - At the Turning Point of the 80th Anniversary of 
the Founding of Japan Prosthodontic Society –

座長
古谷野　潔
九州大学大学院歯学研究院
インプラント・義歯補綴学分野
Chairperson
Kiyoshi Koyano
Section of Implant and Rehabilitative Dentistry, 
Faculty of Dental Science, Kyushu University

矢谷博文
大阪大学大学院歯学研究科
顎口腔機能再建学講座
クラウンブリッジ補綴学分野
Hirofumi Yatani
Department of Fixed Prosthodontics
Osaka University Graduate School of Dentistr

理事長講演
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　デジタルデンティストリーの潮流に非常に早
く，従来行ってきた鋳造補綴修復から CAD ／
CAM を用いた補綴修復への転換だけでなく，
包括的な歯科・口腔医療の検査，診断，診療体
系の構築にも，デジタルデンティストリーは大
きく関わりを持つようになってきました．第
122 回の学術大会では「臨床のイノベーション
に貢献する補綴歯科－新たなライフステージに
向かって－」をメインテーマとしていますが，
歯科補綴におけるデジタルデンティストリーの
潮流，再生医療，超高齢社会への対応をここで
もう一度見つめ直しいくいい機会であろうと考
えています． 
　このような背景の中，インプラント補綴を含
む CAD ／ CAM を用いたデジタルデンティス
トリーは北ヨーロッパから発信されてきた経緯
があります．Strub 教授は CAD ／ CAM を用い
た補綴・インプラント治療におけるヨーロッパ
のみでなくワールドワイドで先駆的，指導的な
立場に立たれてこられた先生です．本講演では
インプラント治療を含む CAD ／ CAM を用い
た補綴治療の近未来についてお話をいただく予
定です．さらに，これらの治療法を踏まえたデ
ジタルデンティストリーの流れについても，近
況と未来につてもお話をいただける予定にして
います．また，多くの症例を通してオールセラ
ミック修復システムの適応症や分類などについ
ても，先生の考え方についてふれていただけも
のと思います．これらの情報は今後本学会員に
とって有益なものになるものと思いますので，
多くの会員の聴講をお待ちします．

トピックス
●デジタルデンティストリーの流れ
● CAD ／ CAM 補綴
●光学印象法

特別講演　Plenary Lecture

Digital workflow in 
reconstructive dentistry

座長
佐藤博信
福岡歯科大学咬合修復学講座
冠橋義歯学分野
Chairperson
Hironobu Sato
Department of Oral Rehabilitation
Section of Fixed Prosthodontics
Fukuoka Dental College

　Nowadays, the emergence of digital technologies 
is unavoidable in the contemporary dental 
practice. The application spectrum of such digital 
technologies covers all dental disciplines and varies 
between data acquisition, treatment planning 
and CAD/CAM techniques. In reconstructive 
dentistry, the ultimate goal of these technologies 
is to improve the quality and capabilities in 
examination, diagnosis and treatment of the dental 
patient. Compared to conventional methods, the 
implementation of digital workflow in the dental 
practice generally facilitates improved accuracy 
in data acquisition and assessment, superior 
efficacy in treatment planning and more controlled 
and faster manufacturing process. This in turn 
will result in a higher level of patient care and 
better satisfaction for both the patient and the 
dentist. The present technologies implemented 
in the digital workflow offer an outline for future 
developments, which will focus on expanding the 
range of application and reducing manufacturing 
fees. This presentation will provide an overview 
about digital workflow in reconstructive dentistry, 
discuss its possibilities and advantages and provide 
insights about future developments.

Lecture objectives:
-To be familiar with the digital workflow in 
reconstructive dentistry.
-To discuss about current possibil it ies and 
limitations of technologies implemented in digital 
workflow
-To learn about upcoming future developments 
that will be introduced to the digital workflow.

トピックス
● Digital Dentistry
● workflow
● intraoral scanner
● face scanner
● digital mounting
● guided surgery

Digital workflow in reconstructive dentistry
Joerg Rudolf Strub
Professor and Chair
Associate Dean for Clinical Affairs
Department of Prosthodontics
Albert-Ludwigs-University

特 別 講 演
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　臨床研究を行うに際しては，仮説を定め，研
究計画を立案し，結論を導くために正しい統計
学的検定を行う必要がある．収集したデータを
正当に評価するための妥当性・信頼性の高い研
究計画に加え，適切な被験者の選択ならびにサ
ンプルサイズの決定を含めた統計学的手法の良
否が，研究の質を左右する重要な要因である．
　今回ご講演いただく新谷　歩先生は，米国
Yale 大学で生物統計学の学位を取得され，現在
は米国 Vanderbilt 大学で多くの研究のデータ解
析に携わっておられる医療統計学の専門家であ
る．先生によれば，現在 NIH のほとんどすべて
のグラントが博士号をもつ統計専門家の参加が
義務付けており，特に最近では主要な国際学術
誌がこぞって統計専門家によるデータ解析を奨
励しているということである．さらに，ここ数
年，基礎と臨床をつなぐトランスレーショナル
リサーチが盛んになっているが，その研究者に
は医療統計の基礎知識が不可欠となっている．
本学会においても，過去数年にわたり統計学の
基礎から応用までセミナーを開催してきた．巷
には多くの専門書とソフトウェアが氾濫してい
る．しかし，いまだに多くの学会員の統計学に
対する苦手意識は強く，「今まで何冊も本を読ん
だけれど実際の使い方がわからない，使ってい
てもそれが正しいかどうか釈然としない」など
のご意見を伺うことは多い．
　そこで本教育講演では，査読する側の見方も
含め，「国際誌にアクセプトされる，リジェクト
されない」という実に pragmatic な観点で，医
療統計学の基本知識から，よく使われる方法，
陥りやすい誤用などについて解説していただき
ます．

教育講演　Educational lecture

国際誌にアクセプトされる医療統計
Medical statistics for being accepted
in the international journals

座長
矢谷博文
大阪大学大学院歯学研究科
顎口腔機能再建学講座
クラウンブリッジ補綴学分野
Chairperson
Hirofumi Yatani
Department of Fixed Prosthodontics
Osaka University Graduate School of Dentistry

　臨床研究，基礎研究を問わず，大切な研究結
果をいざ世に送りだそうという時，統計解析で
大変苦労した，査読者から解析が間違っている
と指摘を受けて途方に暮れたという経験を持つ
方は多いのではないでしょうか．近年多くの国
際ジャーナルでは統計専門家による査読が行わ
れ，統計を如何に適切に行うかが研究の質を決
めると言っても過言ではありません．
　本講演では，British Dental Journal の統計
チェックリストに沿って，研究者が陥りやすい
ポイントとその克服法について，数式を一切用
いず，基本からわかりやすく解説します．　研
究計画法に応じた統計テストの選び方，回帰分
析モデルの選び方，グラフの読み方・使い方，
ノンパラメトリック法とパラメトリック法との
違い，カプランマイヤー法，標準偏差と標準誤
差をいつどこで使うか， P 値と信頼区間はどう
違う，簡易ソフトを用いた症例数計算，リピー
トデータの解析，ボンフェロー二法など多重検
定の P 値補正法，オッズ比とリスク比の違いな
ど，実践に役立つ多数の統計ツール，コンセプ
トを紹介します．

トピックス
●研究計画法
●統計テストの選び方
●実践ツール

新谷　歩
ヴァンダービルト大学医学部医療統計学科
Medical statistics for successful contribution to 
the international journals
Ayumi Shintani
Department of Biostatistics
Vanderbilt University School of Medicine

教 育 講 演
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食べることはよく生きること
田中靖代
ナーシングホーム気の里
Eating （Taking food in to our body by mouth）
is to live a better life
Yasuyo Tanaka 　
Nursing home Kinosato 

　昔から病人が食べられるようになると快方に向
かったと喜び，逆に食べられなくなると病気が悪化
したと嘆くが，まさしく食べられるか否かは健康の
ターニングポイントであると言える．また，これま
で嚥下障害によって食べたいのに食べられなかった
患者が，摂食訓練によって食べられるようになると，
途端に生き生きして生活行動がどんどん拡大してい
くことをよく経験する．これをみても口から食べる
ことの意義は大きい．
　その意を充分にふまえ，当施設では脳血管障害の
後遺症や筋肉・神経疾患などによる摂食・嚥下障害
患者に対し，積極的に摂食訓練を行ってきた．その
展開は，加齢に伴う変化や病態，家庭的な背景等々
によって，画一的ではないが，複数のケアに潜む普
遍的な看護も多かった．そして，一つの課題が解決
できるとまた新たな課題と気づきが生まれるなど，
ライフステージにおける取り組みにはゴールがな
い．その学びと感動が，私たちのこだわりの看護に
なった．
　一方，近年，多職種によって構成される栄養サポー
トチーム（NST）や摂食・嚥下チーム活動には目覚
ましいものがある．とは言え，生活体をもつ人を対
象とする看護には，活動が患者の QOL に繋がって
いるとは言い難く，チーム連携システムが効果的に
機能するためには，職種間の理解と補完し合える協
力が必要であると思われる．
　そこで患者の暮らしを与る看護の立場から，当施
設での取り組みをご紹介し，職種間を超えた意見交
換を頂戴し，チーム員としての看護の役割について
再考したい．

シンポジウム１

シンポジウム１　Symposium 1

超高齢社会の中で社会，患者は何を求めているのか？
What do community and elderly require from prosthetic dentistry in ultra-aging ?

座長
櫻井　薫
東京歯科大学有床義歯補綴学講座
市川哲雄
徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
口腔顎顔面補綴学分野
Chairpersons
Kaoru Sakurai
Department of Removable Prosthodontics & 
Gerodontology, Tokyo Dental College
Tetsuo Ichikawa
Depa r tmen t  o f  O r a l  &  Max i l l o f a c i a l 
Prosthodontics
The University of Tokushima, Institute of 
Health Biosciences

　日本補綴歯科学会は，長い期間「咬合・咀嚼が創
る健康長寿」をメインテーマに学術活動を行い，先
の学術大会では総括といえるシンポジウムを持っ
た． こ れ は，Fries が 提 案 す る ”Compression of 
morbidity”の仮説のもとに，咬合，咀嚼の効果を
明らかにすることであろう．その一方，現実には要
介護という morbidity な高齢者は多く存在し，その
人たちへの補綴歯科治療やケアはどうあるべきかを
学会として取り組まなければならない．
　学会の求めるサイエンスが実証性や客観性を重視
するのに対し，ケアはむしろ対象の個別性や共感を
志向し，サイエンスとケアは対立する．しかし，現
在，サイエンスとしての医療が，ケアとしての医療・
介護と対峙し，再検討を余儀なくされる局面が生じ
ている．本学会も歯科補綴学の観点からこのサイエ
ンスとケアをどう調整すべきか真剣に検討すべき時
が来ている．
　高齢者の問題は，一つの領域のみで解決できるも
のはなく，医療・福祉・介護の現場では他職種連携
が，学術分野では学術コミュニティーの形成が求め
られる．そこで本シンポジウムでは，まずケアの現
場から田中，大川先生には，「超高齢社会の中で社会，
患者は歯科補綴学に何を求めているのか」の観点か
らエピソディックに話していただき，ケア最前線の
情報を共有し，我々の考える糸口を見つけたい．学
術の面からは，日本補綴歯科学会，日本老年歯科医
学会，日本口腔インプラント学会から高齢者歯科医
療の問題点を取り上げ，要介護の面から見た歯科補
綴学，補綴歯科医療を見つめ直す端緒になればと考
えている．

トピックス
●サイエンスとケア
●要介護高齢者の補綴歯科治療
●他職種連携と学術コミュニティー

トピックス
●「口から食べること」の意義
●多職種チーム連携における看護の役割
●生活行動と摂食行動
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口から食べるから元気になる
─口腔ケア・口腔リハビリ─
大川延也
大川歯科医院
The Ingestion is Very Important for the 
Quality of Life
―Oral Care  and  Oral Rehabilitation―
Nobuya　Okawa
Okawa Dental Clinic

要介護を踏まえた補綴歯科治療の臨床決断
市川哲雄
徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
口腔顎顔面補綴学分野
Decision making for elderly requiring long-
term care in prosthetic dentistry
Tetsuo Ichikawa
Depa r tmen t  o f  O r a l  &  Max i l l o f a c i a l 
Prosthodontics
The University of Tokushima, Institute of 
Health Biosciences

　われわれの診療室を訪れる患者さんは通常歩くこ
とが可能な全身的には健康な方々であるが，一方で
は在宅において，認知症や脳血管障害の後遺症等何
らかの「障害」をかかえながら生活をしている療養
者も多く存在する．そういう方々の QOL を考えた
時，最も大切なことは ｢口から食べること」である．
それは食べる意欲はすなわち生きる意欲へとつなが
るからである．実際在宅ケアの現場ではチームとし
て多職種が協働して支援にあたり生活をサポートす
る．そのチームの中で歯科医の役割は，まず老人の
死亡原因の１/3 とされる肺炎，特に誤嚥性肺炎を
予防するために，きれいなお口作り（口腔ケア）を
しなければならない．次に，安心，安全に口から食
べるためには噛める義歯（装具）を作り，口腔器を
整えることが必要である．しかし，食べられる装具
を作る上で，考えなければならないことは，健常者
と違い，それぞれの障害，特に麻痺や廃用を考慮に
いれた落ちない，浮かない，痛くない義歯でなけれ
ばならないことである．そして，噛める義歯を使い
こなすための口をつくるいわゆる口腔リハビリを行
い，麻痺や廃用に対するリハビリテーションを続け
ていかなければならない．さらに歯科医は患者さん
を毎日介護されている家族，多職種の方々に，生活
の中で実践していただけるよう口腔ケア，口腔リハ
ビリを指導していかねばならない．
　病院，医院の医療目的は疾患を治し社会復帰させ
ることにあり，対象は患者さんであり，疾患である．
これに対し，在宅医療の目的は生活復帰のための支
援であり，家族，多職種と協働して行うチーム医療
である．したがって，在宅訪問医は患者さんを診る
ことは当然であるが，その患者さんの周辺環境，す
なわち家庭，家族，介護環境を含め生活全体を見て
支援していかねばならない．

トピックス
●廃用
●口腔ケア・口腔リハビリ
●装具としての義歯
●生活支援の医療

トピックス
●臨床方針決定
●要介護高齢者の補綴歯科治療
●高齢者歯科治療のエビデンス

　今までの臨床方針決定（臨床決断）の原則は，
現在の病態を把握し，期待効用が患者にとって
最善になるような治療法を患者とともに選択す
ることである．高齢者の歯科治療においては，
基礎疾患の有無は重要な判断材料で，つまり，
この治療は現在の全身性の疾患から可能かどう
か，成功するかどうかの観点から論じられるこ
とが多い．たとえば，ビスフォスフォネート製
剤を服用しているが，インプラント治療の１次
手術が可能かどうかは大きな争点である．しか
し，今後は，寿命の延伸によって将来 BP 製剤
の服用の可能性をどのように評価して，歯の補
綴歯科治療を進めていくかも問題になる．8020
運動に代表されるように歯の保存は一義的に求
められることであるが，要介護になったときに
歯の保存の弊害，義歯への適応の難しさなどに
直面する．口腔ケアの重要性が叫ばれているが，
器質的，機能的口腔ケアが効果的に行えるよう
に補綴の面から口腔環境を整えることも重要で
ある．
　本講演では，要介護高齢者と高齢者の補綴治
療の現状，補綴歯科治療における臨床方針決定
の問題点，臨床方針決定のための現在のエビデ
ンスの状況を把握し，要介護を踏まえた補綴歯
科治療の臨床決断をどう考えるべきかを議論し
ていきたい．

シンポジウム１
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シンポジウム１

超高齢化社会におけるインプラント
萩原芳幸
日本大学歯学部歯科補綴学第Ⅲ講座 1）

付属歯科病院歯科インプラント科２）

Dental Implant in Super-Aging Society 
Yoshiyuki Hagiwara
１） Nihon University Scool of Dentistry, 

Department of Fixed Prosthodontics
２） Nihon University Scool of Dentistry,Dental 

Hospital,Implant Dentistry

　従来のインプラント治療は健康で通院可能な患者
を対象に行われてきた．しかし，近年の超高齢化や
様々な疾病に伴い，来院不可能あるいは要介護に
なった場合の対応については立ち遅れているのが現
状である．　　　
　今回，インプラント受療者の加齢や有病化を考え
るに当たり，北海道の老人保健施設を対象としたイ
ンプラント患者の実態や口腔ケアに関する調査結果
等をもとに，その現状や問題点を整理してみたい．
　アンケート結果では要介護者に対する口腔ケアの
重要性や具体的な方法等に関しては幅広く理解され
ており，その困難性に対する認識も十分なされてい
た．しかし，インプラントは一般の介護者（介護職
員，患者の家族等）には未知の分野で，「インプラ
ント」という言葉や高額治療であることは認識して
いても，具体的な治療術式や口腔内での状態に関し
ての知識はほとんど無かった．本アンケートを通し
て口腔ケアの実践のみならずインプラント治療（そ
の他の補綴装置も含む）に関する基礎知識を介護者
に対して幅広く教育する重要性が示唆された．
　一方，社会歯科学的な視点からは，高齢者の収入
減少・年金生活におけるインプラントメンテナンス
費用や補綴装置の修理・再製作費用の捻出も今後大
きな問題となる可能性がある．
　要介護高齢者に対する口腔ケアの重要性は高く認
識されている反面，その実践には様々な障害がある．
加えて，今後インプラントという新しいハードルが
立ちはだかることが予想される．それを回避するた
めにも，ライフサイクルを加味した多面的・長期的
な包括歯科治療・口腔ケアの実践が求められる．世
界に先駆けて超高齢社会を迎えているわが国こそ
が，この問題に「気づき」，「対応策を講じ」，「世界
に発信」することが重要だと考える．

トピックス
●歯科インプラント
●超高齢化社会
●介護施設
●口腔ケア
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シンポジウム２

垂直破折歯根の接着再植治療
Adhesive reimplantation treatment of a vertically fractured root

シンポジウム２　Symposium 2

垂直歯根破折の実態と接着治療の理論的背景
菅谷　勉
北海道大学　大学院歯学研究科
口腔健康科学講座　歯周・歯内療法学教室
Survey of vertical root fracture and theoretical 
background for bonding treatment
Tsutomu Sugaya
P e r i o d o n t o l o g y  a n d  End od o n t o l o g y , 
Department of Oral Health Science, Graduate 
School of Dental Medicine, Hokkaido University 

　垂直歯根破折による歯周組織の炎症は，根管や破
折間隙に増殖した細菌が主な原因であることが動物
実験により明らかとなった．さらに，イヌの歯根を
垂直破折し，破折間隙を接着して封鎖，病理組織学
的に治癒状態を評価した結果，破折間隙を封鎖した
レジンセメント上にセメント質が再生されることは
なかったが，歯周組織の炎症は消失した．これらの
結果から，垂直歯根破折の治療は，破折間隙の細菌
を除去して封鎖すること，さらに再破折を防止する
ことが基本と考えられる．
　一方，垂直歯根破折は歯頸部から根尖部に向かっ
て進む症例が多いと考えられているが，当教室で経
験した垂直歯根破折 274 歯では，歯頸部からの破折
と根尖部からの破折は同程度の頻度で生じていた．
また，歯頸部からの破折は近遠心方向と頬舌方向の
いずれにも破折していたが，根尖部からの破折は頬
舌方向の破折が圧倒的に多数を占めていた．このこ
とから，歯頸部から生じる破折と根尖部から生じる
破折はメカニズムが異なることが推察された．
　これまでに当科で接着治療を行った垂直歯根破折
231 症例を解析した結果，術前にプロービングデプ
スが深くなって骨吸収が生じていた症例では，５年
後の生存率が 6 割程度であったが，歯周組織の炎症
が軽度であれば８割を超えていた．また，歯頸部破
折でも根尖部破折でも，接着治療後の予後に大きな
差はなかった．接着治療後に再破折した歯は６％と
少なく，一旦破折した歯根でも接着によりある程度
の破折強度は得られているものと考えられた．
　垂直破折歯根を接着する治療法は，早期診断や治
療方法の選択基準，接着耐久性，歯周組織再生など
課題は多いが，一つの治療法としても良いのではな
いかと思われる．

座長
松村英雄
日本大学歯学部歯科補綴学第Ⅲ講座
佐藤　亨
東京歯科大学クラウンブリッジ補綴学講座
Chairpersons
Hideo Matsumura
Department of Fixed Prosthodontics
Nihon University School of Dentistry
Toru Sato
D e p a r t m e n t  o f  C r o w n  a n d  B r i d g e 
Prosthodontics
Tokyo Dental College

　接着材料と技術の進歩に伴い，歯質の接着，
補綴装置の装着，補修など，さまざまな分野に
接着技術が導入されている．歯根破折は歯の保
存が困難な症例の代表格であるが，接着材料の
応用により，歯の延命を図る試みがあり，広く
海外にも紹介されている．本シンポジウムにお
いては，当該分野のスペシャリストである北海
道大学の菅谷　勉先生，東京都の眞坂信夫先生，
大阪大学の峯　篤史先生をシンポジストとして
招聘した．
　当日は，象牙質接着材料を用いた破折歯根の
接着にスポットを当て，理論的背景，適応例の
見極めと選択，歯根の抜去から接着，再植に至
るまでの術式，術後の補綴処置，臨床成績など
について報告していただく予定である．
なお，今回のシンポジウムは日本接着歯学会と
本会（日本歯科医学会専門分科会２学会）の共
催企画として設定された．

トピックス
●接着歯学
●象牙質接着材料
●歯冠修復

トピックス
●垂直歯根破折
●炎症
●接着
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シンポジウム２

垂直破折歯根の診断，臨床術式，治療成績
眞坂信夫
西関東支部
Diagnoses, clinical procedures, treatment 
results of vertically fractured roots
Nobuo Masaka
Nishi-Kanto Branch

　臨床現場で歯根破折が増えている．2005 年の
8020 推進団体による永久歯抜歯原因調査では，歯
周病（42％），う蝕（32％）に次いで，破折（11％）
が３位となっている．しかし，この調査から８年経
過した現在はこの数値がさらに大きくなっているだ
ろう．垂直歯根破折はメタルのポストコア装着歯に
多く，それも装着後５年～ 10 年の長期経過後に発
症している．現時点でメタルポストの装着を止めた
としても，時間差でこれからまだまだ多くなること
が予測される．メタルポストの使用停止，治療法の
確立，定期検診での早期診断，歯科医療界を上げて
対応する必要がある．
　破折歯は炎症の進行が少ない初期の段階であれば
治療が容易である．したがって，早期診断・早期治
療のシステム構築が必要である．定期検診の中で垂
直破折の心配のある修復歯を予めリストアップし
て，プロービング診査を行うことである．
　次に治療法であるが，これは　①歯種　②破折形
態　③歯槽骨の破壊状態で大きく変わる．新鮮破折
における破折形態が単純で歯槽骨破壊の少ない症例
であれば術式的に容易である．一方，破折形態の複
雑な症例や，陳旧性破折で歯槽骨破壊の大きい症例
は難しく，高度の技量を必要とする．したがって，
保存術式を臨床導入する場合には，その治療法の選
択基準を明確にし，単純な症例から始めることが要
点となる．
　垂直破折歯の接着修復保存を始めて 30 年経過し
た．口腔内接着法から始まった破折歯保存は，口
腔外接着再植法，MSB パックの開発，回転再植法，
GTR 法の導入，経過不良時の破折部閉鎖フラップ手
術と破折部閉鎖再植治療の導入へと展開した．何よ
りも大学研究室の研究成果のお蔭で自信を持って臨
めるようになった．この３０年の経緯で展開した垂
直破折歯保存の診断，臨床術式，臨床成績について
報告する．

トピックス
●口腔内接着法と口腔外接着再植法
● 経過不良歯の破折部閉鎖フラップ手術法と破

折部閉鎖再植治療法
●定期健診での早期診断と早期治療

“2013 年における”歯根破折防止策の
文献的考察
峯　篤史
大阪大学大学院歯学研究科
クラウンブリッジ補綴学分野
A systematic review of preventive measures 
against root fractures in 2013
Atsushi Mine
Department of Fixed Prosthodontics
Osaka University Graduate School of Dentistry

　本シンポジウムのターゲットである歯根破折は，
抜歯の原因として，歯周病，う蝕に次いで３番目に
挙げられることが多い．この歯根破折の防止策とし
ては「歯質保存」，「適切な根管形成」，「適切な築造
材料の選択」など様々な要因が存在する．では，こ
れらの要因の重要度を比較するためのエビデンスは
どこまで蓄積されているのだろうか？
　さらに，支台築造における「良質な接着」も歯根
破折を防止するための重要なポイントとして挙げる
ことができる．接着歯学の研究は，歯冠部健全歯質
を用い，環境因子が整った理想的状態で行われるこ
とが多い．では支台築造処置の際，根管形成を行っ
たポスト孔象牙質への接着において留意するポイン
トは何であろうか？
　クラウンブリッジ補綴治療には功罪があり，「功」
としては機能・審美の回復・改善が挙げられ，「罪」
としては再治療を引き起こす原因を口腔内に残すこ
とが考えられる．この再治療の可能性を少しでも減
らすことができるのであれば，積極的にその方法を
適用すべきではないだろうか？
　現在，新しい材料が絶え間なく市販され，科学的
知見と空論がないまぜになった環境が私たちを取り
巻いている．このような中，考えることをせずに行
う機械的な処置は，一貫性のない治療結果をもたら
すと言っても過言ではない．そして悪い結果を招い
た治療の一部には「医原性」と評価せざるを得ない
ものが含まれていないだろうか？
　本講演では上記の疑問を解決すべく，歯根破折防
止策ならびにポスト孔象牙質接着についての最新の
文献に基づいた考察を行うとともに，それに付随す
る興味深い知見を紹介したい．そして，「接着歯学」
と「医原性疾患」をキーワードに“2013 年における” 
歯根破折防止策について吟味したい．

トピックス
●歯根破折予防
●接着歯学
●歯科医原性疾患学
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口腔内微生物検査と
Microbiome 解析の必要性
二川浩樹
広島大学大学院　医歯薬保健学研究院
統合健康科学部門　口腔生物工学分野
Microbiological tests for saliva and needs of 
microbiome analysis
Hiroki Nikawa
Department of Oral Biology & Engineering，
Integrated Health Sciences，Institute of 
Biomedical and Health Sciences，Hiroshima 
University

　口腔内（唾液）微生物検査に関しては現在
まで多くのキットが市販されている．ほとん
どはカリエスリスクに関連したものであり，
Sterptococcus mutans，ミュータンスレンサ球
菌，乳酸菌を検出するものであり，歯周病リス
クに関しては歯周病菌の酵素を検出するものや
ホスト側の因子になるが潜血を検査するものが
ある．これらは一様に病原微生物にターゲット
を絞ったものである．この一方で，2000 年頃よ
り生物学的プラークコントロールとして，プロ
バイオティクスの口腔内への応用が行われ，常
在微生物叢へのアプローチを行うことでカリエ
スや歯周病のリスクを軽減しようとする研究も
多く報告されるようになっている．このよう
に常在微生物叢のあり方は非常に重要であり，
2010 年には Human Microbiome Project の研究
報告が行われた（Nature，Jun 13;486（7402）：
207-14，2012）．今後，横断的ではなく経年的な
口腔における Microbiobe 解析は必須であり，そ
れとともにホスト側の因子については Genome
解析，Epigenome 解析が必要であると考えてい
る．さらに腸内微生物叢についての Microbiobe
解析もホストの免疫の賦活化という観点から同
時に行っていく必要性があると考えている．

座長
魚島勝美
新潟大学大学院医歯学総合研究科
生体歯科補綴学分野
窪木拓男
岡山大学大学院医歯薬学総合研究科
インプラント再生補綴学分野）
Chairpersons
Katsumi Uoshima
Divis ion of Bio-Prosthodontics ,  Ni igata 
University Graduate School of Medical and 
Dental Sciences
Takuo Kuboki
Department of Oral Rehabi l i tat ion and 
Regenerative Medicine, Okayama University 
Graduate School of Medicine, Dentistry and 
Pharmaceutical Sciences

抄録
 ヒト全ゲノムの解析完了からおよそ 10 年が経過し，今
や個人のゲノムがわずか十数万円のコストで解析でき
る．今後はこれら個々の生物学的情報を利用してあらゆ
る疾患の治療方法が開発される可能性がある．一方，歯
科医療の立場では，患者個々の口腔内がすべて異なって
いることから，特に補綴治療はそのすべてが個別化医療
と言えるのかもしれない．しかしながら，齲蝕，歯周病，
歯の欠損のリスク，骨の反応，ブラキシズム，口腔微生
物叢などに対しては，個々の生物学的情報を考慮に入れ
て治療戦略をたてるべきステージに来ているとも考えら
れる．本シンポジウムでは，どのような生物学的検査が
どのように治療に反映できる可能性があるのかを，先進
的な研究，治療の試みを通して 3 名の先生にご講演いた
だくとともに，本分野の研究に関する可能性と方向性を
議論したい．
　広島大学の二川浩樹先生には，常在微生物叢へのアプ
ローチを行うことでカリエスや歯周病のリスクを軽減し
ようとする生物学的プラークコントロールについてご講
演いただく．更に，その根拠となり得る Microbiobe 解
析の今後の展開を，ホスト側の因子に対するアプローチ
も含めてお話しいただく予定である．昭和大学の馬場一
美先生には，睡眠時ブラキシズムに関連している可能性
がある遺伝子多型に関する研究成果についてご講演いた
だく．これによる今後のブラキシズムに対する補綴的対
応の個別化についてもお話しいただきたいと考えてい
る．東京大学の大庭伸介先生には，細胞の骨軟骨運命決
定機構について，エピジェネティックな制御機構を中心
にご講演いただく．遺伝子転写と形質発現の関係をゲノ
ムワイドに検索することで，骨軟骨に関する個別化医療
の可能性をお話しいただく予定である．

シンポジウム３

シンポジウム３　Symposium 3

個別化医療で補綴歯科治療は変わるか：EBMから個別化医療へ
Would Prosthodontic Treatment be Changed by Tailor-made Dentistry?

-From EBM to Individualized Medicine-

トピックス
●補綴歯科治療
●遺伝子情報
●個別化医療

トピックス
●口腔（唾液）微生物検査
●口腔常在微生物叢
●マイクロバイオーム
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シンポジウム３

補綴歯科領域における個別化医療
─睡眠時ブラキシズムの遺伝子多型研究
馬場一美
昭和大学歯科補綴学教室
Tailor-made prosthetic dentistry - Association 
of genetic factor with sleep bruxism
Kazuyoshi Baba
Department of Prosthodontics, School of 
Dentistry
Showa University

骨芽細胞と軟骨細胞における
転写ネットワークとエピジェネティクス
大庭伸介
東京大学 大学院工学系研究科
バイオエンジニアリング専攻
Transcriptional networks and epigenetics in 
osteoblasts and chondrocytes
Shinsuke Ohba
Department of Bioengineering, Graduate School 
of Engineering, The University of Tokyo

　睡眠時ブラキシズムは睡眠中に行われる
Grinding と Clenching の総称で，咀嚼筋活動を
主体とした非機能的運動である．ブラキシズム
には覚醒時の最大咬合力を超える程大きい力を
伴うものや数分間にもわたって持続するものが
あり，顎口腔系に破壊的に作用する可能性があ
る．特に補綴臨床においては，ポーセレンの破
折，歯根破折，インプラントの脱落など，ブラ
キシズム関連のトラブルには枚挙にいとまがな
い．高度な知識と技術を駆使して渾身の治療を
行っても，ブラキシズムの評価を誤ると不幸な
結果を招くことになる． 
　睡眠時ブラキシズムの測定は睡眠ポリグラフ
を用いて正確に行うことができるが，経済的・
時間的制約から歯科臨床で用いられることは希
であり，臨床的には問診や咬耗の検査により間
接的にブラキシズムの診断が行われる．しかし，
これらの臨床的所見が必ずしも実際のブラキシ
ズムレベルを反映しているわけではない．また，
ブラキシズムレベルの日間変動を鑑みると，睡
眠ポリグラフ測定で得られたデータの解釈には
注意を要する．
　ヒトにおける遺伝子個人差の研究では，遺伝
子多型を解析して，病気に対する感受性や薬物
への応答を調べ，その人にあった副作用の少な
い薬を投薬するようなオーダーメイド医療の有
用性が示されている．睡眠時ブラキシズムにつ
いても特定の遺伝子多型との関連が見つかれば，
これらの情報を基に補綴歯科治療オプションを
個別に設定できる可能性がある．以上の背景か
ら，演者等は，睡眠時ブラキシズムに関連する
遺伝子多型について検討を行ってきた．講演で
は，これらの研究成果を中心として，睡眠時ブ
ラキシズム研究の将来展望について解説する．

トピックス
●睡眠時ブラキシズム
●遺伝子多型
●発症因子

トピックス
●骨格系
●転写ネットワーク
●ゲノムワイド解析

　骨と軟骨をつくる骨芽細胞と軟骨細胞は共通
の前駆細胞から発生し，各系統への運命決定と
分化カスケードにより作られると考えられる．
これまでに，この一連の過程のマスター制御因
子群が明らかにされてきた．転写因子 Sox9 陽
性の骨格系前駆細胞は，ヘッジホッグ（Hh）シ
グナルの入力により転写因子 Runx2 陽性の骨芽
前駆細胞へと分化する．一方，Hh 刺激を受けな
い細胞は軟骨細胞となる運命を選択すると考え
られる．骨芽細胞分化の中期から後期において
は，転写因子 Runx2，転写因子 osterix（Osx），
Wnt/ β -catenin 経路が必須の因子であり，軟
骨細胞においては転写因子 Sox9 がマスター制
御因子としてはたらく．
　転写因子が規定するものは遺伝子の発現量で
あり，発現のオン・オフを制御するのはエピジェ
ネティクスであるとも理解できる．エピジェネ
ティクス制御の中心であるヒストンの修飾状態
と遺伝子発現の関係は，クロマチン免疫沈降シー
ケンス法（ChIP-seq）により近年急速に明らか
にされつつある．
　演者はこれまでに，Hh シグナルが骨芽細胞
分化を制御するメカニズム，特に骨軟骨運命決
定機構に関して報告してきた．現在は，転写ネッ
トワークとエピジェネティクスの観点から幹細
胞及び骨芽細胞・軟骨細胞の理解を深めるべく，
ChIP-seq と遺伝子発現プロファイリングを活用
することで，転写因子群とヒストン修飾因子の
ゲノムワイドな位置情報と機能（遺伝子転写）
に対する統合的な解析を進めている．
　本シンポジウムでは，これらの研究成果を紹
介しながら，骨芽細胞と軟骨細胞の分化機構を
ゲノムワイドに理解することがいかにして医療
に結び付くか，そして個別化医療へどのように
貢献できるかという点について議論させて頂け
ればと考えている．
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臨床リレーセッション 1

臨床リレーセッション 1　Clinical Lecture Series 1

ここまで来たデジタル補綴	─その精度と将来─
Digital prosthodontics that has come a long way. 

- The accuracy and future -

座長
三浦宏之
東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科
摂食機能保存学
中村善治
鶴見大学歯学部クラウンブリッジ補綴学講座
Chairpersons
Hiroyuki Miura
F ixed  Pros thodont i c s ,  Depar tment  o f 
Restorative Sciences, Division of Oral Health 
Sciences, Graduate School, Tokyo Medical and 
Dental University
Yoshiharu Nakamura
Department of fixed Prosthodontics School of 
Dental Medicine, Tsurumi University

　デジタル技術は様々な分野に普及しており，この流れ
は歯科補綴学においても新たな一分野を築くまでに至っ
ている．患者に対しては診断から手術支援まで安全かつ
侵襲の少ない医療を提供し，またコミュニケーション
ツールとしても幅広く浸透している．補綴学会では過去
2 度にわたりデジタルデンティストリーをテーマにシン
ポジウムを行ってきた．今回はその後，デジタル技術で
どこまでできるようになったのか，またその将来的展望
について日本歯科 CAD/CAM 学会，日本歯科技工学会
との共催で議論を行う．
はじめに小川先生には 3 次元的な生体の下顎運動情報や
形態情報を同一座標上で統合した仮想空間技術と実空間
で行われているラボ技術を融合した CAD/CAM 補綴の
現状について，基礎的研究から補綴臨床応用についてご
講演頂く．
　引き続き風間先生には現在主流のデジタルインプレッ
ションの概要についてご講演頂く．形成限界が歯肉縁下
の場合，スキャンはどこまで可能か．デジタルインプレッ
ションの精度と限界，手ぶれの影響について，義歯への
応用 (Rapid Prototyping) について，さらにフルバージョ
ン方式，センター加工方式，オープン方式のシステム間
におけるデーターの共有とその際の精度についてもご講
演いただく．
　木村先生には CAD/CAM 歯科技工のポイントと精度，
使用材料の変遷と現在における精度の限界についてご講
演いただく．また CAD/CAM システムのフルバージョ
ン方式，センター加工方式，オープン方式の 3 システム
で行われているが，技工のオーダーがどのようにな流通
の仕組みになっているかについても触れていただく．
　各先生方には現在の問題点と将来的展望についても述
べていただき，デジタルデンティストリーの補綴学的方
向性を見い出したい．

Virtal	Reality 技術と
CADCAM補綴の臨床応用
小川　匠
鶴見大学歯学部クラウンブリッジ補綴学講座
Dental Clinical Application of CADCAM 
system
Takumi OGAWA
Department of Fixed Prosthodontics, Tsurumi 
University of Dental Medicine

　3 次元的な下顎運動情報の計測は，すでに日常臨床に
おいて顎機能診断の側面で応用されており，健常者のみ
ならず顎機能障害患者の運動生理学的，顎機能診断への
意義は大きい．また近年，歯科の一般臨床に広く応用さ
れるようになった CADCAM 技術は，本来，一般工業界
における単一品目の大量生産用に応用されてきたが，歯
科界では，他種目単一生産を目的として，新材料，特に
ジルコニアをはじめとした開発に貢献している．さらに，
インプラント治療の増加などを背景に，一般歯科診療に
コーンビーム CT が導入されるようになり，顎口腔領域
の 3 次元形態情報の入手が容易になっている．
　これらの医用工学の進歩は，顎顔面頭蓋から一歯の情
報，加えて，運動情報までもが仮想空間上で表現される
時代を導いたといっても過言ではないだろう．しかし現
在，これらの 3 次元情報は個々に存在した情報として，
活用範囲に応じた用途に留まり，各情報の統合応用には
至っていない．同一座標系での個々の情報統合，そして
その臨床活用への模索は，一患者単位での形態と機能の
定量的評価を可能にし，診断から治療，強いてはデジタ
ルデンティストリーの構築へと繋がっていくだろう．
　今回は，工業界で用いられている 3 次元形態測定装置
に加え，下顎運動測定装置，CAD ソフト，CAM 装置を
応用した，機能咬合面形態を付与した CADCAM クラウ
ンの製作に関する基礎的研究から臨床応用について解説
させて頂く．
具体的には，CT 情報では不十分である歯冠形態情報に
ついて，CT データセットと歯列情報を統合することで
精度向上を図り，さらに生体の下顎運動情報を統合する．
この形態運動情報を利用し，CAD ソフト上で歯冠修復
装置を製作，CAM 装置にて加工していくシステム構築
の流れについて紹介する．

トピックス
●デジタルデンティストリー
●光学印象
● CAD/CAM

トピックス
●デジタルデンティストリー
● CADCAM
●バーチャル咬合器
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臨床リレーセッション 1

デジタルインプレッションの臨床的有効性
風間龍之輔
東京医科歯科大学大学院
医歯学総合研究科部分床義歯補綴学分野
Efficacy of digital impression in clinical 
dentistry
Ryunosuke Kazama
Removable Partial Prosthodontics, Department 
of Masticatory Function Rehabilitation, Division 
of Oral Health Sciences, Graduate School, 
Tokyo Medical and Dental University

　これまで多くの歯科用 CAD/CAM システムで
は，従来の間接法による石膏模型のレーザースキャ
ニングによる支台歯の形状計測を採用してきた．し
かし近年，口腔内スキャナーによるデジタルインプ
レッションシステムが，既存の枠組みを超える新し
い CAD/CAM 応用法として注目されている．口腔
内スキャナーによるデジタルインプレッションの歴
史は古く，1970 年代にフランスの Duret により提
唱，研究され，1980 年代にスイスの Mörmann らに
より歯冠修復分野へ臨床応用が開始された．これま
で限定的なシステムにおいてのみ臨床使用されてき
た本法であるが，最近では多くのシステムが口腔内
スキャナーの導入を開始している．口腔内における
支台歯の光学的形状計測では，これまでの技工物製
作では成し得ない様々な可能性を秘めている．現在
実現されている代表的なシステムでは，CAD/CAM
による即日歯冠修復が挙げられる．本応用法では即
日に修復治療を完了可能なため，形成した窩洞には
仮封が不要で，汚染の無い歯面に対して効果的な接
着を図り，残存歯質を可及的に保存した修復が可能
である．また，患者にとっては複数回の通院が不要
であり，従来の練成印象材を使用しない等，負担が
少ない利点を特徴とする．加えて近年では，CBCT
と連携したインプラント治療の診査，診断，手術計
画，サージカルステントのオーダーから上部構造の
製作まで，一元管理された応用法が確立されている．
今後の展開として，Rapid Prototyping 技術を応用
したデジタル模型製作による従来の印象材，歯型材
を排除尾したクリーンな技工環境の実現と，デジタ
ル技工発注などが期待されている．本講演では臨床
応用されている各種オーラルスキャナーの概要を説
明し，特にその臨床応用における実際的なポイント
をまとめてみたい．

トピックス
●デジタルインプレッション
●口腔内スキャナー
●直接法

変遷期にさしかかったCAD/CAM歯科技工
木村健二
協和デンタル・ラボラトリー
The Transitional Period of CAD/CAM Dental 
Technology
Kenji Kimura
Kyowa Dental Laboratory Co.,Ltd.

　CAD/CAM は，センター方式に用いられる大量
生産用大型機器，技工所向けの汎用機器，医院向け
の簡便機器というように，特徴を明確にして進化を
遂げてきた．CAD/CAM システムの多くは，切削
によるものが主流であるが，3 次元設計データを基
にレーザーで一層ずつ素材を硬化させて積層造形さ
せる 3D プリンタ技術，金属粉黛をレーザーで造形
するレーザーメルティング技術など，様々な加工法
が歯科分野に対応し始めた．
　加工可能な素材も増え，主流であったジルコニ
ア，チタン，二ケイ酸ガラスリチウムの他，コバル
トクロム，PMMA，ワックス，PEKK（polyether 
ketone ketone）等，素材選択の幅が大きく拡がった．
　CAD/CAM の発展は，患者に多くの利益をもた
らす可能性が高い．生体親和性の高い新素材を加工
し，長期的安定が得られる補綴物設計が行えるよう
になり，補綴物の良好な予後が期待できると考えら
れる．
　CAD/CAM により製作したフレームは，作業模
型に対して非常に高い適合精度が実現できる．口腔
内に誤差無く装着するためには，作業模型が重要で
ある．近い将来，口腔内カメラの性能向上に伴い，
精度の高い作業模型が CAD/CAM を用いて製作で
きる日が来ると予想される．或いは，口腔内で撮影
されたデータから直接補綴物を製作できる日も遠く
はないであろう．しかし，現時点で高い精度の補綴
物を患者に提供するためには，模型製作法が全ての
鍵を握ると思われる．
　歯科産業のデジタル化はとても速いスピードで私
達の概念を変えてきた．そしてこれから先も変化の
連続が予想される．しかし，歯科産業の構造がどん
なに変化しようとも，患者の健康を第一に考えるこ
とを忘れてはならない．

トピックス
● CAD/CAM
●補綴素材
●模型製作
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臨床リレーセッション２

臨床リレーセッション２　Clinical Lecture Series 2

インプラントと天然歯の共存を考える補綴治療計画
Prosthetic planning for co-prosperity of implants and teeth

座長
澤瀬　隆
長崎大学大学院医歯薬学総合研究科
口腔インプラント学分野
尾関雅彦
昭和大学歯学部インプラント歯科学
Chairpersons
Takashi Sawase
Department of Applied Prosthodontics , 
Graduate School of Biomedical Sciences, 
Nagasaki University
Masahiko Ozeki
Department of Implant Dentistry, Showa 
University School of Dentistry

　最も治療効果が高いこと，そして生理学的に
も生体力学的にも全く異なる天然歯との共存の
危惧を回避するために，オッセオインテグレー
テッドインプラントは無歯顎への適用から始
まったといわれています．無歯顎における良好
な治療成績を受け，特に近年は天然歯喪失数の
減少から，部分無歯顎や単独歯欠損症例への適
用が増加しています．そのような中，適切な補
綴治療計画のためには，長期に機能するイン
プラントとある意味脆弱な天然歯をいかに共
存させるかが重要です． Zarb G らはインプラ
ントの longevity に関して Healing Adaptation 
Theory を提唱しています．インプラントがオッ
セオインテグレーションを達成する “Healing”
については確実性を増した今，インプラントと
天然歯混在した口腔の長期的な安定のためには，
インプラントと生体との“Adaptation”が鍵と
なります．本セッションでは，口腔内で共存す
るインプラントと天然歯の Adaptation につい
て，それらの生物学的， 力学的相違に基づいた
上で調和を図り，かつ個々の患者のライフステー
ジに合わせた治療計画をいかに立案・実践する
か，そして長期的に良好な予後をもたらすため
の効果的な補綴的介入について考察したいと思
います．

インプラントと天然歯の共存を
研究的観点から考える
松下恭之
九州大学大学院歯学研究院口腔機能修復学講座
口腔生体機能工学
Biomechanical consideration for coexistence of 
Implant and natural teeth
Yasuyuki Matsushita 
Section of Removable Prosthodontics, Division 
of Oral Rehabilitation, Faculty of Dental 
Science, Kyushu University

　大学の補綴科で長くインプラント治療にたずさ
わってきて，以前はブレードや骨膜下インプラント
のトラブル症例への相談が多かったのが，近年では
スレッドインプラントが主流となり，とりわけイン
プラント自体はきちんと骨内に埋入されているが，
上部構造がうまく行かずに転医してくる患者が増加
しているように感じている．インプラントと天然歯
の共存を考えるにあたり，補綴装置の損傷という観
点から考えてみたい．
　工業製品は使用期間によってその故障率に変化が
見られることが知られている．初期には製作工程中
に含まれる欠陥等により故障率が高く，使用開始と
ともに劣化，故障してしまう時期とされる．不良品
はこの時期に除外されてしまうため，故障は減少し
ていき，安定した時期を迎える．しかし，その時期
を過ぎると，部品の摩耗や劣化が蓄積してきて故障
が増加する．使用期間を横軸に，故障率を縦軸にプ
ロットした曲線の形状がバスタブのようにみえるこ
とから，バスタブ曲線と呼ばれる．Goodacre CJ ら
はその長大なレビューでインプラント補綴のトラブ
ルを紹介しているが，この曲線にそれらをあてはめ
るとすれば，初期故障にあたるものには，スクリュー
の緩み，スクリューの破折，前装材のチッピングな
どがあげられる．晩期のものでは，上部構造の破折，
インプラント破折，摩耗などがあげられよう．
　 い ず れ も 力 が 起 因 し て お り，Renouard F & 
Rangert B はこれらのトラブルを引き起こす要因を
生体力学的リスク因子とよんでいる．臨床例と教室
でおこなっている研究および文献検索をもとに，天
然歯とインプラントへの損傷を回避し，両者が共存
する上部構造および補綴治療計画について考察を加
えたいと考えている．

トピックス
●生体力学的リスク因子
●ミスフィット
●摩耗
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臨床リレーセッション２

インプラントと天然歯の共存を考慮した
咬合再構成
城戸寛史
福岡歯科大学咬合修復学講座口腔
インプラント学分野
Occlusal reconstruction in consideration of co-
prosperity of implants and teeth
Hirofumi Kido
Department of Oral Rehabilitation, Section of 
Oral Implantology
Fukuoka Dental College

　インプラント治療の普及によって歯の欠損に
対する効果的な機能回復が行われるようになっ
ただけでなく，咬合支持域の拡大によって残存
歯の負担が軽減し，欠損の拡大を予防する効果
が期待される．一般的にインプラントの粘膜貫
通部は天然歯のような線維性組織による強い封
鎖ではないので様々な起炎物質の侵入を防ぐこ
とが困難であり，容易にインプラント周囲炎に
罹患してしまうと考えられてきた．また，咬合
力に対する緩衝能がないため応力の集中によっ
て支持骨が吸収することも長期経過に影響をお
よぼす因子として懸念されてきた．しかし，臨
床における長期症例では，様々な不利な条件が
あるにもかかわらずインプラントが長期的に残
存し，機能的に優れていると思われる天然残存
歯が様々な要因によって抜歯になってしまうこ
とがある．インプラント治療後に新たに歯の欠
損が拡大した場合は，インプラントの追加埋入
による治療が理想的であるが，患者の全身的状
態の変化や経済的な理由によって追加のインプ
ラント治療が受け入れられないこともある．こ
のような症例では，天然歯支持と粘膜支持の咬
合力負担能の違いに加えてインプラント支持の
要素が加わり，一層条件が複雑になる．
　今回は歯の欠損と残存天然歯，さらに部分的
に残存するインプラントを含む歯列の咬合再構
成について症例を供覧し，天然歯とインプラン
トの共存について考察したい．

トピックス
●咬合の再構成
●インプラントの再治療
●残存インプラントの有効利用

トピックス
●エイジング
●パフォーマンス
●インプラント補綴

天然歯のパフォーマンスと
ライフステージを考えた
新時代のインプラント補綴のコンセプト
田中秀樹
九州支部
Implant and prosthetic concept of a new era in 
consideration of the performance of a natural 
tooth and life stages 
Hideki Tanaka
Kyushu-Branch

　超高齢社会において，現在欠損補綴における
補綴治療の選択肢として患者の経済的，全身的
背景が許せばインプラント治療が最善方法とい
う風潮が強く見られるようになってきた．一方
でインプラント治療に対する一部の社会的な
バッシングなどから，安心，安全なインプラン
ト治療が強く求められ，その環境はより厳しい
ものになっている．
　最近多く見られるようになって来たインプラ
ント周囲炎，その他のインプラント偶発症など
も追い討ちをかけ，インプラント全盛時代もか
げりを見せつつある．そのような中，再びペリ
オにおける再生治療やマイクロスコープを使用
した歯内治療など天然歯の保存治療に臨床家の
目が向かいつつあるように見える．欠損補綴に
おいてインプラント治療を選択した場合，ただ
欠損部にインプラント植立するという考えだけ
でなく，当然の事ながらインプラントと残存歯
の咬合負担能力からあらゆる角度で補綴設計し
ていかなくてはならない．長期的に見た場合，
インプラント補綴の隣在歯が抜歯になった場合
は，またインプラント植立か，あるいはそのイ
ンプラントを利用した他の補綴治療かのどれか
の選択になる．そこで現在は患者の年齢によっ
ては，欠損補綴でインプラント治療を選択した
場合も，再度の治療介入は常に念頭に置いてな
くてはならない．このようなことから，残存天
然歯の咬合負担能力と耐久性を診断し，患者の
エイジングを考慮したコンセプトのある補綴設
計を立案する事が重要である．
　つまりライフステージレベルで天然歯とイン
プラントの共存を考えたインプラント＆補綴設
計が重要となる．これらのことを症例を提示し
考察していきたい．
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インプラント治療に何を求めるのか？
武田孝之
東京歯科大学／東京支部（武田歯科医院）
What do you expect to implant treatment?
Takayuki Takeda
Tokyo Dental College / Tokyo Branch

（Takeda Dental Clinic）

インプラントに何を求めて治療を行うのであろ
うか？
　患者の主訴改善は前提であり，補綴的意義も
しくは目的をどこにおくかで適用法は大きく差
が出る．天然歯の保護，維持，また，咬合の安
定のため，そして，他の補綴法では獲得できな
い欠損歯列の悪条件を改善するためと，適用す
る意義は多岐にわたる．そして，適用目的を考
える上で基本となるのは主に欠損歯列の条件で
あり，インプラントを用いて欠損補綴の効果を
引き出そうと考える．
　一方，同じ欠損歯列であっても患者の年齢に
よって治療方針を変えざるを得ないことも多い．
若年層では考えるべくもないが，50 歳代以降で
は歴年齢ではなく健康年齢をも視野のうちに入
れておかねばならない．特にインプラントを適
用する場合には天然歯の抜歯基準も含めて，さ
らに，再治療になったときの治療費をも含めて
患者に説明し，治療法を選択してもらわなけれ
ばならない．それは単に生涯歯科治療費という
ことに留まらず，再治療時の体への影響，そして，
全身状況の変化からのインプラント治療の制約
も含めておく必要がある．
　今回は長期経過症例から考えさせられた現実
をもとに，治療計画立案時に考えておかねばな
らない要素について報告したい．

トピックス
●インプラント治療の目的
●健康年齢に応じた治療計画
●生涯歯科治療費

臨床リレーセッション２
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臨床リレーセッション３

座長
宮地建夫
東京支部
大川周治
明海大
Chairpersons
Tateo Miyachi
Tokyo branch
Shuji Ohkawa
Meikai University School of Dentistry

臨床リレーセッション３　Clinical Lecture Series 3

病態から考える欠損歯列のリスク
Clinical Evaluation and Risk Analysis for Partially Edentulous Arch

　臨床リレーセッションには，普遍性やエビデンス
を目指す研究者の目と個々の患者に現れる小さな現
象を積み上げ因果を推測していく臨床の目をコラボ
レートし，両眼で立体視してみようという狙いがあ
る．今回とりあげた主題は“力”である．近年，多
方面からトラブルや歯の喪失要因として力の影響が
指摘されている．力の複雑さから，力の実態が明確
になったとは言えない．種々の病態のなかに，力が
どのように関っているのか，そもそも異常な力とは
なにか，どう見つけるのかなどを議論してみたい．
まず，鈴木尚先生には基調講演をお願いした．力に
よると思われる「臨床像」として歯髄・歯根膜・歯
槽骨・歯・支台歯などにスポットを当て，経過のな
かで「異常な力」がどのように絡んでいるかを臨床
的な目で掴んでいくプロセスについて実例を挙げて
説明して頂く．1. 筋肉の強さ　2. 基本顎位のずれ　
3. 欠損歯列の進行による「力の集中」などなど力の
諸相が主な話題になる．
　皆木先生には新しく開発された筋電計によって力
の実態を可視化していただく．咬筋筋活動を長時間
継続して計測することができる携帯型筋電計により
弱いかみしめ時の筋活動も確実に捉えることができ
崩壊がすすみつつあるすれ違い咬合患者や顎関節症
患者の力の特徴を比較し，力への臨床対応について
展望して頂く．森本達也先生には「力の偏在」やク
レンチングから歯の圧下や近心傾斜が生じ『下顎叢
生』に波及し，さらに咬合性外傷を惹起するという
流れを長い継続した臨床データーを踏まえて提示し
て頂く
　鷹岡竜一先生には治療にあたり，カリエスや歯周
病の進展とその背景に潜む力の存在や力のリスクを
どうのように読み取っていくか，さらに症例のもつ
複数のリスクをどう捉え，治療方針や治療手順に反
映させているかを取り上げていただく．

　口腔内を長期に観察していると，歯の喪失要
因を含めて，口腔内の病態が「力」の影響によっ
て発現したのではないかと想像できる現症は多
い．臨床観察から導かれたこのような推測が的
を得たもので，「力」が病態の悪化やその出現に
少なからず加担しているとすれば，その対策は
疾病治療の的確な治療指針に加えられるべきあ
る．そればかりか歯や歯周組織の健康維持にも，
そして咬合力の負担能力を問われる補綴処置の
予後にも「力」は重要な要件の一つになるはず
である．
　しかし，確かに発生しているが可視化できな
い「力」，数値化できない負担能力，極めて個人
的で他との比較もできない「力」など「力」を
理解する上で助けとなるツールがことごとく不
足しているのが現状であろう．そのために多く
の部分が未だに不明確なままである．
もともと口腔内はメカニカルストレスの発生を
当然のこととして受け入れてきた．例えば咀嚼
力は機能の為に歯や歯周組織が当然受けるべき
力であり，また受け入れ可能な力と考えられて
きた．その大きさや質が口腔組織にとって，こ
とさら大きな問題だとしてとらえられたことは
ない．
　咬合性外傷は歯周病としての問題が主であり，
外傷性咬合は咬合学の低迷から歯の生存に関わ
る臨床的課題としては完全に忘れ去られた感も
ある．つまり一言で「力」と表現してもその中
身は多義で，裾野も広い．臨床的視点が中心で
あるために，明確さを欠くことは否めないが，
経験した「事実」をいくつかの分野に分けて提
示し，問題提起としたい．

トピックス
●パラファンクション
●ブラキシズム
●コースコントロール
●携帯型筋電計

口腔内に現れる「力」の影響─その諸相─
鈴木　尚
東京支部
Oral appearance in the “occlusal force”
－ The aspects －
Hisashi Suzuki
Tokyo branch

トピックス
●咬合力
●パラファンクション
●歯周組織
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発生する力の評価診断プロセスを日常臨床へ
皆木省吾
岡山大学大学院医歯薬学総合研究科
咬合・有床義歯補綴学分野
Estimation of force exerted to dental arch in 
daily life of patient
Shogo Minagi
Department of Occlusal and Oral Functional 
Rehabilitation, Graduate School of Medicine, 
Dentistry and Pharmaceutical Sciences, 
Okayama University

　『顎口腔系にかかる力』を議論するためには，
発生している力そのものを正確にしかも患者の
日常生活において把握することが必要と思われ
ます．これによって，力による咬合崩壊に関し
てこれまで多分に推測の域を出なかった議論か
らエビデンス蓄積に向けてのパラダイムシフト
が可能になると考えられます．
　現在，微弱な咬筋活動を 24 時間以上高精度で
継続して計測することができる携帯型筋電計が
使用できるようになり，上下大臼歯間で 500 グ
ラム（ｇ・ｆ）程度の微弱なかみしめ時に発現
する筋活動を安定して評価することが可能とな
りました．これを用いて現在，顎関節症患者や
すれ違い咬合患者等の筋活動様相についての具
体的なデータが集まりつつあります．
　これまでに収集したデータから，咬合の崩壊
がすすみつつあるすれ違い咬合患者の特徴等に
ついて紹介するとともに，発生する力の病態に
あわせた将来的な臨床対応について考えてみた
いと思います．

トピックス
●歯列への力
●日中および睡眠時の咬みしめ
●高精度筋電図

下顎叢生からみる力の影響
森本達也
東海支部
Effect of occlusal force on the crowding of 
lower teeth
Tatsuya Morimoto
Tokai Branch

　力が関与すると思われる，破折，骨吸収，脱
離の生じた部位を①アイヒナー B1 片側大臼歯
欠損　② B2 片側大小臼歯欠損　③ B2 両側大臼
歯欠損　④ B3 片側大臼歯欠損，片側大小臼歯
欠損の各グループ毎に観察すると，①，②のグ
ループの前歯のトラブルが 10％に比べ，③，④
のグループでは 30％と増加し，前歯への力の影
響が増加しているように感じられたため，その
要因を症例から検討してみた．
症例観察から，前歯部に起こる咬合性外傷が関
　係していると思われる破折，骨吸収が下顎叢
生に関係しているような現症が観察されたため，
この叢生の増加に関して検討してみた．

トピックス
●クレンチング
●下顎小臼歯の圧下，近心傾斜
●大臼歯咬合支持の減少
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力のリスクからみた欠損補綴の限界と可能性
鷹岡竜一
東京支部
Limit and possibility of prosthetic of missing 
teeth which considered occlusal force as risk 
factor
Ryuichi Takaoka　
Tokyo Branch

　欠損歯列の評価は欠損歯列を「歯列単位」で
評価したもので，本当の意味で欠損歯列の難症
例を篩い分けるには「支台歯の条件」や「力の
問題」といった個別の要素を考慮しなければな
らない．ペリオやカリエスは支台歯の条件で，
咬合力・ブラキシズムはもちろん，下顎位や顎
堤の条件も広い意味で力の問題を推察する項目
である．
　今回の発表では欠損補綴では手に負えない力
のリスク（欠損補綴の限界）と力のリスクが高
くても対応できる欠損補綴の要件（欠損補綴の
可能性）を探ってみたいと考えている．「欠損補
綴の限界」では，少数歯欠損症例における「奧
低」という下顎位の経年変化を補綴では抑え込
めない補綴の限界とし，「欠損補綴はやさしいが
術後のトラブルを抱え込む難症例」と位置づけ
た．また「欠損補綴の可能性」では支台歯や顎
堤への「力の集中」を回避できない左右的すれ
違い傾向の症例を呈示する．歯列の条件が悪く
ても支台歯が歯周病の少ない有髄歯であれば難
局を乗り切れる可能性を提示したい．最後にブ
ラキシズム（異常な力）のある歯周病症例を取
り上げ，力のリスクをもつ症例ではできる限り
欠損させないことを目標に歯髄保存を試み，欠
損拡大を抑制するとともに喪失のコースコント
ロールを経過対応の目標に，許せる欠損歯列の
コースへ導くことが望ましいのではないかとい
う問題提起をしたい．

トピックス
●個別対応
●下顎位
●咀嚼
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臨床リレーセッション４

座長
佐々木啓一
東北大学大学院歯学研究科口腔
システム補綴学分野
水口俊介
東京医科歯科大学大学院高齢者歯科学分野
Chairpersons
Keiichi Sasaki
Division of Advanced Prosthetic Dentistry, 
Tohoku University Graduate School of 
Dentistry
Shunsuke Minakuchi
Gerodontology and Oral Rehabil itat ion, 
Graduate School of Medical and Dental 
Sc iences ,　Tokyo Medica l  and Denta l 
University

臨床リレーセッション４　Clinical Lecture Series 4

─全部床義歯臨床の頂をめざす方たちへ─
Let's aim at the top of complete denture prosthodontics.

　我が国は，既に「75 歳以上人口」が 1,430 万人，すな
わち 9 人に 1 人が 75 歳以上という「本格的な超高齢社
会」に突入している．このような環境下で無歯顎患者の
高齢化も進行し，全部床義歯治療の需要の中心は要支援・
要介護高齢者となりつつある．また高齢化に伴い，顎堤
条件の劣悪化，唾液分泌低下，オーラルディスキネジア
など口腔環境もまた，全部床義歯にとって厳しい状況と
なっている．現在，行政では高齢者歯科医療，在宅歯科
医療の体制整備を急いでいるところであるが，現状では
上記の全部床義歯難症例に十分に対応しうる歯科医師は
少ない．
　これに対して，補綴歯科を専門とする我々はどのよう
に対処すべきであろうか．それは，120 回学術大会にお
けるドグマの議論で提示されたように，全部床義歯臨床
におけるドグマを排し，真に重要なものを抽出し，臨床
と教育に供するということであり，そのためのスキルを
補綴歯科専門医や，それをめざす者は獲得しなければな
らないということに尽きる．しかしながら補綴歯科臨床
には，言葉や写真では確実に表現しきれない部分，ある
レベルに達しないと理解しづらい部分が存在することは
否定できず，さらに，全部床義歯臨床のすべての事項が
エビデンスをもって伝達できているわけではないのが現
状である．
　本シンポジウムでは，まず水口よりドグマの議論の復
習と義歯評価に関する最新の知見を解説し，小出先生に
は義歯に付与する咬合等，阿部先生には下顎義歯の吸着
等，上濱先生には義歯形態を決定するデンチャースペー
スについて，それぞれの立場から臨床のポイント，そし
て今後明らかにすべき点を抽出していただき，専門医及
び専門医をめざす方たちとともにそれらを解決する方法
を議論したいと考えている．

トピックス
●超高齢社会における無歯顎補綴
●ドグマの排徐
●全部床義歯臨床のポイント

　まず 120 回記念大会で行われたシンポジウムでの議論
を復習しよう．我々は手の込んだ方法や時間を費やすこ
とにより，必然的に品質の高い義歯ができ，それは患者
の満足につながると考えてしまいがちでありドグマであ
るとされた．補綴専門医の義歯の評価と患者自身の評価
に有意な相関を示した変数はなかったという報告，義
歯の質と支持組織の状況は患者の満足度の有意な予測
因子にはならないという報告がなされており，このよう
に義歯の質と患者の評価は必ずしも一致しないというこ
とがその理由である．しかしながらこれは，臨床家が技
術の修練に背を向けてよいという理由にはならない，と
Carlsson 先生もシンポジウムの中で強く述べている．ま
た，義歯の質や患者の満足度を数量化する手法について
検討し，より正確な解析をしなければ，われわれ補綴専
門医のスキルを効果的に表現することができないままに
なるのではないかとも考えられる．
　近年，全部床義歯装着者における顎堤形状，維持安定，
顎位設定，咀嚼能力，義歯満足度，OHRQoL の関係性を
共分散構造分析（structural equation modeling analysis, 
SEM analysis）を用いて調査した報告がなされている．
これまでの全部床義歯患者満足度の要因に関する研究で
は，年齢，下顎顎堤条件，義歯製作法，義歯の質など多
くの要因が取り上げられてきたが，これら研究のほとん
どが統計手法として二変量解析か，分散分析を用いてお
り，因果関係はいまだ不明な点が多い．SEM analysis は
相関・因果関係について多変量を解析し，関係性が複雑
な事象をモデルにより視覚的に表現することができる．
本日はこの手法を用いた全部床義歯評価についての知見
を紹介し，続くシンポジウム本編の導入とする．

ドグマ議論の復習と義歯評価に関する
最新の知見
水口俊介
東京医科歯科大学大学院高齢者歯科学分野
Review of dogma arguments and the newest 
knowledge about evaluation of denture quality.
Shunsuke Minakuchi
Gerodontology and Oral Rehabil itat ion, 
Graduate School of Medical and Dental 
Sc iences ,　Tokyo Medica l  and Denta l 
University

トピックス
●義歯の質
●患者の満足度
●共分散構造分析
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臨床リレーセッション４

全部床義歯の咬合に関わる内容を検証する
小出　馨
日本歯科大学新潟生命歯学部
歯科補綴学第１講座
Verification of Occlusion for Complete Denture
Kaoru Koide
Department of Removable Prostodontics School 
of Life Dentistry at Niigata, The Nippon Dental 
University

　昨年の学術大会で Carlsson 先生にお答えいただい
たドグマ論議で､ 従来の手の込んだ治療法によれば
必然的に患者の満足につながると考えるのはドグマ
であるとされた．今回の臨床リレーセッションはそ
の続編であり，私の役割は全部床義歯の咬合に関わ
る内容を検証することである．
　咬合に関わる治療項目としては，下顎安静位と安
静空隙を用いた垂直的顎位の決定，フェイスボウに
よる模型装着，ゴシックアーチ描記による水平的顎
位の決定，チェックバイト法による調節性咬合器の
顆路調節などが従来重要とされている｡ ところがド
グマ論議により，これらはいずれも義歯の質と患者
の満足度を高める上で有効だとするのはドグマだと
結論づけられた．個人トレーを用いた機能印象や付
与する咬合様式も然りである．
　私達は常日頃，何回も義歯を製作し直してもうま
くいかず，患者さんの満足が得られない難症例を数
多く一般臨床家の歯科医師から紹介され，対応して
いる．患者さんが困っていらっしゃる事柄をよく
伺って，旧義歯の問題点を抽出し，再治療により患
者さんに満足していただく．そして，半年以上の経
過観察と予後評価の後，ご紹介下さったホームドク
ターである歯科医師のもとへお戻しするケースが多
い．本学会の補綴専門医の方々に限らず，本学会会
員で補綴治療を日常行っている方々は私達と同様に
対応していることであろう．
　そこには何があるのか．どの様な問題があったた
めに患者さんは満足できず困っていらっしゃったの
か．再治療の後，その患者さんが快適で問題なく機
能できて喜んで下さり，しかもその状態が長期間に
渡って維持できているのは，どこに違いがあるから
なのか．種々の問題が混在する中，包括して効果無
しとしたのでは臨床の重要事項を見逃してしまう．
真にドグマを排して重要事項を抽出すべく，検討事
項を提示し活発に議論したい．

トピックス
●全部床義歯の咬合関連事項の検証
●顎関節の機能と調和した咬合構成とは
●フェイスボウや調節性咬合器は不要か？

下顎全部床義歯の吸着を達成するための
重要ポイント
阿部二郎
東北大学大学院歯学研究科
口腔システム補綴学分野
Important aspects in order to achieve the 
mandibular suction-effective complete denture.
Jiro Abe
Division of Advanced Prosthetic Dentistry, 
Tohoku University Graduate School of 
Dentistry

　全部床義歯装着者における患者満足度を向上させ
るためには，快適な咬合高径の範囲で適正な水平下
顎位を定めると同時に，下顎義歯の維持安定を確実
に得ることが第一である．したがって，下顎総義歯
の吸着テクニックを学ぶことは，その目的に一致す
る．
　全部床義歯の吸着を達成するための絶対条件は 上
顎，下顎に関わらず，義歯床縁の全周囲を可動粘膜
によって封鎖することである．上顎全部床義歯の口
蓋部にバーで穴を開ければ義歯が落下するように，
下顎総義歯の吸着もどこか一カ所でも空気が出入り
する場所があれば，その封鎖は破壊されて浮き上が
る．
　特に，下顎で封鎖の難しい場所は，舌下ヒダ部と
レトロモラーパッド周囲である．舌下ヒダ部に唾液
腺が豊富なスポンジ状の軟らかい組織が存在すると
封鎖が容易になるが，逆にスポンジ状組織が乏しく，
開口時に無意識に舌を大きく後ろに引くタイプでは
舌側部の封鎖が難しくなってしまう．また，レトロ
モラーパッド部の封鎖において大切なことは，義歯
床内面とレトロモラーパッド粘膜面の密着封鎖を達
成することである．
　この部位の封鎖をより確実に完成させるために，
各種概形印象法におけるレトロモラーパッド変形に
ついては非接触型 3 次元デジタイザを用いた形態計
測から，レトロモラーパッド部義歯床上での頬粘膜
と舌の接触封鎖に関しては MRI を用いた観察結果
から，レトロモラーパッドの頬側付け根に存在する
小帯状の組織については解剖所見から，そして，レ
トロモラーパッド被覆量と吸着力の関係について
は，吸着義歯床の牽引試験を用いた研究から封鎖機
序の詳細を説明し，臨床を成功に導く手助けをした
いと考えている．

トピックス
●吸着義歯
●舌下ヒダ部の封鎖
●レトロモラーパッド部の封鎖
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臨床リレーセッション４

義歯形態を決定する
デンチャースペースついて
上濱　正
東関東支部
About the denture space which determines a 
denture form.
Akira Uehama
Higashi-kanto Branch

　高度な顎堤吸収や不安定な下顎位を認める無
歯顎患者は増大しており，このような患者の全
部床義歯治療において満足度を得ることは難し
い．これらの症例では，顎堤の吸収が進行する
と支持歯槽骨が減少し，顎骨にまで及ぶ骨吸収
で口腔周囲筋と舌の付着部が露出する．さらに
疼痛の出現，加齢に伴う顎関節の形態，位置の
変化で下顎位が不安定となり，咀嚼能力が低下
する．
　全部床義歯治療の基本である維持に関して顎
堤吸収の度合いに応じた治療を考えてみると，
支持歯槽骨が残存している症例（基本形）は，
唾液，陰圧による物理的維持力，解剖学的維持
力がバランスよく確立し，維持安定が得られる．
　下顎顎堤吸収が進行した症例（いわゆる難症
例）は，基本形で得た維持力に加え筋圧による
生理的維持力が重要となる．患者本来の口腔に
適応したデンチャースペースを求め，ニュート
ラルゾーンを確立することで維持・安定が得ら
れる．この際，頬側方向へ床縁を拡大するウィ
ングタイプと舌側へ拡大するスタビライザータ
イプに分類して臨床を行うと治療方針が明確と
なる．多くの症例はこの 2 つのタイプの混合型
である．
　今後増大が予想される上下共に顎堤吸収が進
行した症例（さらなる難症例）は，口輪筋―頬
筋―上咽頭収縮筋とオトガイ筋―頬筋の筋収縮
をモダイオラスに集約し，機能圧を正確に伝達
する義歯形態を付与することが重要と考える．
　Watt ＆ Macgregor は「総義歯治療は，デン
チャースペースと顔貌の回復を基本原則に，支
持，維持，筋平衡，咬合平衡を機能時に総合的
に適応させることが重要である」としている．
これを聖書とて私の臨床の知識，手技は構築さ
れている．今回は，基本形，いわゆる難症例，
さらなる難症例において義歯形態を決定するデ
ンチャースペースついて症例を提示して考察し
てみたい．

トピックス
●全部床義歯の維持
●デンチャースペース
●ニュートラルゾーン
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臨床スキルアップセミナー

臨床スキルアップセミナー　Clinical Skill-up Seminar

咬合違和感に対して，歯科医師は何を考えなければいけないか？
Occlusal discomfort?  What should dentists focus on?

座長
藤澤政紀
明海大学歯学部機能保存回復学講座
歯科補綴学分野
石垣尚一
大阪大学大学院歯学研究科顎口腔機能再建学講
座クラウンブリッジ補綴学分野
Chairpersons
Masanori Fujisawa
Division of Fixed Prosthodontics, Department 
of Restorative & Biomaterials Sciences, School 
of Dentistry, Meikai University
Shoichi Ishigaki
Department of Fixed Prosthodontics, Osaka 
University Graduate School of Dentistry

　補綴歯科治療において，患者が訴える咬み合わせ
の違和感や異常感に対する客観的所見が確定でき
ず，対応に苦慮することは少なくない．もちろん，
咬合違和感を訴える場合には，実際に咬合に起因し
て種々の不調を訴えるケースもあるが，咬合検査に
よって客観的な異常が認められず，患者の訴えが検
査所見に見合わない場合は治療方針の設定が困難と
なる．そのような場合，患者の要求を鵜呑みにし，
咬合調整，補綴装置除去，さらには全顎的な処置へ
と進んでしまうと，解決の糸口がみつからない迷路
をさまよってしまうことになる．
　本年度の臨床スキルアップセミナーでは，このよ
うな患者を診察する際に知っておかなければならな
いこと，および対処方法について学ぶ場を企画し，
臨床的かつ学術的視点からこの分野に精通しておら
れる 2 名の講師にお話しいただく．玉置先生には咬
合違和感の全体像をまず概説していただき，松香先
生には鑑別を含め必要となる検査について解説して
いただく．そして治療について，現時点での国内外
で妥当と考えられているアプローチを実際の症例を
通してご紹介いただく．
　本セミナーでは，安易に咬合処置を行ってはいけ
ない咬合違和感に対する理解を深め，臨床に役立つ
知識と治療法を学ぶ場となることに加え，今後解明
しなければならない点を明確にしたいと考える．こ
れまでの日本補綴歯科学会の取り組みを踏まえ，治
療法を中心とした解決策をより深めるために必要と
なる今後の方策を提示することにより，これまでの

「よくわからないけど大変な症状」という概念のベー
ルを剥がすことを目指したい．
　本スキルアップセミナーが会員諸氏の補綴歯科臨
床を深める新たなきっかけとなれば幸いである．

トピックス
●症型分類案
●発症の修飾因子
●咬合違和感の検査

咬合違和感を訴える患者に対して行う検査
松香芳三
徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
咬合管理学分野
Examination for occlusal discomfort syndrome
Yoshizo Matsuka
Department of Fixed Prosthodontics, Institute 
of Health Biosciences, The University of 
Tokushima Graduate School

　咬合違和感を訴える患者は補綴歯科や一般歯科診療室
を受診することが多い．先生方の診療室でも一般歯科患
者に混在して「この歯をかぶせてから，かみ合わせがお
かしい．」，「咬み合わせの調整をしてもらってもしっくり
こない．」などと，咬合違和感を訴える患者の受診を経験
されていることと想像する．
　咬合違和感は種々の要因により発症することが考えら
れており，それらの要因のいずれに当てはまるのかを検
査により探ることが大切である．まず，咬合違和感の訴
えを医療面接により充分に聴取し，その訴えに見合う咬
合異常（咬頭嵌合位，早期接触，偏心運動時の早期接触
など）が存在するのかを観察する．その後，種々の検査
を行い，以下に列挙する咬合違和感の発症要因を探る必
要がある．急性に発症し，客観的に観察される咬合不全
としては，歯科疾患，不適切な歯科治療，骨折，顎関節
脱臼・急性炎症などが挙げられる．慢性の客観的な咬合
不全としては，歯の移動，腫瘍，ディストーニア，関節
リウマチ，代謝性疾患などが挙げられる．客観的な咬合
の不調和が認められないものとしては，破折などの歯科
疾患，筋無力症，筋弛緩薬の服薬，脳腫瘍・多発性硬化症・
血管障害などの脳内疾患，パーキンソン病などの中枢性
障害などが考えられる．種々の検査を施行しても，上記
の要因が除外できない場合，「歯髄疾患，歯周疾患，咀嚼
筋ならびに顎関節疾患のいずれもが認められず，臨床的
に咬合異常が認められないにもかかわらず 6 か月以上持
続する咬頭嵌合位での不快感」と定義される狭義の咬合
違和感（咬合感覚異常と呼びたい）であることが考えら
れる．
　今回の講演では咬合違和感症候群の診断のために行う
べき検査に関して発表し，会場の先生方からのご批判・
ご意見を仰ぎたい．

トピックス
●咬合違和感
●検査
●狭義の咬合違和感
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臨床スキルアップセミナー

咬合違和感を訴える患者の診断と治療方針
玉置勝司
神奈川歯科大学顎口腔機能修復科学講座
有床義歯補綴学分野
Diagnosis and treatment policy for occlusal 
discomfort syndrome
Katsushi Tamaki
Department of Removable Prosthodontics, 
Oral & Maxillofacial Rehabilitation, Kanagawa 
Dental University

　歯科臨床において咬合違和感を訴え来院する
患者の頻度は高い．そのような場合，通常，咬
合紙による検査，X 線検査などから，咬合の問
題として暫間被覆冠や補綴装置，場合によって
は天然歯の削合調整を行い，多くは改善に向か
う臨床を体験している．しかしながら，その中
に咬合調整を繰り返すも症状は全く改善しない，
あるいは逆に悪化してしまい，患者も術者も疲
弊してしまい，患者－術者関係が思わぬ方向に
展開してしまう場合が少なからずある．
　このような臨床経験から，演者らは咬合違和
感の不思議さに魅了され（怖さを思い知らさ
れ），その病態を明確にする目的で，本学会診療
ガイドライン委員会において，パネル会議を開
催し，本疾患を『咬合違和感症候群（Occlusal 
discomfort syndrome）』と定義し，ポジション
ペーパーを作成するに至った（本学会雑誌に投
稿予定）．
　今回のセミナーでは，まず『咬合違和感症候
群（Occlusal discomfort syndrome）』の診断法
を確立する過程として，顎関節症の症型分類と
同様に咬合違和感症候群の症型分類（案）を例
えば，Ⅰ型：修復物や補綴装置による咬合違和感，
Ⅱ型：顎関節症による咬合違和感，Ⅲ型：原因
不明による咬合違和感などに分類し，そして咬
合違和感の症状を修飾する因子として精神疾患，
心理社会的環境，術者・患者関係，患者の性格
などを考える必要があることを提案したい．
　『 咬 合 違 和 感 症 候 群（Occlusal discomfort 
syndrome）』の患者の診断および治療方針とし
て，神奈川歯科大学咬み合わせリエゾン診療科
の K 式多軸診断法（2006 年以降）で使用してい
る M-W（宮岡・和気）分類から症例をもとに本
疾患に対する診断，治療方針について，皆さん
と一緒に考えてみたい．

トピックス
●咬合違和感
● K 式多軸診断
● M-W 分類
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委員会セミナー１

委員会セミナー１　Committee Seminar 1

専門医の現状とその将来
Present condition and the future of the prosthodontic specialist

座長
鱒見進一
九州歯科大学口腔機能学講座
顎口腔欠損再構築学分野
河野文昭
徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
健康長寿歯科学講座
Chairpersons
Shin-ichi Masumi
Div i s i on  o f  Occ lus ion  & Maxi l l o fac ia l 
Reconstruction, Department of Oral Function, 
Kyushu Dental University
Fumiaki Kawano
Department o f  Ora l  Care and Cl in ica l 
Education, The University of Tokushima 
Graduate School of Oral Sciences

　専門医制度は，医療レベルを向上させる上で必要
不可欠なものである．しかし，専門医制度自体は，
あまり国民には認知されていない現状がある．医学
会では，学会のメリット優先から社会的視野に立っ
た専門医制度へと改革が進んでいる．2008 年には，
学会からの拠出金を基に日本専門医制評価・認定機
構が設立され，第三者機関による各学会が制定した
専門医制度の評価・認定を行う体制が構築された．
現在は，医学会だけの改革であるが，今後，歯学会
にもこのような改革は，波及してくるものと考えら
れる．そのため本会でも，このような第三者の審査・
評価に耐え得る専門医制度を構築すべく，これまで
に専門医制度やカリキュラム，ケースプレゼンテー
ションのあり方について専門医制度委員会，専門医
認定委員会および教育問題検討委員会で検討してき
た．また，JPS Global Workshop in Kyoto 2012 に
おいて「各国における補綴専門医の現状と未来」に
ついて議論した．さらに，診療ガイドライン委員会
では，病態把握のプロトコールとしての症型分類に
ついての調査を進めてきた．今回，「専門医の現状
と将来」の観点から，これらのことを総括，統合し，
きちんとした形で会員に周知することを目的に本セ
ミナーを企画した．前教育問題検討委員会委員長の
河野先生には補綴歯科専門医カリキュラムについ
て，前専門医制度委員会委員長の鱒見先生には専門
医制度について，前国際渉外委員会委員長の前田先
生には JPS Global Workshop in Kyoto 2012 におけ
る提言について，診療ガイドライン委員会の會田先
生には病態把握のための症型分類についてそれぞれ
講演していただき，会員への周知を図りたい．

トピックス
●専門医制度
●補綴歯科専門医カリキュラム
● Global Workshop in Kyoto 2012
●症型分類

補綴専門医はどうあるべきか：JPS	Global	
Workshop	Kyoto	2012	の提言から
前田芳信
大阪大学大学院歯学研究科
顎口腔機能再建学講座歯科補綴学第二教室
What we should be as Prosthodontists? : From 
JPS Global Workshop Kyoto 2012 statement 
Yoshinobu Maeda 
Department of Prosthodontics, Gerodontology 
and Oral Rehabilitation, Osaka University 
Graduate School of Dentistry

　補綴専門医の現状であるいは将来のあるべき姿を
考える際，医療ツーリズムやライセンスの国際化と
いった問題も含めて，海外での社会的な背景踏ま
えた上での共通認識を持つことが重要になってく
る．その意味から JPS が開催した Global Workshop 
Kyoto 2012 には大きな意義がある．Stohler 教授（メ
リーランド大）の基調講演に始まったワークショプ
では，まず参加した ICP, EPA, APS, KAP, IPS, JPS
から補綴専門医制度ならびにその背景にある医療な
らびに教育システムなどについての報告がなされ，
討議した後に「地域社会に対する貢献」「教育」「研究」

「組織」の 4 項目からなる提言がまとめられた . それ
らは：
　「地域社会に対する貢献」では，地域社会に「健
康の維持，増進にどのような貢献ができる専門職で
あるか」を明確に知ってもらい，他にはできない独
自の技術を有した存在」であることを理解してもら
う必要があること .「教育」では，補綴専門医は難
症例に対しても，合理的な治療計画を立て実施で
きるトレーニングが必要であること .「研究」では，
社会の要求に呼応した結果を提供できるものである
必要があり，より多くの人に良質の治療を提供す
るものでなければならないこと .「組織」としては，
他の領域の組織と協力すると同時に社会からその存
在を理解されるように努める必要であること .: であ
る .
　これらの提言をもとに，各地域において具体的に
達成すべき目標を定めて制度を整備するとともに，
世界に対して「補綴と補綴専門医の存在意義」を理
解してもらえるように協力して進めて行く必要があ
る .

トピックス
●補綴専門医
● Global Workshop Kyoto 2012
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委員会セミナー１

専門医制度の見直しと今後の流れ
鱒見進一
九州歯科大学口腔機能学講座
顎口腔欠損再構築学分野
Review of the prosthodontic specialist system 
and future flow
Shin-ichi Masumi 
D iv i s i on  o f  Occ lus ion  & Maxi l l o fac ia l 
Reconstruction, Department of Oral Function, 
Kyushu Dental University

　医科領域では，日本専門医制評価・認定機構
が各学会が定めている専門医制度を審査，評価
する体制ができており，本会でも第三者の審査・
評価に耐え得る専門医制度を構築すべく，現在
約 1200 名の専門医について調査し，抜本的な見
直しを行ってきた．まず，専門医認定委員会と
共に HP 上に掲載されている専門医と症例報告
の掲載とを突き合わせ，症例報告未投稿者のリ
ストからの削除および投稿依頼を行った．現在，
症例報告論文の提出期限は専門医申請合格内定
後 1 年以内となっている．また，専門医，指導医，
終身指導医に関する調査を行い，これまである
意味曖昧にしていた領域を整理した．ケースプ
レゼンテーション前に合格する必要がある専門
医多肢選択式筆記試験は厳格に実行されている
ため，専門医申請ケースプレゼンテーション後
の筆記試験は中止とした．しかしながら，ケー
スプレゼンテーションについては，補綴歯科専
門用語集に準拠していないものや，症型分類が
行われていないものなどがあり，中には申請症
例に本当に携わっていたかも疑わしい報告も散
見される．これに対する対策として，教育問題
検討委員会が提案した補綴歯科専門医カリキュ
ラムに基づき，補綴歯科専門医の最低必要なス
キルについて，各認定機関のチェックによるケー
ス表の提出を申請時に義務づける方向で進めて
いる．また，これまでばらばらであった認定期
限の月日については，3 月末と 9 月末の 2 つに
整理した．専門医更新時に提出される歯科補綴
学に関連する領域の疾患の治療記録 ( 様式 8) は，
一般開業会員を考慮して，指導医の意見は不必
要としたが，記載内容に不備のあるものが多く，
今後，術前術後の写真等の添付を義務づける必
要があると思われる．

トピックス
●専門医制度
●多肢選択式筆記試験
●ケースプレゼンテーション

補綴専門医を標準化する
ツールとしての症型分類
會田英紀
北海道医療大学歯学部咬合再建補綴学講座
Treatment  D i f f i cu l ty  Ind i ces  he lp  t o 
standardize the Potential of Prosthodontic 
Specialists 
Hideki Aita
Department of Oral Rehabilitation, Occlusion 
and Removable Prosthodontics, School of 
Dentistry, 
Health Sciences University of Hokkaido

　歯科領域では，13 編の診療ガイドラインが医療
情報サービス（Minds）に収載されている（2013 年
２月時点）．診療ガイドラインは，医療提供者と医
療受給者の意思決定を支援する目的で作成されるた
め，診療ガイドラインの有用性を高めるためには利
用者ならびに対象者を明確にする必要がある．上記
のガイドラインの中には，医療提供者側の利用者を
一般歯科医としたものと主に専門医としたものがあ
る．このうち，一般歯科医を主な利用者としたもの
でも，治療の難易度に応じて専門医への紹介を推奨
しているものがある．
　補綴歯科治療の多くは，一般歯科医が日常臨床の
中で広く行っているものであるため，「歯の欠損の
補綴歯科診療ガイドライン 2008」は，一般歯科医
が利用者であるという前提で作成されている．一方
で，補綴専門医の存在意義が社会に認知されるため
には，治療の有効性ならびに医療経済学的な観点か
らも専門医が治療に当たるべき難症例と一般歯科医
が担当できる一般症例があることを示す必要があ
る．そこで，日本補綴歯科学会では，「補綴治療の
難易度（症型分類）を測定するプロトコル」を作成
し，２度の多施設臨床研究によって，本プロトコル
の信頼性と妥当性を示してきた．これまでの一連の
研究成果により，補綴歯科治療においては，多様な
難易度の患者が存在することが証明された．さらに，
補綴歯科治療の病名（障害）と症型分類を併記する
ことで，個々の症例の難易度を客観的に判別した上
で，到達目標を合理的に設定できる可能性が示唆さ
れた．
　今後，症型分類に基づく診療ガイドラインの改訂
ならびに補綴専門医に求められる資質の標準化が期
待される．このうち本発表では，補綴専門医制度の
中で症型分類を活用し，さらに普及させていくため
の具体的方策について議論したい．

トピックス
●専門医制度
●補綴歯科治療の難易度（症型分類）
●補綴専門医資質の標準化
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委員会セミナー２

委員会セミナー２　Committee Seminar 2

金銀パラジウム合金の代替材料を探る
Investigation of the materials used instead of Ag-Pd-Au alloy

座長
末瀬一彦
大阪歯科大学歯科技工士専門学校・
歯科衛生士専門学校
大久保力廣
鶴見大学歯学部有床義歯補綴学講座
Chairpersons    
Kazuhiko Suese
School of Dental Technicians and Dental 
Hygienists 
Osaka Dental University
Chikahiro Ohkubo     
Department of Removable Prosthodontics,   
Tsurumi University School of Dental Medicine

　現行の健康保険制度下では，歯科用金属として金
銀パラジウム合金が多用されている．しかし，この
金属に関しては素材原価高騰による価格変動が大き
いこと，銀を主体としており口腔内環境で腐食しや
すいこと，金属アレルギーを惹起しやすいことなど
問題点は少なくない．口腔内という劣悪な環境の中
で，生体に優しく，耐久性があり，変性もしない金
銀パラジウム合金の代替となる歯科用材料が求めら
れている．こうした強いニーズに対して，関連学会
と歯科材料メーカーが協力し，基礎と臨床の両面か
ら様々なアプローチを続けている．これまでにも素
材金属が高騰する度に代替材料に関する議論は繰り
返され，緊急シンポジウムも開催されてきた．しか
しながら，代替材料の開発はそれほど容易なもので
はなく，今も金銀パラジウム合金は日常の保健診療
の中で定着している．
　社会保険・医療問題委員会では，こうした経緯を
念頭に金銀パラジウム合金の問題点を再確認し，代
替材料の方向性と可能性を再考する端緒になればと
本セミナーを企画した．固定性補綴装置においては，
すでに先進医療に導入された CAD/CAM システム
や各種グラスファイバーで補強したハイブリッド型
コンポジットレジンブリッジが注目されている．可
撤性部分床義歯では精密鋳造や CAD/CAM 等の加
工技術の著しい進歩により，歯科用チタンの実用性
も高くなっている．では，これらの新素材は金銀パ
ラジウム合金の代替材料となり得るのだろうか？
　今回のシンポジウムでは，まず金銀パラジウム合
金のバックグランドを俯瞰してその問題点を列挙
し，これら新素材の基礎データや臨床成績を整理し
て代替材料としての可能性を探りながら，今後の展
望について議論したい．

トピックス
●金銀パラジウム合金
●代替材料
●医療問題

　補綴装置には金属，セラミックス，合成高分子な
ど多様な材料が使用されている．金属は歯冠色の再
現ができないが，弾性と靭性に富み，構造材料とし
て信頼性が高い．口腔内環境で腐食するのが欠点で
あったが，米国で高カラット金合金の組成と用途に
関する規格が整備され，精密鋳造の確立とともに補
綴装置作製のスタンダードになった．
　一方，我が国では補綴治療が健康保険制度に組み
込まれ，各種装置の作製に高カラット金合金の代用
として金銀パラジウム合金が長年多用されてきた．
本合金は本質的に銀合金であるが，パラジウムや金
などの貴金属を配合して銀の硫化による変色を防止
し，金合金と同程度の鋳造操作が可能であり，硬化
熱処理が可能であるので，健康保険対象治療用の万
能合金の位置づけにある．
　しかし，金銀パラジウム合金は貴金属素材の原価
高騰による価格変動が大きいこと，口腔内環境で耐
食性が完全ではなく，患者によっては金属アレル
ギーの不安もある．そこで，保険対象の金銀パラジ
ウム合金の代替材料が模索されている．
　代替材料には安全性はもとより，装置の用途に応
じた力学的性質が要求される．さらに，普遍的に全
国の医療機関で利用できる成形加工性や，保険診療
としての経済性が求められる．
　近年，材料と成形加工技術の進歩が著しいので，
本講演では，代替材料の候補となる材料を整理し，
固定性補綴装置用としてのハイブリッド型コンポ
ジットレジンならびに，可撤性補綴装置用としての
チタン合金の有用性について議論したい．

金パラ合金の現状と代替材料の展望
宮崎　隆
昭和大学歯学部歯科保存学講座歯科理工学部門
Current status of Ag-Pd-Cu-Au alloys and 
future perspectives of alternative materials
Takashi Miyazaki
Division of Biomaterials and Engineering, 
Department of Conservative Dentistry, Showa 
University School of Dentistry

トピックス
●金銀パラジウム合金
●コンポジットレジン
●チタン合金
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委員会セミナー２

高強度ハイブリッド型コンポジットレジンを
用いた固定性審美修復
新谷明喜
日本歯科大学生命歯学部歯科補綴学第２講座
Esthetic fixed restoration with high-strength 
composite resins　
Akiyoshi SHINYA  
Nippon Dental University, School of Life 
Dentistry at Tokyo,　Department of Crown 
and Bridge

パーシャルデンチャーにおける代替材料
大久保力廣
鶴見大学歯学部有床義歯補綴学講座
Alternative materials for removable partial 
dentures 
Chikahiro Ohkubo 
Department of Removable Prosthodontics, 
Tsurumi University School of Dental Medicine

　歯科治療を希望する患者さんは , う蝕 , 欠損の
症例に審美性 , 機能性 , 生体親和性の優れた MI
医療材料を望んでいる . 口腔内は，敏感かつ繊
細であり，咀嚼や会話を行う環境下であること
など，バイオマテリアルを用いる補綴装置（人
工臓器）が機能するには過酷な状態である．
　最近の審美修復に臨床応用されている高強度
ハイブリッド型コンポジットレジンは , 臼歯部
クラウンに臨床応用されてから 20 年経過し , 高
い評価を得ている . しかしこの材料担体で臼歯
部ブリッジとして応用するにはポンティック連
結部での破損が認められる . これまで金属のブ
リッジフレームに高強度ハイブリッド型コンポ
ジットレジンを前装して使用するのが現状であ
る . 
　そこで , 工業界で使用されているグラスファ
イバーに着目して , 金属代替材料としてグラス
ファイバーで補強する高強度ハイブリッド型コ
ンポジットレジンブリッジへの臨床応用を展開
している . ブリッジとして使用するには , 高強
度ハイブリッド型コンポジットレジン中に応用
するグラスファイバーがブリッジの補強材とし
て働くための支台歯 , 支台歯とポンティックの
連結部やポンティック基底面に設定するグラス
ファイバーの FEM による最適設計を行い , さら
にファイバーフレームの垂直補強量も調べた . 
　これらの情報をもとに , 高度先進医療に導入
されたグラスファイバー補強高強度ハイブリッ
ド型コンポジットレジンブリッジの臨床につい
て報告する .

　有床義歯のクラスプやバーには，12％金銀パ
ラジウム合金，コバルトクロム合金，ニッケル
クロム合金が健康保険適用金属となっている．
一方，金属床義歯としては，コバルトクロム合金，
純チタン，チタン合金，白金加金が使用されて
いる．この中で，チタンは最も後発の金属であ
り，臨床応用された当初は鋳造や研磨に多くの
課題があり，普及の妨げとなっていた．しかし，
幾多の基礎的，臨床的研究により鋳造方法や研
磨方法が確立され，現在では義歯フレームワー
ク材料としてその有効性が高く認知されている．
チタンは埋蔵量も多く，安定供給が望める元素
であり，軽量で耐食性に優れ，生体安全性が高
いという大きな特徴を有している．加えて，チ
タンはビーム吸収率が高く，熱伝導性が低いた
めレーザー溶接に適している金属である．レー
ザー溶接技術が飛躍的に向上した現在，レーザー
溶接はフレームワーク修理の第一選択肢となっ
ており，破折した鉤腕でさえレーザー溶接によ
り修理可能となっている．
　一方，高分子材料の発展も目覚ましく，審美
向上を目的に熱可塑性樹脂を利用したクラスプ
が急速に普及している．歯肉色のレジンクラス
プ以外にも，歯冠色をしたアセタルレジンクラ
スプは辺縁歯肉を覆わない従来の鉤腕形態の設
計が可能であり，疲労強度にも優れていること
が報告されており，義歯設計に配慮すれば金属
クラスプの代替材料となりうる可能性を有して
いる．
　本講演では，長期経過観察例からチタンクラ
スプやチタンバーに関する臨床上の問題点と有
効性を整理し，レーザー溶接によるチタン床義
歯のリフォームやチタンの表面改質を利用した
現在の取り組みを概説する．さらに最近話題と
なっているアセタルレジンクラスプを紹介し，
熱可塑性樹脂のクラスプへの応用を展望する．

トピックス
●チタンクラスプ
●チタンバー
●アセタルレジンクラスプ
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イブニングセッション１

イブニングセッション１　Evening Session 1

臨床イノベーションのための若手研究者の挑戦：
バイオマテリアル・エンジニアリングの新たな展開

Young Investigator’s Challenge -for clinical breakthrough and innovations-
New evolvement of biomaterial and bioengineering

座長
横山敦郎
北海道大学大学院歯学研究科口腔機能学講座
口腔機能補綴学教室
岡崎定司
大阪歯科大学欠損歯列補綴咬合学講座
Chairpersons
Atsuro Yokoyama
Department of Oral Functional Prosthodontics, 
Division of Oral Functional Science, Graduate 
School of Dental Medicine, Hokkaido University
Joji Okazaki 
Department of Removable Prosthodontics and 
Occlusion, Osaka Dental University

抗酸化アミノ酸誘導体を応用した
骨再生における生体材料の多機能化
山田将博
東京歯科大学有床義歯補綴学講座
Multifunctionalization of biomaterials for bone 
regeneration using small molecule compound
Masahiro Yamada
Department of Removable Prosthodontics & 
Gerodontology, Tokyo Dental College

　無機物，有機物，金属，およびこれらの複合材料から
なるバイオマテリアルの開発は，従来の補綴治療に大き
な変化をもたらしたが，タンパク質，細胞，遺伝子操作
を含めたバイオエンジニアリング技術の発展は，今後の
補綴臨床に新たなブレークスルーを起こすものと期待さ
れる．
　「バイオマテリアル・エンジニアリングの新たなる展
開」と題した本セッションでは，多くの応募者から選出
された 3 名のシンポジストにご登壇を戴く．
　山田正博先生には，「小分子化合物である抗酸化アミノ
酸誘導体」を有機および無機材料と複合することにより
開発した多機能性生体材料に関する研究成果をご報告い
ただくとともに，顎骨再生における生体材料に求められ
る機能について述べていただく．
　神野洋平先生には，骨増生に関する新術式（単回の薬
剤注射投与による無切開・非侵襲的骨増生）についてご
報告していただくとともに，「海綿骨を模倣する」という
コンセプトから開発された自己細胞侵入型骨補填材（ハ
イブリッド型骨補填材）についてご紹介いただく．
　土井一矢先生には，「十分に検証された既存の技術をハ
イブリッドさせた生体材料の開発」を目的とした連通多
孔性ハイドロキシアパタイトにポリリン酸を吸着した新
規人工骨についてご報告いただくとともに，核酸医薬に
よる骨形成・制御の試み，新規コンセプトであるインプ
ラント・アパタイト複合体についてご紹介いただく．
　3 名のシンポジストのテーマはいずれも骨形成に関す
るものであり，異なる観点と方法からの「骨形成の新た
なステージ」へ向けたアプローチは興味深く，若手研究
者による「補綴臨床のイノベーション」実現への一歩と
なることが期待される．

トピックス
●バイオマテリアル
●バイオエンジニアリング
●骨再生

　歯槽骨再生には，骨形成細胞の機能亢進だけでな
く軟組織の治癒促進や感染予防などが求められる．
それゆえ，それらを同時に達成し得る多機能性生体
材料が効果的と考えられる．今回，小分子化合物で
ある抗酸化アミノ酸誘導体を応用することで，既存
の骨生体材料を多機能化させることに成功した．
　様々な市販の有機および無機生体材料と，抗酸化
アミノ酸誘導体を混合した後，それら材料上へラッ
ト大腿骨由来骨芽細胞，歯肉線維芽細胞もしくは歯
肉上皮細胞を播種し，細胞生存率，材料上への細胞
接着数，細胞増殖能および細胞機能発現レベルを評
価した．また，抗酸化アミノ酸誘導体含有材料上へ
ラット歯肉線維芽細胞もしくは骨芽細胞を播種した
後，創感染菌を添加し，播種細胞への感染程度を評
価した．さらに，ラット大腿骨骨欠損中へ抗酸化ア
ミノ酸誘導体を含有した骨生体材料を埋入し，周囲
骨形成程度を µCT および組織形態計測学的に評価
した．
　その結果，抗酸化アミノ酸誘導体は，生体材料の
細胞親和性亢進，毒性材料の解毒，創感染菌に対す
る感染抵抗性の獲得および骨芽細胞の骨形成能促進
がもたらすことが示された．また，抗酸化アミノ酸
誘導体を含有した材料周囲の骨再生は加速すること
が判明した．現在，抗酸化アミノ酸誘導体の新たな
機能を探索している．
　本セッションでは，抗酸化アミノ酸誘導体による
生体材料の多機能化の供覧を通じて，顎骨再生にお
いて生体材料に求められる機能を議論していき，補
綴前処置としての顎骨再生の新たなステージへと向
かう具体的な可能性に関して，科学的認識の共有を
図りたい．

トピックス
●多機能性化
●抗酸化医学
●骨移植材料

講演-市民公開講座.indd   96 2013/05/02   10:20:29



日補綴会誌　5・122回特別号，2013

― 97―

イブニングセッション１

新しい骨増生術式および骨補填材料の開発
─スタチンの局所投与─
神野洋平
九州大学大学院歯学研究院口腔機能修復学講座
インプラント・義歯補綴学分野
Development of the novel bone augmnentation 
technique and bone substitute materials -topical 
application of statin-
Yohei Jinno
Section of Implant and Rehabilitative Dentistry, 
Division of Oral Rehabilitation, Faculty of  
Dental Science, Kyushu University

　現在 , インプラント治療は , その安定した治療成績
により , 歯科治療において益々普及してきている . そ
れに伴い , 患者の治療に対する期待が増大しており ,
歯科医師はより難しい症例へのチャレンジが求めら
れている . より難しい症例とは骨量が不足している
症例であることが多く , 骨増生の重要性がさらに高
まってきている . 骨増生というテーマに対する我々
の 2 つのアプローチを紹介する .
　①現在の骨増生の術式（骨移植 , 上顎洞底挙上術
など）は , 難易度が高い場合が多く , 術者に高度な
技術が要求されるうえに , 患者の身体的負担も大き
い . そこで , 我々は骨増生の簡便化を目指し新術式
の開発を行っている . 今回は , 我々が開発した新術
式（単回の薬剤注射投与による無切開・非侵襲的骨
増生）を提案したい . 我々は長年 , 高脂血症治療薬ス
タチンの骨形成作用に関する研究も行っており多く
のデータの蓄積がある . 今回の新術式開発に至った
経緯についても解説する .
　②我々の研究室では ,“海綿骨を模倣する”とい
うコンセプトで骨補填材の開発も行っている . 再生
に必要な四要素として , 細胞 , 増殖・分化因子 , 足場 ,
血流がよく知られており , 海綿骨はすべての要素を
含んでいる . 我々は , 合成高分子化合物 (poly-L-lactic 
acid，polycaprolactone) をスタート材料とし , 海綿
骨を模倣した骨梁構造の再現（足場）に成功した . さ
らに , 無機材料との複合化により材料内への細胞お
よび血管侵入の効率化にも成功している（細胞 , 血
流）. 現在 , スタチン（増殖・分化因子）を用いるこ
とにより , 高い骨形成能を持った自己細胞侵入型骨
補填材（ハイブリッド型骨補填材）の開発も進めて
いる . その進行状況も紹介する .
　研究室から臨床の現場へ . このセッションを補綴
臨床のイノベーションへの突破口としたい .

トピックス
●骨増生
●骨補填材
●スタチン

補綴治療の向上に貢献する「十分に検証され
た既存の技術をハイブリッドさせたバイオマ
テリアルの創生」
土井一矢
広島大学大学院 医歯薬保健学研究院
先端歯科補綴学研究室
Development of predictable biomaterial  using 
hybridizing with existing technology
Kazuya Doi
Advanced Prosthodontics Applied Life Sciences 
Institute of Biomedical & Health Sciences 
Hiroshima University

　骨量の減少は補綴装置の支持不良や審美性の低下
を招き，骨質の低下はインプラント治療における即
時荷重の可否や予後に対する懸念要因となる．
これらの問題を解決するため生体親和性が高く，骨
治癒を促進させ，供給へのハードルが低い，などの
要件を満たす生体材料の開発が望まれている．
　そこで，我々は「十分に検証された既存の技術を
ハイブリッドさせた生体材料の開発」が早急な解決
手法の一つと考え，連通多孔性ハイドロキシアパタ
イト (IP-CHA) を用いた新規生体材料の開発に取り
組んでいる．この IP-CHA は骨伝導能に優れるもの
の，それ自体には骨形成促進作用を有していない．
そこで古くから食品添加物として知られるポリリン
酸に着目した．ポリリン酸は鎖長構造を中鎖型とす
ることで bFGF の作用および骨芽細胞の石灰化を促
進させる機能が知られている．この中鎖型ポリリン
酸を IP-CHA に吸着させた新規人工骨を作製し検討
を行ったところ，25％濃度以上の中鎖型ポリリン酸
を吸着させた人工骨は，ラビット大腿骨での埋入試
験において有意に骨形成を促進させた．また，イヌ
顎骨部に設定したインプラント周囲骨欠損部におい
ても新規人工骨は骨形成を促進させた．これらの結
果より，GBR 用生体材料としての臨床応用が期待で
きている．今後，インプラント周囲炎および骨粗鬆
症に対する効果的な治療法の確立がより一層望まれ
る．これらに対する我々のアプローチとして，核酸
医薬による破骨細胞を標的とした骨形成・制御の試
み，また新規コンセプトであるインプラント複合体
の開発などについて紹介したい．以上より，補綴治
療の向上に貢献する生体材料の創生に向けて，これ
までの取り組み，残されている課題から今後の展望
についての提言を行いたい．

トピックス
●連通多孔性ハイドロキシアパタイト
●中鎖型ポリリン酸
●核酸医薬
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イブニングセッション２　Evening Session 2

臨床イノベーションのための若手研究者の挑戦：
治療，検査法の新たな展開

Young Investigator’s Challenge -for clinical breakthrough and innovations-
Towards Developments of New Therapeutic and Examination Methods

座長
山森徹雄
奥羽大学歯学部歯科補綴学講座
服部佳功
東北大学大学院歯学研究科加齢歯科学分野
Chairpersons
Tetsuo Yamamori 
Department of Prosthetic Dentistry, Ohu 
University School of Dentistry 
Yoshinori Hattori 
Division of Aging and Geriatric Dentistry, 
Tohoku University Graduate School of 
Dentistry

機能画像を利用した新しい顎口腔機能検査の
可能性
〜mfMRI による咀嚼筋活動の 3次元解析〜
山口哲史
東北大学大学院歯学研究科加齢歯科学分野
Pos s i b i l i t y  o f  a  n ew  exam in a t i o n  o f 
stomatognathic function by using functional 
imaging ～3-dimensional analysis of masticatory 
activity by mfMRI ～
Satoshi Yamaguchi
Division of Aging and Geriatric Dentistry, 
Tohoku University Graduate School of 
Dentistry

　多くの分野において，テクノロジーの発展は作業の効
率化やアウトカムの高度化を導いてきた．これは歯科補
綴学領域でも例外ではなく，診療技術の革新は補綴臨床，
ひいては歯科臨床全体の進展に寄与してきた．そしてこ
れらの技術革新は，研究者の新たな発想に基づく研究に
端を発し，臨床応用に向けた努力の積み重ねによって達
成されてきた．
　本セッションでは，検査法や治療法に関する新技術の
開発に取り組んでこられた３名の講師に，現在までの研
究成果と今後の展望をご発表いただく．徳島大学大学院
の渡邉　恵先生のご講演は，「皮膚免疫機構を利用した金
属アレルギー検査方法開発へのアプローチ」というテー
マで，アレルギー発症部位の上皮下に存在する樹状細胞
上における MAP キナーゼ経路を利用した新たな検査法
とその展開についてのご紹介である．東北大学大学院の
山口哲史先生には，「機能画像を利用した新しい顎口腔
機能検査法の可能性」とのテーマで，mfMRI を応用した
咀嚼筋活動解析法をご提示いただく．九州大学大学院の
熱田　生先生のテーマは「間葉系幹細胞治療によってイ
ンプラント周囲上皮封鎖性の向上は可能か？」であり，
MSC 治療のインプラント領域への応用可能性についてご
報告いただく．
　加えて，これら診療技術の革新を通じて今後の補綴歯
科治療がいかなる方向をめざすべきか，各自のビジョン
をお示しいただき，聴衆とともに歯科補綴領域の技術革
新と補綴歯科臨床の発展，展開をディスカッションした
いと考えている．
　本シンポジウムが新たな研究テーマの着想やネット
ワーク構築の機会となり，本学会が推進する診療技術の
革新に寄与できることを期待している．

　補綴歯科治療による咬合の変化は，咀嚼筋活動の
変化を介して顎口腔機能に影響を及ぼすと考えられ
るため，顎口腔機能の観点から補綴歯科治療の効果
を評価するうえで咀嚼筋活動解析が有用である．し
かし一部の咀嚼筋は深部に位置し，その筋内活動分
布も不均一であるため，従来の筋電図法では咀嚼筋
活動の全貌を捉える事は困難であった．我々はかつ
て，任意領域の糖代謝を定量評価する 18F-fluoro-
deoxy-glucose を標識薬剤に用いたポジトロン断層
撮影法（positron emission tomography: FDG-PET）
を咀嚼筋活動の評価に応用し，全咀嚼筋の活動様相
を 3 次元画像上で同時定量的に解析した．同法は下
顎側方運動における内・外側翼突筋活動の解明など
に成果を挙げたが，放射性同位元素による被曝を伴
うため，研究用途以外への応用には困難があった．
そこで我々は，FDG-PET と同様に撮像範囲内の筋
活動を同時定量評価可能でありながら被曝を伴わな
い方法として，骨格筋活動に伴う横緩和時間（T2）
の延長を筋活動の指標とする骨格筋機能的磁気共鳴
画像（muscle functional magnetic resonance image: 
mfMRI）を世界に先駆けて咀嚼筋活動評価に応用し，
歯列片側におけるガム咀嚼や噛み締めに伴う咀嚼筋
群の局所活動分布の可視化を実現した．同法の時間
分解能は低く，また筋活動に対してシグモイド曲線
状の変化を示すことが知られる骨格筋 T2 値の低活
動時における解釈にはなお議論の余地を残すもの
の，深部咀嚼筋活動の非侵襲的評価の可能性や，高
い空間分解能は，他法では実現困難な利点である．
　本シンポジウムでは，補綴歯科治療の治療効果の
評価や，顎関節症の咀嚼筋痛の客観的評価などに向
けた本法の応用可能性を議論したい．

トピックス
●補綴歯科治療における技術革新
●治療法，検査法の新たな展開
●補綴歯科治療がめざすべき方向性

トピックス
● MRI
●咀嚼筋活動
●顎口腔機能
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皮膚免疫機構を利用した金属アレルギー検査
方法開発へのアプローチ
渡邉　恵
徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
口腔顎顔面補綴学分野
Development of the new method of metal 
allergy testing
Megumi Watanabe
Oral and Maxillofacial Prosthodontics and Oral
Implantology, The University of Tokushima

インプラント周囲上皮封鎖性の向上を
目指した間葉系幹細胞治療
熱田　生
九州大学大学院歯学研究院 口腔機能修復学講座
インプラント・義歯補綴学分野
Mesenchymal stem cells application for 
improvement of peri-implant epithelial sealing
Ikiru Atsuta
Section of Implant and Rehabilitative Dentistry, 
Division of Oral Rehabilitation, Faculty of 
Dental Science Kyushu University

　金属アレルギーは歯科治療を困難にする疾患のひ
とつである．特に補綴領域では，修復材料として日
常的に金属を用いるため，金属アレルギー患者への
対応が避けられない．
　現在行われている金属アレルギー治療方法は，
パッチテストによる診断とアレルギー陽性金属の除
去および陰性材料への置換であるが，パッチテスト
は患者の肉体的・精神的負担を伴うため，より簡便
な方法があれば，そのほうがよい．
我々は，これまでにニッケルアレルギー発症モデル
マウスを開発し，分子細胞学的，病理学的なアプロー
チで病態解析を行ってきた．その結果，ニッケルア
レルギー発症部位の上皮下に存在する樹状細胞上で
MAP キナーゼ経路，特に MKK6/p38 経路に活性化
がみられることと，この経路の活性化を制御すると
アレルギーの病態自体も制御できることを見出し，
この経路の活性化がアレルギー反応特異的である可
能性を示した．
　また，金属アレルギーと相関があるといわれてい
る口腔扁平苔癬の患部を検索したところ，ニッケル
アレルギー陽性の口腔扁平苔癬患者口腔粘膜では，
ケラチノサイトや免疫系細胞上の TSLP の発現増強
を確認したが，アレルギー陰性の口腔扁平苔癬患者
の粘膜ではこれを認めなかった．
　皮膚や粘膜では，ケラチノサイト，ランゲルハン
ス細胞を含む樹状細胞，γδ T 細胞が相互に作用し
て免疫反応を起こしている．この相互作用に着目し
て新たな検査法，診断法を開発できないかと考えて
いる．そのためには抗原特異的反応はどうか，また
抗原をどのように同定するのかが今後の大きな課題
となる．
　本講演では，モデルマウス解析を中心とした我々
のこれまでの研究成果と将来の展望について報告す
る．

　現在インプラント治療は , 長年にわたる研究の結
果オッセオインテグレーションの獲得をほぼ達成し, 
優れた治療法として広く歯科医療に応用されてき
た . しかし近年になって報告される長期経過症例で
の臨床的トラブルはインプラント周囲炎を原因とす
ることが多く , 軟組織による封鎖性について改めて
注目されている .
　当研究室では , インプラント周囲での封鎖性向上
を目指し長年研究を続けてきたが , 今回新たな治療
法として間葉系幹細胞（MSC）を応用することとし
た . MSC 治療は組織再生を促す切り札として急速に
進歩した治療方法である . 多分化能や増殖能による
再生治療だけでなく , 免疫抑制能や細胞制御能など
による細胞治療としての役目を与え , 臨床応用への
期待が高まっている . 
　現在ではチタンインプラントへの上皮接着性に与
える MSC の効果を示すため以下のような実験をお
こなった . すなわち Wistar ラットに実験用インプラ
ントを埋入し , 別個体の大腿骨から採取した骨髄由
来 MSC を 1 週間後に尾静脈より全身投与した . その
後インプラント周囲の試料を経時的に採取しインプ
ラント周囲上皮形成過程や接着構造の量的相違を評
価した . さらにラット口腔粘膜上皮細胞と MSC と
共培養させ，起こる細胞変化を検討した . 結果とし
て MSC はインプラント周囲での創傷治癒や接着構
造の形成 , 培養上皮細胞の接着性や増殖性を著しく
促進した . これらより全身投与された MSC はチタ
ンインプラント周囲での上皮封鎖性を向上が示唆さ
れた .
　本研究は将来的に , MSC の歯科インプラント治療
への応用が周囲組織の再生促進 , 炎症の抑制 , さら
には軟組織との封鎖向上に大きく貢献することを期
待する . こうして得られた臨床的に優れた軟組織マ
ネージメントが , 高い機能性と審美性を維持出来る
インプラント治療の成功へ導く鍵となるかもしれな
い .

トピックス
●間葉系幹細胞
●インプラント周囲上皮
●上皮封鎖性

トピックス
●金属アレルギー
●診断法
● MAP キナーゼ

講演-市民公開講座.indd   99 2013/05/02   10:20:30



日補綴会誌　5・122回特別号，2013

― 100―

ラウンドテーブル・ディスカッション

座長
河相安彦
日本大学松戸歯学部有床義歯補綴学講座
池邉一典
大阪大学大学院歯学研究科
顎口腔機能再建学講座歯科補綴学第二教室
Chairpersons
Yasuhiko Kawai
Department of Removable Prosthodontics 
Nihon University School of Dentistry at 
Matsudo
Kazunori Ikebe
Department of Prosthodontics, Gerodontology 
and Oral Rehabilitation
Osaka University Graduate School of Dentistry

新谷　歩
ヴァンダービルト大学医学部医療統計学科
Round-table discussion: Q&A to learn medical 
statistics
Ayumi Shintani
Department of Biostatistics
Vanderbilt University School of Medicine

　本学会員の大多数は，歯科医師であり，臨床医である．
しかし，研究機関に所属しながら，身近に相談できる統
計学の専門家がいる環境は少ないと思われる．今回の講
師である新谷先生が所属されている Vanderbilt 大学は
60 余名の統計学の専門家が，研究の質を左右する研究計
画と統計学的方法，より現実的には，研究費を獲得でき
るのか，得られた研究成果を論文という形で世に出せる
のか否かの鍵を握る臨床・基礎研究を大学内でサポート
している．しかし，今更，境遇の違いを嘆いても始まら
ない．我々にとって重要なのは，正しい知識を得ること，
そして基本に忠実な対応をする他ない．
　患者を対象とした臨床研究は，患者の状態が千差万別
で，質・量ともに理想的なサンプルが得られることはほ
とんどない．また，結果も個体差が大きく，外れ値や予
想外の分布を取ることが多い．何よりも，出てきた差異
が，注目している要因や介入によるものか？　あるいは
その他の要因によるものなのか？もはっきりしない．
　この様な不揃いな臨床サンプルを用いて，査読者を納
得させられる論理的な結論を導くために，統計学的手法，
いや，もっと遡って研究計画の段階でどのようなことを
考え，さらに分析の段階でどのように対応すればよいの
だろうか？ 
　今回は，会員の応募の中から，新谷先生には３題の質
問を選択していただいた．いずれも先生がよく受ける質
問，査読で気になる部分であると思われる．本ディスカッ
ションは，日ごろ疑問を感じている研究者が，自分の声
で質問し，直接ご回答をいただく予定としている．

質問 1．変数変換について
氏名：高岡亮太
所属：大阪大学大学院歯学研究科顎口腔機能再建学講座
　　　クラウンブリッジ補綴学分野
質問 2．	階層的重回帰分析における変数の選択法につい

て
氏名：武下　肇
所属：大阪大学大学院歯学研究科顎口腔機能再建学講座
　　　歯科補綴学第二教室
質問 3．	ランダム化比較研究における傾向スコア解析に

ついて
氏名：笛木賢治
所属：東京医科歯科大学部分床義歯補綴学分野

　私が所属するヴァンダービルト大学病院では
基礎臨床研究者，学生など誰でも気軽に立ち寄
り統計についてフリーディスカッションする統
計クリニックを毎日開催しています．　これは
統計に対する研究者の生の声が聴ける大変貴重
な機会を私たち統計家にも与えてくれます．　
今回多くお寄せいただいた中から以下の３つの
質問に的を絞り，学会員の皆様が日頃疑問に思っ
ている統計に関する質問について楽しくフリー
ディスカッションします．
質問１：変数変換
　t 検定などのパラメトリック検定法はデータ
が正規分布のときには有効であるが多くの歯学
データは分布の歪みのため，log 変換などの数学
変換を行う．どんな変換が可能か，変換後の結
果の解釈はどうするのか，正規性を必要としな
い検定方法は有効であるか．
質問２：重回帰分析における変数の選択法
　非ランダム化比較研究では，背景因子の偏り
から起こる交絡を効果的に調整することが重要
である．ロジスティック，コックスなどの回帰
分析は交絡の効果的な補正法として頻用されて
いるが，その正しい使い方はあまり知られてい
ない．　多変量回帰分析に加える変数の正しい
選択法が存在するのか．
質問３：傾向スコア
　多変量回帰分析に続いて，最近広く用いられ
るようになった傾向スコアによる交絡因子の調
整法について，その算出法，調整因子の選択方
法，マッチング法や，回帰分析による補正法など，
その使用法，コンセプトについて．

ラウンドテーブル・ディスカッション　Round- table discussion

医療統計攻略のためのQ&A
Q&A to learn medical statistics

トピックス
●統計クリニック
●変数変換
●多変量回帰分析
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市民フォーラム

市民フォーラム　Public Forum

『「噛む」命の臨床，義歯を語る』
Bite and Chewing will prolong the elderly's healthy life.  

The soulful denture treatment

座長
川良美佐雄
日本大学松戸歯学部顎口腔機能治療学講座
Chairperson
Misao Kawara
D e p a r t m e n t  o f  O r a l  F u n c t i o n  a n d 
Rehabilitation, Nihon University School of 
Dentistry at Matsudo

河原英雄
九州支部
Bite and Chewing will prolong the elderly's 
healthy life.  The soulful denture treatment
Hideo Kawahara
Kyushu Branch

　講師の河原英雄先生は，「超高齢社会における
歯科の社会貢献は，噛める入れ歯をつくること
だ」とおっしゃっています．そして，多くの義
歯が食事に使われていないことも挙げられてい
ます．医科歯科連携，多職種連携によるリハビ
リテーションの到達目標は経口摂取できること
ですが，実際には簡単ではありません．義歯を
使うことが難しい身体的状況にあっては，義歯
以外による栄養摂取が必要となり，その判断も
また歯科医師の仕事なのです．ではいつ貢献で
きるのか？それは，元気なうちに噛める義歯を
提供できるかどうかであり，しかも永年にわたっ
て使っていただける義歯にするという，これま
でよりも義歯のライフスパンを長く考えること
が要求されてくるのではないでしょうか．それ
らを豊富な経験から教示していただける良い機
会だと思います．

　日本では 75 才以上の無歯顎者の割合は男
27,7%，女 34,2%（2005 年実態調査）です．今で
は総義歯について大学教育でも研究者の集まる
学会でも主題となることは滅多にありません．
高齢者の生きる喜びを支えるのは「食べること」

「語らうこと」以外にないといってもいいのに，
私たち歯科医は高齢者がおいしく食べられるた
めの医療を十分提供できているでしょうか？
　保険診療で快適に機能する総義歯を提供する
ことができずに歯科医療のほんとうの価値を国
民に知ってもらうことはできないと思います．
歯科臨床の現場をあずかる私たちは高齢者の暮
しを支える医療の実現に幾ばくかの力を注ぐべ
きではないかと考え，あえて発表させていただ
きます．

トピックス
●認知症
●栄養
●若返り
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ランチョンセミナー１・２

ランチョンセミナー 1
マイクロスコープがもたらす歯科治療の変化
北村知昭
九州歯科大学　口腔保存治療学分野
Microscope Brings Changes in Dentistry
Chiaki Kitamura, DDS, PhD
Kyushu Dental  Univers ity ,  Divis ion of 
Endodontics and Restorative Dentistry

　歯科医療では微細構造を正確に把握する能力
と高精度な治療を行うスキルが要求される．歯
科医師はこれらの能力を修得するため日々ト
レーニングを重ねている．一部の歯科医師は熟
練とともに知識・スキルが向上し，肉眼では見
えない微小構造を把握できるようになる．一方
で，多くの歯科医師は臨床において微細構造を
肉眼で把握することに限界を感じている．診断
時に微細な変化を見逃してないか，確実な修復
処置が行えたのか，根管を見逃しているのでは
ないか，フィニッシングラインを美しく仕上げ
ることができたのか等，患者を大切に思う程，
肉眼で確認できない部分にストレスを感じてい
る．また，患者の歯科医療に対する意識・知識
も向上しており，「そちらでは顕微鏡を用いた治
療をしていますか？」 という問い合わせが増え
ているのが現状である．
　近年，高精度の歯科治療を可能にする顕微鏡

（マイクロスコープ）の有用性が認識されてき
た．マイクロスコープというと歯内治療のイメー
ジが強いが，「Microscope Enhanced Dentistry」
という言葉に表現されているように歯科医療の
あらゆる場面でその効果を発揮する．肉眼では
わからなかった微小な変化（歯の破折や狭小な
根管等）の検出や，より適合性の良い審美的な
修復・補綴治療が可能になる．最近では新規開
業する歯科医師の多くも開業当初からマイクロ
スコープ導入を検討するようになっている． 
　本セミナーでは，主にマイクロスコープ導入
によって得られる効果について概説し，マイク
ロスコープは特別な道具ではなく歯科医療の精
度を上げる「便利な道具」であることをお伝え
したい．加えて，最近登場したレジン系シーラー
を通して，マイクロスコープ同様に歯科治療に
とって必須の接着についても言及したいと考え
ている．

トピックス
●マイクロスコープ（歯科用顕微鏡）
●高精度な歯科治療
●レジン系シーラー「メタシール Soft」

トピックス
●抜歯即時
●初期固定
●表面性状

ランチョンセミナー 2
ジェネシオプラスを用いた抜歯即時埋入の臨床
吉永　修
医療法人社団徳治会吉永歯科医院
The clinical case of Immediate Implant 
Placement by GC Implant GENESiO　Plus.
Osamu Yoshinaga
Yoshinaga Dental Clinic

　インプラント治療のエビデンスが確立され，
予後良好な長期経過を経験するようになった．
さらに，各社がインプラントの形態・表面性状
を進化させ，術式をシンプル化させることによ
り，患者のリスク（腫脹・疼痛・手術回数の減少）
の軽減が図られている．
　しかし，歯科治療のメインテナンスは，患者
依存型であり，患者の口腔内に対する意識によ
り原則的に予後が左右される．患者は口腔周囲
に違和感がなく快適な状態が継続すると，5 年，
10 年経過するうちにメインテナンスの重要性の
認識が薄れ，通院しなくなることが多い．
　埋入直後の感染はインプラント成否に関する
問題である．しかし，この感染に対する対応は
現在ではほぼ解決されている．今後，我々が対
象としなければならないことは，天然歯同様に
長期経過しているインプラント治療に対し，い
かに骨吸収を生理的範囲内に維持するかという
ことである．
　しかしながら，現状はインプラント周囲炎，
アバットメントのスクリューの破折，インプラ
ント体の破折などに直面するのが日常の臨床で
ある．私の臨床でもこれらのトラブルの対応に
日々悪戦苦闘している．
　抜歯即時埋入手術で重要なことは，第一に感
染源の除去，第二に確実な初期固定である．ジェ
ネシオプラスはインプラント体先端部のカッ
ティングエッジが改良され，初期固定が得やす
くなった．そのため，埋入開始後早い段階で初
期固定が得られ，大きな骨欠損がある症例にお
いても，先端部による初期固定を得ることがで
き，抜歯即時埋入に適している．また，表面性
状も改良され，血小板トラップ能が向上し，骨
統合能も従来の製品より向上している．そのた
め，大きな骨欠損がある症例においても，先端
部による初期固定を得ることができ，抜歯即時
埋入に適している．
　今回は，患者のリスク軽減を目的とした抜歯
即時埋入，インプラント周囲炎によるインプラ
ント除去即時埋入を GC 社のジェネシオプラス
を用いておこなった症例を報告する．
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ランチョンセミナー３・４

ランチョンセミナー 3
メタルフリー修復最前線
三浦宏之
東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科摂食
機能保存学分野
The front line of metal free restorations
Hiroyuki Miura 
Department of Restorative Sciences, Division of 
Oral Health Sciences, Graduate School, Tokyo 
Medical and Dental University

　近年，患者さんの審美的要求やアレルギー回
避の観点から，口腔内からメタルを一掃しよう
とする試みが，様々な高強度セラミックスの開
発や装着術式の発展と相まって，多くの臨床に
取り入れられ，高い関心を集めています．
　メタルフリー修復については，従来のオール
セラミッククラウンでは強度的に不安を抱いて
いる臨床家も多く，審美補綴においてもメタル
ボンドクラウンが多くの症例で使用されている
のが現状です．材料の改良により高強度のアル
ミナ系材料が開発され，さらに CAD/CAM に
よる加工精度の向上により，より高強度のジル
コニア系材料が使用可能となり，オールセラミッ
ク修復物の強度に対する信頼性も大きく向上し
てきました．生体親和性が高く，高強度なジル
コニアは，クラウンブリッジはもとより，イン
プラントのフィクスチャー，カスタムアバット
メントにまで広く用いられています．最近では，
歯科においても CAD/CAM，光学印象などのデ
ジタル技術が盛んに導入され，クラウン，ブリッ
ジ等の補綴装置の製作法において，バンドクラ
ウンから鋳造冠に代わった昭和 30 年代同様の一
大変革期を迎えています．
　そこで，本講演ではメタルフリー修復の現状
と将来の展望についてお話をさせていただくと
ともに，メタルフリー修復を成功に導くための
各臨床ステップにおけるポイントについてもお
話をさせていただきます．
　また，昨年天然歯以外の被着体に有効な前処
理材「トクヤマ　ユニバーサルプライマー」が
トクヤマデンタルより発売されたので紹介させ
ていただきます．　　
　明日からの臨床にお役にたてればと思います．

トピックス
●メタルフリーレストレーション
●デジタルデンティストリー
●メタルフリー修復を成功に導くポイント

トピックス
● CAD/CAM
●オールセラミッククラウン
●ジルコニアクラウン

ランチョンセミナー 4
クラウンブリッジの新しい選択肢セルコン 冠
小林　平
日本大学松戸歯学部クラウンブリッジ補綴学講座
The new choice of a crown bridge, Cercon  crown  
Kobayashi Taira
Department of Crown Bridge Prosthodontics 
Nihon University Shool of Dentistry at Matsudo

　近年，Computer Aided Design/Computer Aided 
Manufacturing (CAD/CAM) の歯科領域への応
用により，熟練の技工士に頼っていた操作が簡
略化され，またさらなる技術開発によって適合
精度も向上し，歯冠修復治療における修復材料
の臨床的選択基準が大きく変化している．
　メタルセラミッククラウン（陶材焼付鋳造冠）
は長期的な予後において優れた方法であるが，
金属を使用するため，オペーク陶材でマスキン
グの必要があり，入射光が反射，散乱する割合
が多くなり，天然歯のような色調の再現は難し
いという欠点を有している．
　これらの欠点を補うべくして開発されたオー
ルセラミッククラウンは，最近ではジルコニア
を応用することにより，適度な破断強度を得る
ことが出来るようになり，従来のメタルセラミッ
ククラウンと同様に，臼歯部のクラウンやロン
グスパンのブリッジにも応用可能で，リムーバ
ルノブの付与により仮着も容易となった．しか
しジルコニアと陶材の結合は主に機械的な勘合
であるとされ，組み合わせる陶材と処理方法に
は注意が必要である．一方，ジルコニアは白い
金属とも言われ，高強度，高靭性で耐蝕性が高く，
プラークの付着の少ない生体不活性の材料であ
る．工業界では，低温劣化で経時的な変化によっ
て物性が低下するとされるが，口腔内環境で同
等の変化を起こすことはまずないと考えられる
ため，歯科領域では安定した材料であるといえ
る．
　新しく開発された DENTSPLY 社製セルコン ht
で製作するセルコン 冠は，1200MPa の高強度
を持ち，従来のジルコニアより高い光透過性を
有する，３種類の半透明のジルコニアブロック
を使用することにより，陶材を築盛することな
く同一の素材で補綴装置の製作が可能となった． 
今回のランチョンセミナーでは，セルコン 冠
の特徴と臨床応用の注意点等について述べさせ
ていただきます．
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ランチョンセミナー 5
インプラント療法におけるCBCTの活用
小宮山	彌太郎
東京都支部
Utilization of CBCT in implant dentistry
KOMIYAMA, Yataro
Tokyo branch, Japan Prosthodontic Society

　今日のオッセオインテグレーションを礎とす
るインプラントがわが国に導入されてから，早
くも 30 年が経過する．この療法が優れた一選択
肢として周知され，急速に普及しつつあること
も事実である反面，安易な取り組みにより多く
の問題点も露呈しつつある．死亡事故にまでは
いたらなくとも患者に苦痛を与えている報告が
増えている現実をどのように捉えたら良いので
あろうか．
　術前に多くの資料を入手し，それを精査した
上で慎重な治療計画を立案するならば，長期間
にわたり好ましいが得られやすい治療法である
ことは知られてきた．近年の診断機器の進歩は，
患者への安全で確実な治療の提供に寄与し，歯
科医療従事者側には安心をもたらしてくれる．
　硬組織の描写に重きを置いたコーンビーム
CT（フラットパネル CT）は，多くの情報を与
えてくれ，歯科治療を大きく前進させている．
これまでの２次元的なものから３次元的なもの
への変化は，想像以上に大きく，インプラント
療法を前提としたものだけに止まらず，従前の
一般的な歯科治療に大きな影響を与えもする存
在と言える．世の中では，“最新のものが最善”
と表現されることがあるが，中には十分な煮詰
めが無いまま市販されて，いつの間にか消え去
る製品も多い．しかしながら，CBCT は日常臨
床の場で不可欠のものとなりつつあり，これを
無視する時代は過ぎ去ったといえる．保険点数
の対象になるから，あるいは CT を保有してい
ることをアピールすることが集患に役立つから
といった考え方が先に立ち，精度が低くても価
格が安いということだけに目を向けるならば，
場合によってはご自身を追い込むことになるか
もしれない．

トピックス
●コーンビーム CT
●インプラント療法
●好ましい臨床成績

トピックス
●総義歯
●咬合
●印象

ランチョンセミナー 6
落第点をとらない総義歯治療
〜私の考える総義歯吸着のポイント〜
前畑　香
ナカエ歯科クリニック
Complete Denture treatment that takes no 
failing grade 
～ The　point　of suction denture ～
Kaori Mehata
Nakae dental clinic

　近年における日本経済の低迷と超高齢化社会
の背景により，義歯治療の要求は高まっている
と考えられる．しかし，加齢現象や全身疾患の
影響だけではなく，長期にわたり重度歯周疾患
に罹患した歯牙を保存した結果，著しい骨吸収
が認められる症例が増加しており，義歯作製に
おける顎堤条件は悪くなっている．また，現在，
日本国内で市販されている義歯床用粘膜調整剤
の昨年度年間売り上げ個数は 1600 万個（約 153
億円）（大手医薬品メーカー 3 社電話回答による
筆者独自調査）を超えており，義歯装着者が多
い現状だけではなく，義歯装着者が義歯床用粘
膜調整剤を購入している理由として義歯に何ら
かの問題を抱えていることを物語っている．
　患者の満足度が高い総義歯は，咀嚼・嚥下・
発音の機能回復がなされたものである．総義歯
作製において，完成義歯が失敗に陥る要因は，
義歯作製過程のエラーの積み重ねであると考え
る．そのため，印象採得を失敗すると，後の咬
合採得・人工歯配列・試適・完成義歯装着で，
そのエラーは歪みとして蓄積し，義歯作製が困
難になることが想定される．
　昨今，諸先生方により様々な総義歯治療法が
紹介され，総義歯の顎堤吸着の概念が発表され
ているが，吸着を考慮した総義歯作製は，解剖
学的ランドマークを含めた印象採得と咀嚼筋及
び口腔周囲組織との調和をはかるように設定し
た義歯床辺縁形態，そして咬合の与え方にある
と考える．しかし，総義歯は『吸着しているか
ら良い』『吸着していないから悪い』ではなく『咀
嚼・嚥下・発音の過程において，義歯が安定し
ている』ことが重要である．総義歯の顎堤吸着は，
義歯の維持・把持・保持だけではなく，義歯作
製過程におけるエラーを見つけ出す現象として
利用することを提案するとともに，日常臨床で
行う総義歯作製における吸着のポイントを示し
たい．

ランチョンセミナー５・６
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*
**

*
** VBL

Relationship Between Risk of the Developing Atherosclerosis and Relative Factors of Masticatory Ability in 
Urban Japanese Population-The Suita Study- 

Kida M Ono T Yoshimuta Y Kokubo Y* Takemura K Kosaka T Sakagami J,  Maeda Y Nokubi T** 
Department of Prosthodontics, Gerodontology and Oral Rehabilitation, Osaka University Graduate School of Dentistry
*Department of Preventive Cardiology,National Cerebral and Cardiovascular Center ** Development Center for Evaluating 
Masticatory Function, Venture Business Laboratory, Office for University-Industry Collaboration, Osaka University

2009 3

intima-media thickness, IMT
IMT 1,2)

IMT

20 6 24 3

1484 50~79
650 834 66.9 7.8

CPI Eichner
30

2
19

Eichner B C
25

IMT

HDL
BMI

3
PASW Statistics 18

5%

P=0.019
P=0.046 P=0.002

IMT

IMT
50~70

1) Lockhart PB, Bolger AF, Papapanou PN et al. 
Periodpntal disease and atherosclerotic vascular 
disease: does the evidence support an independent 
association?: a scientific statement from the 
American Heart Association. Circulation. 2012; 
125: 2520-44. 

 2) Thomopoulos C, Tsioufis C, Soldatos N et al. 
Periodontitis and coronary disease:a questioned 
association between periodontal and vascular 
plaques.Am J Cardiovasc Dis. 2011; 1: 76-83. 

HDL BMI

IMT P<0.05
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Development of a quantitative test for candy-sucking function in dementia elderly 

Tsuchioka H Higa C Hesaka A Mori T Maruyama M Yoshikawa M Tsuga K Akagawa Y 
Advanced Prosthodontics, Applied Life Sciences, Hiroshima University Institute of Biomedical & Health 
Sciences

1
40 20 20 22 29

1
3

ChupaChups® ChupaChups
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H B
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CC 5 CC-5 HBC 2 HBC-2 3

2
40 20

20 22 29 293
84 209 65 92

68 19
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5
1)

3

32 6 26 78 99
 HBC-2

MMSE

1 CC-5 1.40 0.25
g/min CC-2 1.52 0.30 g/min HBC-2 1.12

0.23 g/min
0.757 0.843

2 CC-5
1.41 0.30 g/min 1.39 0.19 g/min

1.18 0.31 g/min 1.08 0.27 
g/min 0.83 0.27 g/min

0.81 0.26 g/min

P < 0.05 CC-5

3
17

7 2

MMSE 11 MMSE
1 10 12 9

 1) Hayashi R, Tsuga K, Hosokawa R. et al. A novel 
   handy  probe for tongue pressure measurement. 

     Int J Prosthodont 2002; 15: 385-388. 
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* *

*
Covariance Structure Analysis to Relation between Oral Status and Arteriosclerosis through Nutrition 
-SONIC (Septuagenarians, Octogenarians, Nonagenarians Investigation with Centenarians) Study- 

Kagawa R, Ikebe K, Inomata C, Tada S, Okada T, Takeshita H, Uota M, Mihara Y, Kitamura M*, Murakami 
S*, Maeda Y. Department of Prosthodontics, Gerodontology and Oral Rehabilitation, *Department of 
Periodontics, OsakaUniversity Graduate School of Dentistry 

1)

70 300 ( 144 156 )
Eichenr

( )
A B1-3 B4 C 3

3
1.1

(BDHQ)

5

44 ( 67 33 )

60 20 20
17 37 46

(OR=1.97)
(Healthy pattern)

Healthy pattern
(OR=0.71)

( )

 1) Hung HC, Colditz G, Joshipura, KJ. The 
association between tooth loss and the self-
reported intake of selected CVD-related nutrients 
and foods among US women. Community Dent 
Oral Epidemiol 33: 167-173, 2005.

( )
( ) ( )
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Identification of osteogenic-inducible compounds using a chemical compound liblary 

Fukuyasu S, Egusa H, Yatani H 
Department of Fixed Prosthodontics, Osaka University Graduate School of Dentistry 

BMP2 PDGF

1)

GFP

96 well
BMP2

Phenamil Resveratrol Harmine
7

GFP
14

ALP
1,280

LOPACK1280

SIGMA
MC3T3-

E1 mBMSC
iPS miPSC

ALP RT-PCR
von Kossa

30 g
21

HE CT

GFP
ALP BMP2

LOPACK1280

152
GFP 11 ALP

P 0.05
GFP ALP

Leflunomide Lef LFM-A13 1-(5-
isoquinolinylsulfonil)-3-metylpiperazine

MC3T3E1
mBMSC miPSC

ALP Osterix BSP
Osteocalcin

P 0.05
Lef

P 0.05 P 0.01
P 0.001

Lef

 Leflunomide 30 g/site

1) Egusa H, Saeki M, Fukuyasu S et al. A small-
molecule approach to bone regenerative medicine in 
dentistry. J Oral Biosci 2010; 52:107-118. 
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1 2 3, 1,4 3 2 5, 
5 6 1, 7 1, 4, 7 

1 2 3 4
5 6

7
Generation of a fully functional bioengineered dental implant formed periodontal tissue. 

Oshima M1, Nakajima K2,Inoue K3, Ogawa M1,4, Yamamoto T3, Inoue T2, Isobe T5, Tachikawa T5, 
Kasugai S6, Saito M1,7, Tsuji T1, 4, 7 
1Res. Inst. for Sci. & Tech., Tokyo Univ. of Sci., 2Dep. of Clin. Pathophysiology of Tokyo Dent. Col., 3Div. 
of Orthod. and Dentofac. Orthop., Grad. Sch. of Dent, Tohoku Univ., 4Organ Technologies Inc., 5Dep. of 
Oral Pathology, Showa Univ. Sch. of Dent., 6Oral Implantology and Regenerative Dental Medicine Grad. 
Sch., Tokyo Med. and Dent. Univ., 7Fac. of Indus. Sci. & Tech., Tokyo Univ. of Sci. 

1,2)

HA

CT

1.

HA
HA

2.

Csf-1 mRNA
Osteocalcin

mRNA

c-fos

3.

 1) K. Nakao et al., Nat Methods 2007; 4: 227. 
 2) M.Oshima et al., PLoS ONE 2011; 6(7): e21531. 
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Emilio S. Hara

Identification of Mesenchymal Stem Cells from Glanulation Tissue in Dental Socket. 

Nakajima R, Ono M, Sonoyama W, Oida Y, Hara ES, Kuboki T 
Department of Oral Rehabilitation and Regenerative Medicine 
Okayama University Graduate School of Medicine, Dentistry and Pharmaceutical Sciences. 

3

dog Bone Marrow Stem 
Cells : dBMSCs

dog Dental Socket 
Derived Cells : dDSDCs

dDSDCs
in

vitro
-TCP

1)

UPCell® dDSDCs

-TCP 8

dDSDCs dBMSCs

dBMSCs
dDSDCs

dBMSCs
CD29 CD44 CD90 CD271

CD34 CD45
in vitro

dDSDCs

dBMSCs -TCP

dDSDCs

dDSDCs

 1) Tsumanuma Y, Okano T, et al. Comparison of 
different tissue-derived stem cell sheets for 
periodontal regeneration in a canine 1-wall defect 
model. Biomaterials 2011; 32: 5819-5825.
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3
* **

*
**
Cyclic Mechanical Pressure Enhances Terminal Differentiation of Oral Keratinocytes in a 3D Normal Oral 
Mucosa Model 

Shiomi A, Izumi K*, Egusa H**, Nomura S 
Division of Comprehensive Prosthodontics, *Division of Oral Anatomy, Niigata University, ** Department 
of Fixed Prosthodontics, Osaka University 

1)

2)

3 (3D
oral mucosa model, 3DOMM)

EpiLife(0.06mMCa++) 10%FBS DMEM
Carlson MW

3) I

7 10%FBS DMEM

4
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3DOMM
(0.28mHz 50kPa)

7
3DOMM 4%
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CK10/13, Involucrin, Filaggrin, Loricrin, 
Caspase 14, Suprabasin , (Integrin 1, 

6, E-cadherin), (c-myc, Foxn-1)
p63

H-E

CK10/13, p63 , /

Ki-67

3DOMM

Foxn-1

1) Watson IB, MacDonald DG. Oral mucosa and 
complete dentures. J Prosthet Dent 1982; 47: 133-
140.

 2) Jani RM, Bhargava K. A histological comparison 
of palatal mucosa before and after wearing 
complete dentures. J Prosthet Dent 1976; 36: 254-
260.

 3) Carlson MW, Alt-Holland A, Egles C, Garlick JA. 
Three-dimensional tissue models of normal and 
diseased skin. Curr Protoc Cell Biol. 2008 Dec; 
Chapter 19: Unit 19.9. 

H-E (Filaggrin, FOXN-1) 
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* *

Development of a rechargeable infection responsive antifungal denture material using small molecule 
compounds. 

Watamoto T, Egusa H*, Yatani H*, Sawase T 
Department of Applied Prosthodontics, Nagasaki University Graduate School of Biomedical Sciences 
* Department of Fixed Prosthodontics, Osaka University Graduate School of Dentistry 
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C. albicans

1)
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250 M CV-3988 C. 
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3988

CV-3988

2.5 0.4mm
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1) Cao Z, Sun X, Yeh CK, Sun Y. Rechargeable 
infection-responsive antifungal denture materials. J
Dent Res 2010;89(12):1517-21. 
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Assessment of the cognitive distortion of pain in chronic TMD patients using quantitative sensory testing 

Fukuda S, Ishigaki S, Uno K, Yatani H 
Osaka University Graduate School of Dentistry, Department of Fixed Prosthodontics 

1)
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0.670 0.767 TMD V3 FA
0.709 0.685

1
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P=.005~.043

TMD

FA r=0.673 P<.001
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r=0.476 P<.001 FA
TMD V3

r=0.305 P=.001 FA r=0.324
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1) Merskey H, Neds B. Classification of chronic pain: 
descriptions of chronic pain syndromes and 
definitions of pain terms. IASP Press, Seattle, 
209-14, 1994 
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Diagnostic assessment of  the level of treatment difficulty in new patients who need  prosthodontic 
treatment and treamtment experience of their dentists 

Takaesu Y Katafuchi M Nitta S Tokutomi K Inoue H Matuura T Sato H 
Section of Fixed Prosthodontics, Department of Oral Rehabilitation, Fukuoka Dental College  

 1) 

 2)   Kuboki T, Ichikawa T, BabaK et al. A multi-
centered epidemiological study evaluating the 
reliability of the treatment difficulty indices 
developed by the Japan Prosthodontic Society. 
Journal of Prosthodontic Research 2012;56:71-86. 

3)  McGarry TJ et al. Classification System for Partial 
Edentulism. J Prosthodont 2002;11(3):181-193 
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1

Adaptation of denture based resin with investing method of silicone. 

Katayama N, Nishigawa M, Takahashi M, Mizuhashi F, Koide K 
Department of Removable Prosthodontics, The Nippon Dental University School of Life Dentistry at Niigata

1,2)
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1)

 1989
33 1501-1511

2) Maruo Y, Irie M, Nishigawa G, Oka M, Minagi S, 
Suzuki K. Modified direct relining method 
produces an accurate adaptation of denture. Dent 
Mater J 2005; 24: 311-314. 
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A study on the efficiency of complete denture treatment 

Kawata D Sato Y Kitagawa N Shichita T Isshiki Y Ishikawa M, Sugiyama I Iijima H 
Department of Geriatric Dentistry Showa University School of Dentistry 
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* **

*
**
Basic Study focused on Fitness of Thermoplastic resin for Non-metal clasp denture 

Wada J, Fueki K, Yatabe M*, Hamaguchi J, Inukai S, Takahashi H** and Igarashi Y 
Removable Partial Denture Prosthodontics, Graduate School, Tokyo Medical and Dental University, *Tokyo 
Branch, **Oral Biomaterials Engineering, Department of Oral Materials Sciences and Technology, Faculty 
of Dentistry, Tokyo Medical and Dental University

1)
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(
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Tukey
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 1) 
QDT 2012 ; 37 (1) : 60-70. 

 2) 

 2009 ; 1 118  : 213. 
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* *

*
Safety evaluation of TiO2-coated acrylic resin by oral mucosa irritation test 

Tsuji M Ueda T Mori K Obata T Sawaki K* Kawaguchi M* Sakurai K 
Department of Removable Prosthodontics & Gerodontology, Tokyo Dental College 
*Department of Pharmacology, Tokyo Dental College 

1)

2)

3)

No.3
1000

5603S

PC
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PP
TP 4 5

12 2
4

24

0 4

PC
2

RP PP TP
0

1) Kado D, Sakurai K, Sugiyama T, Ueda T. 
Evaluation of cleanability of a titanium 
dioxide (TiO2)-coated acrylic resin denture 
base. Prosthodont Res Prac 2005;4:69-76. 

2) Arai T, Ueda T, Sugiyama T, Sakurai K. 
Inhibiting microbial adhesion to denture 
base acrylic resin by titanium dioxide 
coating. J Oral Rehabil. 2009;36:902-8. 

3) Amano D, Ueda T, Sugiyama T, Takemoto 
S, Oda Y, Sakurai K. Improved brushing 
durability of titanium dioxide coating on 
polymethylmethacrylate substrate by prior 
treatment with acryloxypropyl 
trimethoxysilane-based agent for denture 
application. Dent Mater J. 2010;29:97-103. 
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PMMA

* *

*
Effect of High-pressure polymerization on mechanical properties of PMMA denture base resin 

Murakami N, Wakabayashi N, Matsushima R*, Kishida A*, Igarashi Y 
Remobable Partial Denture Prosthodontics, Graduate School, Tokyo Medical and Dental University, *Material-
based Medical Engineering, Institute of Biomaterials and Bioengineering, Tokyo Medical and Dental University 
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 1) Arita T, Kayama Y, Ohno K, Tsujii Y, Fukuda T. 
High-pressure atom transfer radical polymerization 
of methyl methacrylate for well-defined ultrahigh 
molecular-weight polymers. Polymer. 2008;49: 
2426-29. 

2) Nguyen JF, Migonney V, Ruse ND, Sadoun M. 
Resin composite blocks via high-pressure high-
temperature polymerization. Dent Mater. 2012; 
28:529-34. 

0.94

1.56

0.72

1.76

0

0.5

1

1.5

2
(N·mm)

p<0.01

*

Acron PMMA/F (+) 

control 
High pressuure 

一般演題抄録.indd   121 2013/04/30   11:18:25



日補綴会誌　5・122回特別号，2013

― 122―

第 1日　第 3 会場

一般口演発表

Influence of Artificial Tooth Thickness on Fracture Resistance of Acrylic Denture Base 

Sekinishi T, Inukai S, Murakami N, Igarashi Y, Wakabayashi N 
Remobable Partial Denture Prosthodontics, Graduate School, Tokyo Medical and Dental University 

1) Choi M, Acharva V, Berq RW et al. Resinous 
denture base fracture resistance: effects of 
thickness and teeth. Int J Prosthodont. 2012; 
25(1):53-59.

1

一般演題抄録.indd   122 2013/04/30   11:18:26



日補綴会誌　5・122回特別号，2013

― 123―

一般口演発表

第 1日　第 3 会場

7

*
*

Clinical Application of the Acetal Resin Clasp in Consideration of Esthetics 
- 7 years follow up study - 

Toyoma H Itoh K Mutoh Y Yamada K Shibata I Umekawa Y Nakabayashi S
Shiraishi Y Amano S Matsuyama Y* Nakagawa Y Ohyama T  Ohtani K  Ishigami T
Department of Partial Denture Prosthodontics Nihon University School of Dentistry *Tokai Branch 
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CAD/CAM

*
*

*

Optimization of Clasp Form for Zirconia Removable Denture by CAD/CAM system 

Urano S, Mabuchi A, Hotta Y*, Nishiyama H, Hisamatsu S, Kobayashi M, Tanaka S, Miyazaki T*, Baba K 
Department of Prosthodontics, Showa University School of Dentistry. *Department of Conservation Dentistry, 
Division of Oral Biomaterials and Technology, Showa University School of Dentistry. 
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Vertical Movement of Residual Teeth after Prosthetic Treatment with Removable Partial Dentures. 

Miyashita Y, Matsuda K, Enoki K, Murai S, Ikebe K, Maeda Y. 
Department of Prosthodontics, Gerodontology and Oral Rehabilitation, Osaka University Graduate School of 
Dentistry

33 11
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22.6±12.6 382

VIVID910
CAD CAD

Polygon Editing Tool

Rugle5.0

0 1
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5%
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48 12.8%

1) Craddock HL, Youngson CC, Manogue M, 
Blance A. Occlusal changes following posterior 
tooth loss in adult. J Prosthodont 2007; 16: 485-
501.

#
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Introduction of the Creep Characterstic for Residual Ridge Mucosa using the Three Dimensional Finite 
Element Methods 

Hayashi K, Kanbara R, Masuda H, Nakamura Y and Tanaka Y 
Department of Removable Prosthodontics, School of Dentistry, Aichi-Gakuin University 

1,2)

3)

4

CAE
Mentat(MSC )

Marc(MSC )

1)

G2-402(
)

3D  (Dental Wings 
3SERIES, Data Design  ) 

STL Mentat

 1) 

1992 59(1) 124-141
 2) 

1976 20(3) 399-422
 3) Kanbara R., Nakamura Y., Ochiai K. et al.

Three-dimensional finite element stress analysis
The technique and methodology of non-linear 
property simulation and soft tissue loading 
behavior for different partial denture designs.
Dent Mater J 2012 ; 31(2) : 297-308 
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*

*
Development of retainer fabrication method using laser sintering 
Shiraishi K., Iwai T., Kumano H., Ohno Y., Higuchi S., Nakamura Y., Tanaka Y 

Department of Removable Prosthodontics,School of Dentistry, Aichi-Gakuin University 
*Wada Precision Dental Laboratories Co.,Ltd 

CAD/CAM

( 25 ) Co-Cr

CAD/CAM

Dental Wings 
3SERIES  Data Design CAD

Dental Wings DWOS Data Design

0.25mm
CAD Work Nc Sescoi Nc

EOSINT M280
EOS

CAD

160

 1) R.J.Williams, Use of CAD/CAM technology to 
fabricate a removable partial denture framework. 
J Prosthet Dent 2006; 96(2): 96-9. 

 2) 
2012

 3)   
2009
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CAD/CAM

* ** *** *
***

* **
***

The study of complete denture fabrication using CAD/CAM system combined with wax resin 
Orii Y Michii T* Fukushima S** Abe J Kanazawa M*** Kumagai T* Minakuchi S***, 
Sasaki K 
Division of Advanced Prosthetic Dentistry, Tohoku University Graduate School of Dentistry
*GC Corporation **Department of Next-generation Dental Materials Research, Tohoku 
University Graduate School of Dentistry ***Complete Denture Prosthodontics, Graduate 
School of Medical and Dental Sciences, Tokyo Medical and Dental University 

CAD/CAM

CAD/CAM

CAD/CAM

3
ATOS, GOM

CAM GM-1000, GC

200 m
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* **

*
**
Development of a Two-Piece Artificial Resin Tooth Using the Material Which has Aesthetic Appreciation 
Property 

Takayuki K, Yosinori N, Ryo K, Tatsuhiko M, Kouichi K, Hiroyuki N*, Nagato.N**,and Yosinobu T 
Department of Removable Prosthodontics, School of Dentistry Aichi-Gakuin University 
*GC Dental Products Corp. **Division of Research and Treatment for Oral and Maxillofacial Congenital 
Anomalies, School of Dentistry, Aichi gakuin University 

1) , , ,
.

 1988; 32:67. 
2) Tanaka,Y.,Sugimoto,T.andTanaka,S.:Developmen

t of a two-piece artificial resin tooth specially 
designed for a metal occlusal surface. 
International J.Prosthodontics 1990; 3:292-298.  

3) Matthias Kern.and Stefan M.Wegner.Bonding to 
zirconia ceramic: adhesion methods and their 
durability Dent Mater 1998 January; 14:64-71. 
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Viscoelastici ty of  Impression Materials  for  Selective Pressure Impression Technique

Iwasaki M,  Kawara M,  Komiyama O,  Iwata Y,  Komoda Y,  Iida T,  Aono H,   
Yoshimura M 
Department of Oral Function and Rehabilitation Nihon University School of Dentistry at Matsudo 

1

AL
EM EH ED FU GE AQ IP AF

SI IG
Pa·s

HAAKE MARS Thermo SCIENTIFIC
Waltham USA 23 1

50 5% 5 Hz 
5

35 0 60

Pa·s tan
Tukey-Kramer

10 30 60
tan

tan
P < 0.01 SI

 AF
tan P < 
0.01 AF AL

tan G
G

a GC EXAMIXFINE EM
b GC EXHIFLEX EH
c GC EXADENTURE ED
d GC FUSION  EXTRA WASH FU
e MORITA Genie Extra Light Body GE
f DENSPLY ALGIACE Z AL
g DENSPLY Aquasil Ultra XLV AQ
h 3M ESPE Imprint3 Light Body IP
i 3M ESPE Impregum Soft Medium Body IG
j YOSHIDA AFFINIS PRECIOUS light body

AF
k SHOFU SILDE FIT REGULAR&DENTURE

SI

 1 10

1994 38 455-468
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Influence which change of immersion time has on the biocompatibility on the unalloyed titanium surface of 
metal which deposited nano structure 
Fujino T,  Taguchi Y *,  Komasa S**,  Nishida H,***  Kusumoto T,  Takeda S****, Okazaki J**,  
Tanaka M 
Osaka Dental University,Department of Fixed Prosthodontics and Occlusion,*Department of Osaka Dental 
University,Department of Fixed Prosthodontics and Occlusion,*Department of Periodontology,**Department 
of Removable Prosthodontics, ***Department of Operative Dentistry, ****Department of Biomaterials 

TNS

TNS

2000
10M

5 1 3 9 24

5 S

TNS
SEM
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7 SD

3
1 4 104

10mM - 82 g/ml 
10-8M

14 ALP 21

Tukey
5%

1 2 10M 9
SEM SPM SEM

5
1

9 TNS
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SEM

Ra 1 46nm

9 24 13nm Ra 3
9

24

9

24

 1) Komasa S,Taguchi Y,Tanaka M. Bioactivity of 
Nanostructure on Titanium Surface Modified by 
Chemical Processing at Room Temperature. J 
Prosthodont  Res. 2012 56 170-177
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GC Scaffold

*
**

* ,
**
Adipose-derived stromal cells seeded into high pority PLGA scaffold as a source in periodontal regeneration 

Akita D Morokuma M Mashimo T* Matuyama Y Majima Y Tsukimura N Ishigami T Honda M**
Department of Partial Denture Prosthodontics, Nihon University School of Dentistry
*Department of Oral and Maxillofacial Surgery 2nd, Nihon University School of Dentistry 
**Department of Anatomy, Nihon University School of Dentistry 

ASCs
De Ugarte et. al. 
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1)
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1) Daniel A. De Ugarte, Kouki Morizono, Amir 
Elbarbay, Zeni Alfonso, et al. Comparison of 
multi-lineage cells from human adipose tissue and 
bone marrow. Cells Tissues Organs 
2003;174:101-109 

2) Tobita M, Usyal AC, Ogawa R, Hyakusoku H, 
Mizuno H. Periodontal tissue regeneration with 
adipose-derived stem cells. Tissue Eng Part A 
2008;14:945-953  

A B

A ASCs B GC Scaffold 
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* ** * *

*
**

Osteological changes in the femoral mid-shaft region by high mineral diet in ovariectomized rats. 

Takahashi T, Nakada H*, Suzuki S, Watanabe T, Tanimoto Y**, Yazaki T*, Kawai Y*  Nihon University 
Graduate School of Dentistry at Matsudo.  Nihon University Schoool of Dentistry at Matsudo, Departments 
of Removable Prosthodontics*, Dental Biomaterials**.  

1)

D
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2) 3D-map
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1) .
2010, 22-30. 

2) Suzuki S, Nakada H, Sakae T, et al. J Hard Tissue 
Biol 2012; 21: 245-256. 

2
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MSC-DCs

Maxillary bone augmentation using mesenchymal stem cell derived chondrocyte (MSC-DSs) in rat model. 

Shigemitsu Y 
GC Corporation 

MSC-
DCs Mesenchymal Stem Cell Derived Chondrocyte

1,2) MSC-DCs
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 1)  
5

mm . ;
2012, 86. 

2)
MSC-DC

.
2012, 86. 

 3) Tsutsumi S. et al. : BBRC. 2001; 288: 413-419. 

2 CT
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Alveolar Ridge Augmentation Using Alveolar Bone Marrow Derived Stromal Cells Cultured by Low-Serum 
Media 

Suehiro F Nishimura M Takase K Namikoshi T Murata H
Department of Prosthetic Dentistry, Graduate School of Biomedical Science, Nagasaki University

1)

2)

STK
DS

FBS STK
FBS -MEM

BD Falcon
Corning Inc.

Alizarin Red Oil
Red-O

CD73 CD90
CD105 HLA-DR

1 Ueda M, Yamada Y, Ozawa R, et al. Clinical case 
reports of injectable tissue-engineered bone for 
alveolar augmentation with simultaneous implant 
placement. Int J Periodontics Restorative Dent, 2005; 
25: 129-137. 

2 Matsubara T, Suardita K, Ishii M, et al. Alveolar 
bone marrow as a cell source for regenerative 
medicine: differences between alveolar and iliac 
bone marrow stromal cells. Journal of Bone and 
Mineral Research, 2005; 20: 399-409. 
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* ** ***
**** ***** *

* ** ***
*** *****

Regeneration of periodontal ligament for apatite-coated tooth-shaped titanium implants with and without 
occlusion using rat molar model 

Kano T, Yamamoto R*, Miyashita A, Komatsu K**, Tsumita M***, Kokubo Y, Hayakawa T****, Ogawa T , 
Oida S*. Department of Fixed Prosthodontics, Tsurumi University School of Dental Medicine, *Department 
of Biochemistry and Molecular Biology, **Department of Pharmacology, ***Division of Oral and 
Maxillofacial Implantology, ****Department of Dental Engineering, *****Kogakuin University 
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1) Kano T, Yamamoto R, Miyashita A et al. 
Regeneration of Periodontal Ligament for 
Apatite-coated Tooth-shaped Titanium Implants 
with and without Occlusion Using Rat Molar 
Model. J of Hard Tissue Biology 2012; 21(2): 
189-202.

一般演題抄録.indd   136 2013/04/30   11:18:47



日補綴会誌　5・122回特別号，2013

― 137―

一般口演発表

第 1日　第 3 会場

Relationship between gonial angle of panoramic x-ray film and bite force 

Miwa S, Wada M, Suganami T, Kimura T, Ikebe K, Maeda Y 
Department of Prosthodontics and Oral Rehabilitation, Osaka University Graduate School of Dentistry 

40

( )
 GM10

Spearman

 1) Iwasaki H Fujita S Yosida H
Relationships between biting force and the 
morphology of the maxilloface
Nihon Eiseigaku Zasshi  1995 Jun;50(2):683-92

2)  Iwasaki H, Inaba R, Iwata H.   
Biting force andphysical fitness in athletes. 
Nihon Eiseigaku Zasshi. 1994 Aug;49(3):654-9. 
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*

Influence of Maximal Opening and Closing Movement on Deviation of Condylar Position in Mouth Closing 
-Part 2- 

Koide K, Koide K, Kondo A*, Asanuma N, Sato T, Mizuhashi F, Takahashi M, Katayama N 
Department of Removable Prosthodontics, The Nippon Dental University School of Life Dentistry at Niigata,
*Comprehensive Dental Care, The Nippon Dental University Niigata Hospital 
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* ** ***
**** ***** ***** H. W. Lang***** 

* ** *** ****
*****
Reproducibility of Guided Mandibular Condyle by Practitioner Manipulation 
- Investigation of Practitioner Difference- 

Nakamura K, Hayashi T, Yamamoto M, Kondo Y, Kojima* E, Kurata Y**, Tomizawa H***,  
Okamoto N**** ,Takanashi T*****, Hosokawa T*****, Lang H.W. ***** 
Tokai Branch, *Nishi-Kanto Branch, **Higashi-Kanto Branch, ***Tokyo Branch, ****Kyusyu Branch, 
*****KaVo Dental Systems Japan Co., Ltd.

1)

2)

3)
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2 9
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3
12 1

 1) GPT-5: Gossary of Prosthodontic Terms, 5th 
edition. The Academy of Prosthodontics. J 
Prosthet Dent 1987; 58: 717-762. 

 2) 
3 : ; 2009, 

64-65.
3)

MR

 2010
2 119 101.
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*

*
Effect of masticatory function on Body Sway during upright standing 

Sima K, Sakaguchi K, Maeda N*, Yokoyama A 
Department of Oral Functional Prosthodontics, Division of Oral Functional Science,  
Graduate School of Dental Medicine, Hokkaido University 
*Division of Oral Rehabilitation, Hokkaido University Hospital 

1

2, 3

4

convex 4 10

®

3

3

Friedman’s
Wilcoxon t-test with Bonferroni correction

1

1)

p<0.05
2)

p<0.05
2

3

convex

1)

1996; 2: 159-165. 
2)  Kushiro K, Goto F. Effect of masticating chewing 

gum on postural stability during upright standing. 
Neurosci Lett 2011; 487: 196-178. 

3)
1993; 37: 636-445. 

4)

2005; 49: 65-73. 
5)

1990; 34: 1112-1126. 
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Influence of Individual Masticatory Ability on Stress Release by Chewing

Nakanishi K, Tasaka A, Kikuchi M, Akatsuka T, Takeuchi K, Sasaki H, Yoshii T, Soeda R, Ueda T,  
Sakurai K 
Department of Removable Prosthodontics and Gerodontology, Tokyo Dental College 

Tahara
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2) 3)
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1) Tahara Y, Sakurai K, Ando T. Influence of Chewing 
and Clenching on Salivary Cortisol Levels as an 
Indicator of Stress. J Prosthodont 2007; 16: 129-135. 

2) Tasaka A, Tahara Y, Sugiyama T, Sakurai K. 
Influence of Chewing rate on Salivary Stress 
Hormone Levels. J Jpn Prosthodont Soc 2008; 52: 
482-487.

3) Soeda R, Tasaka A, Sakurai K.  
   Influence of chewing force on salivary stress 

markers as indicator of mental stress. J Oral Rehabil 
2012 ; 39:261-269.  
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 Stage  transport 

* *

*

Sensory Evaluation Test Bolus Arrived Epiglottis in Consequence of Food Processing and Stage 
Transport 

Yamada K, Kondo I*, Ozaki K*, Yoshioka F, Sugiyama S, Ozawa S, Tanaka Y 
Department of Removable Prosthodontics, School of Dentistry, Aichi-Gakuin University
*Department of Rehabilitation Medicine, National Center for Geriatrics and Gerontology 

1997 Palmer Process model1)

Stage  transport 

Aviv 2)

Stage 
transport

1 20 9
11 32.9 9.8

528
2

3

3
Stage  transport 

4 3 10g

30
VE

5

0.05 Tukey’s 
HSD test 

p 0.05

p 0.05

Stage 
transport

1) Palmer JB. Integration of oral and pharyngeal 
bolus propulsion: a new model for the physiology 
of swallowing. JJDR 1997; 1: 15-30. 

2) Aviv JE, Sacco RL, Mohr JP, et al. Laryngopharyngeal 
sensory testing with modified barium swallow as 
predictors of aspiration pneumonia after stroke. 
Laryngoscope 1997; 107(9): 1254-60. 
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Respiratory volume on mastication/swallowing -Food difference- 

Hatanaka H, Ono Y, Yoshioka M, Iwayama K, Uesugi N, Ashida T, Komasa Y 
Department of Geriatric Dentistry, Osaka Dental University 

2

28.6 5
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4
 1) Matsuo K, Palmer JB. Coordination of mastication, 

swallowing and breathing. Jpn Dent Sci Rev 
2009; 45: 31-40. 

 2) Matsuo K, Hiiemae KM, Gonzalez FM, Palmer 
JB. Respiration during feeding on solid food: 
Alterations in breathing during mastication, 
pharyngeal bolus aggregation, and swallowing. J 
Appl Physiol 2008; 104: 674-681. 
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80
SONIC Study

Epidemiological Study on Relationship between Occlusal Force and Dietary Intake in Elderly Aged 80 Years: 
SONIC (Septuagenarian, Octogenarian, Nonagenarian, Investigation with Centenarian) Study 

Inomata C, Kagawa R, Ikebe K, Okada T, Takeshita H, Tada S, Uota M, Mihara Y, Kibi M, Maeda Y 
Depertment of Prosthodontics, Gerodontology and Oral Rehabilitation, Osaka University Graduate School of 
Dentistry

70

1)

 80

SONIC Study

( )
( )

793 ( 381 412 79 81
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1000kcal

( )

5%
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70.5
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( E)
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1 70

SONIC Study
2012 4(121 ) 269

( )
( ) ( )
( ), ( )

 p p
0.227 <0.001 0.141 0.022
0.111 0.017 -0.039 0.497

N 0.111 0.018 -0.019 0.745
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70 80
-SONIC study -

Association between Bite Force and Motor Function in 70 and 80 Years Old Adults 
-SONIC (Septuagenarian, Octogenarian, Nonagenarian, Investigation with Centenarian) Study- 

Okada T, Ikebe K, Kagawa R, Takeshita H, Inomata C, Tada S, Uota M, Mihara Y, Maeda Y 
Department of Prosthodontics, Gerodontology and Oral Rehabilitation, Osaka University Graduate School of 
Dentistry

1)

69 71 995 70
79 81 949 80

 70 80 Mann-
Whitney U

Eichner

5%

80 70
Eichner

80 70
EichnerA

80 70

CMIN=0.327

 1) Ikebe K, Matsuda K, Kagawa R et al. Masticatory 
performance in older subjects with varying degrees of 
tooth loss. J Dent 2012; 40: 71-76. 

ß P ß P
Eichner B * -0.33 <0.001 -0.36 <0.001
Eichner C * -0.39 <0.001 -0.48 <0.001

-0.13 <0.001 -0.11 <0.001
-0.20 <0.001 -0.06 0.034 
-0.05 0.188 -0.01 0.705 
0.07 0.050 0.01 0.772 
0.15 <0.001 0.09 0.010 
0.09 0.004 0.10 0.001 

-0.02 0.516 -0.03 0.311 
0.01 0.873 -0.03 0.261 
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* **
*** **** ***** 

* ** *** ****
*****
Influence Difference in Food Property to Masticatory Terminal Position 
- About Hardness of Foods - 
Nakamura K, Hayashi T, Yamamoto M, Kondo Y, Kojima* E, Kurata Y**, Tomizawa H***,  
Okamoto N**** ,Moriyama T***** 
Tokai Branch, *Nishi-Kanto Branch, **Higashi-Kanto Branch, ***Tokyo Branch, ****Kyusyu Branch, 
*****SHOFU INC. 

6

1)

2)

VAS

1 36

1 38
3)

5 A
B C

D E 10mm
MM-J2 SHOFU

2

Mann-

Whitney

1

2

3

4

P<0.001

1)

2010 3 120 183.
2)

2011 4 121
123.

3)

1990 28(4)  1267 -1285
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The relationship between masticatory performance using a color-changeable chewing gum and occlusal 
force, occlusal contact area 

Horie T, Kanazawa M, Komagamine Y, Hama Y, Yamaga E, Fujimoto A, Minakuchi S
Complete Denture Prosthodontics, Graduate School of Medical and Dental Sciences, Tokyo Medical and 
Dental University 

L*, a*, b*

E
r= , r=

E

50

100 200

E

 1) Komagamine Y,Kanazawa M.Association between 
masticatory performance using a colour-changeable 
chewing gum and jaw movement. J Oral 
Rehabil.2011;38(8):555-63. 
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— —

,

Effectiveness of splint therapy combined with non-splint standard therapy for treating temporomandibular 
disorders in disc displacement with reduction: a randomized controlled trial. 

Hori S, Nagata K, Mizuhasi R, Kabasawa Y, Kasama T, Sirono M, Atumi Y, Sugawara Y.   
TMD & bruxism clinic, Comprehensive dental care, Niigata hospital, The Nippon Dental University, Niigata, 
Japan. 

(1-3)

MRI

MRI
2

12
12

Jog-type Jaw manipulation

1 . Turp JC, Komine F, Hugger A. Efficacy of 
stabilization splints for the management of 
patients with masticatory muscle pain: a 
qualitative systematic review. Clinical oral 
investigations 2004;8:179-195. 

2 . Forssell H, Kalso E. Application of principles 
of evidence-based medicine to occlusal 
treatment for temporomandibular disorders: are 
there lessons to be learned? Journal of 
orofacial pain 2004;18:9-22; discussion 23-32. 

3 . Al-Ani MZ, Davies SJ, Gray RJ, Sloan P, 
Glenny AM. Stabilisation splint therapy for 
temporomandibular pain dysfunction syndrome. 
Cochrane database of systematic reviews 
(Online) 2004:CD002778.

Translation of the pain (NRS)
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Improvement of uncomfortable symptom in candidiasis patients 

Banka M, Hoshi N, Ohono A, Kumasaka T, Arii T, Kimoto K 
Division of Fixed Prosthodontics, Department of Oral and Maxillofacial Rehabilitation,  
Kanagawa Dental University 

1) 1
Candida albicans

2)

3)

2000 2006 7

Candida
30

7 23 67.1
2 4 8 12 3

PCR
Lotte FREE 

ZONE

NRS
A

B
C

D
4

4

A B
2

2 4

1)  James G , Moore PA . Xerostomia : etiology , 
recognition andtreatment . JADA 2003 : 1234 : 
61-9

2)

2003 ; 47(3) : 526-534 
 3) Hoshi N : Management of oral candidiasis in 

denture wearers. J Prosthodont Res . 2011 ; 
55(1) : 48-52. 

( ) NRS

一般演題抄録.indd   149 2013/04/30   11:19:03



日補綴会誌　5・122回特別号，2013

― 150―

第 1日　第 3 会場

一般口演発表

Evaluation of consciousness of the mastication predominance for Healthy Dentate Subjects and Patients with 
Missing Teeth in the Unilateral Posterior Region 

Yamasaki Y, Kuwatsuru R, Tsukiyama Y, Matsumoto H, Iwashita H, Koyano K 
Section of Implant and Rehabilitative Dentistry, Division of Oral Rehabilitation, Faculty of Dental Science, 
Kyushu University 

24

Visual Analog Scale
VAS

50

30
23

Triode Pads 
T3402M Thought Technology

ProComp Infiniti Thought Technology

VAS

100

No.23034

Pearson’s correlation analysis
P<0.01

Spearman’s rank 
correlation analysis P<0.01

VAS

1)

 2009 35 3 123 134
2)

1994 57-65

R 0.268 0.413 0.394 
P 0.060 0.003** 0.005** 

R 0.711 0.769 0.718 

P 0.000** 0.000** 0.000** 
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ARCUSdigma

* ** ***
**** ***** ***** H. W. Lang***** 

* ** *** ****
*****
Evaluation of Constant Bite Registration Method Using ARCUSdigma

Practitioner of Inexperienced Clinical Experience

Yamamoto M, Nakamura K, Hayashi T, Kondo Y, Kojima* E, Kurata Y**, Tomizawa H***,  
Okamoto N**** ,Takanashi T*****, Hosokawa T*****, Lang H.W. ***** 
Tokai Branch, *Nishi-Kanto Branch, **Higashi-Kanto Branch, ***Tokyo Branch, ****Kyusyu Branch, 
*****KaVo Dental Systems Japan Co., Ltd. 

ARCUSdigma KaVo

1)

ARCUSdigma
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2
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1.5g
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Adduction field

GN-1 CAD

5

Image J National Institutes of 
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1.

2.
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Relationship between Occlusion and Jaw and Neck Muscle Activities during Grip Exercise 

Kondo D ,  Inoko Y ,  Watanabe F  
Department of Crown and Bridge, The Nippon Dental University School of Life Dentistry at Niigata 

, ,
.

,
,

.
,

.

,
20

25.1 3.5 .
EMG Muscle 

Tester ME3000P, Mega Electronics Ltd, Kuopio, 
Finland , Blue sensor, type-
N-00-S, Medico test A/S, Osyka, Denmark
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. , Tp , SCM 

, FCR 
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GRIP-D, .
,

Dental Prescale type 50HR, GC .
, ,

,

,
,

3 .
,

Friedman ,
, .

, Spearman
. ,

: 74 .

1. ,
.

2. Friedman , Tp, SCM, opp.SCM

p<0.01 . SCM ,

. , FCR
, 23% ,

p<0.01 . ,
9.2% ,

p<0.01 .
.

3. Spearman , FCR opp.SCM 
r =0.650, 

p<0.05 .

1),
,

,
.

, FCR opp.SCM
.

 1)  , .
.  1992; 36 (4): 

525-535

.
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Molecular analysis of the hippocampus on memory-related genes by the recovery of the occlusal support 

Iida S, Hara T, Araki D, Oka M, Kuroda-Ishimine C, Kurozumi A, Sakamoto S, Miyazaki T, Minagi S 
Department of Occlusal and Oral Functional Rehabilitation, Okayama University Graduate School of 
Medicine, Dentistry and Pharmaceutical Sciences 

1.
7 Wistar 10
5 2

1 1 5

mRNA
DNA microarray
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2.
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49 1 1 3
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*

*
Effect of Intra-oral Stimulation on Dorsal Neck Muscle Activity. 

Torisu T Tanaka M Tada H Nakamura Y Terano M* Murata H 
Department of Prosthetic Dentistry, Graduate School of Biomedical Science, Nagasaki University 
*Rainbow and Sea Hospital 

.
—

.

.
.

.

17 10 , 7
, 26.2

1.5mm ,
8mm .

Nueropack four mini, 
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. 100 m
KS211-018,

.
, ,

.
1T ,

, ,
40 .

10cm - visual analogue scale 
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200ms A/D ,
MacLab, ADInstruments .

10ms
,

.

.
2way repeated measured ANOVA ,

Tukey
10ms

.

, 40 50ms
50—60ms

.
. ANOVA ,

p
0.001 . 40 50ms 50—60ms

p
0.05 ,

p 0.05 .

,
.

 1) Lazzaro VDi, Quartarone A, Higuchi K, Rothwell 
JC. Short-latency trigemino-cervical reflexes in man. 
Exp Brain Res 1995; 102: 474-482. 

 2) Torisu T, Wang K, Svensson P. et al., Effect of 
low-level clenching and subsequent muscle pain 
on exterosetive suppression and resting muscle 
ctivity in human jaw muscles. Clin Neurophysiol 
2007; 118: 999-1009. 
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Chewing-related Prefrontal Cortex Deactivation and Its Psychological Correlates 

Narita N, Kamiya K 
Clinical Department of Neurological Dentistry, Hospital of Nihon University School of Dentistry at Matsudo

116 20071

14 7 7 49.4
8 7 1

38.3

SCL-90R
ETG100, HITACHI

BIOELECTRIC AMPL N5198,San-EI 
MED MKG-K7I, 
Myotronics-Noromed, Inc.
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SCL-90R

1)

 2007; 51: 116 : 85. 
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Effect of Reduction of Vertical Dimension for Complete Dentures on Encephalogram 

Matsuda R Yoneyama Y Morokuma M Ohkubo C 
Department of Removable Prosthodontics, Tsurumi University School of Dental Medicine 

17  ( 8
9 67 92 79.1 )

3mm
3mm

FPD-705

ESA-pro
10-20 21

1
3
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3

305 2005 8
31

, Wilcoxon  ( =0.05) .

3mm
 (p<0.05)

ESAM
3mm

 (p<0.05)
 (p<0.05)
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(p>0.05) NAT

3mm

,
,

.

 1) Morokuma M. Influence of the Improvement in 
complete denture wearers on brain function. J Jpn 
Prosthodont Soc 2008; 52;194-199. 

     

 NAT
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Effects of oral appliance therapy for sleep apnea syndrome on blood pressure and glycated hemoglobin 

Yoshida K 
Department of Oral and Maxillofacial Surgery, National Hospital Organization, Kyoto Medical Center

 1) Yoshida K. Prosthetic therapy for sleep apnea 
syndrome. J Prosthet Dent 1994; 72: 296-302. 

 2) Yoshida K. Influence of sleep posture on response 
to oral appliance therapy for sleep apnea 
syndrome. Sleep 2001; 24: 538-544.  

3)  Yoshida K. Effect of oral appliance therapy for 
sleep apnea syndrome on blood pressure. Int J 
Prosthodont 2006; 19: 463-468. 

4)  Yoshida K. Sleep apnea syndrome from clinical 
and neurophysiological aspects in the 
stomatognathic system. Nova Science Publishers, 
New York 2010, 1-123. 
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Y-TZP

Effect of surface charges regulated by electrical polarization on the bacterial adhesion to Y-TZP. 

Nozaki K* Horiuchi N** Yamashita K** Nagai A* 
*Department of Material Biofunctions, **Department of Inorganic Biomaterials,  
Institute of Biomaterials and Bioengineering, Tokyo Medical and Dental University 

0
(TSDC)

24h
37C PBS

109CFU/ml Streptcoccus mutans
37.0C 24h

PBS A.O solution

Kruskal-Wallis

Ra 0.22±0.02µm TSDC
300 450

4.06µC/cm2

0
15.7% N 11.2% P 9.4% N P

0

 1) Horiuchi N, Wada N, Nakamura M, Nagai A, 
Yamashita K. Inhibition of Low-Temperature 
Degradation and Biocompatibility on Surface of 
Yttria-Stabilized Zirconia by Electric Polarization. 
Ceram. Trans 2012; 237:183–190.  

TSDC
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*

, *

Root canal disinfection of abutment teeth for predictable fixd prosthodontic treatment 
-Part 2- 

Yamashita A Kondou S* 
*Chugoku-Shikoku Branch,*Yamashita dental office 

30 37

3000

.

 1) Ng YL,Mann V,Rahbaran S et al.Outcome of 
primary root canal treatment:systematic review of 
the literature-part 1.Effects of study characterisuis 
on probability of success. Int Endod J 2007; 
40:921-939.

一般演題抄録.indd   159 2013/04/30   11:19:16



日補綴会誌　5・122回特別号，2013

― 160―

一般口演発表

第 2日　第 3 会場

Clinical Research of Fiber Reinforced  Composite Resin Bridge Replacing Metal Materials 

Gomi H Shinya A Yokoyama D Kuroda S Shinya A Hatano Y Shinya A
Department of Crown and Bridge, School of Life Dentistry at Tokyo, The Nippon Dental University 
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All-ceramic crown prepared by a new method  
Influence that a fabrication condition gives to fitness 
Masuda T, Komasa Y, Kakimoto K, Inoue T, Takahasi K 
Department of Geriatric Dentistry, Osaka Dental University

1 ) 

58 m
8.5 m

6

30 1100

30 40 50
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10

Fig. 1
50 379 m

30 54 m

30 40 50
60

30

Fig. 1 Marginal gap resulting from various time of 
infiltration. (n =10)

.
1

2012 31 434
2 , ,

2010 73 77-85
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Influence of surface treatment on durability of hot isostatic pressing (HIP) zirconia 

IIJIMA T*,**,  KOYAMA T**, HOMMA S***, YAJIMA Y***

Division of Oral Implants Research, Oral Health Science Center, Dept. of Crown & Bridge Prosthodontics, 
Tokyo Dental College*, Dept. of Oral & Maxillofacial Implantology**  
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 1) Kim JY, Uchida N, Uematsu K. Effect of hiping 
defect and strength characteristics in y-tzp. J 
Ceram Soc Jpn 1992;100(3):311-314. (in 
Japanese)

 2) Takano T, Tasaka A, Yoshinari M, Sakurai K. 
Fatigue strength of Ce-TZP/Al2O3 nanocomposite 
with different surfaces. J Dent Res 
2012;91(8):800-804 
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2

1

Influence of the bite impression technique on reproductability of occlusal contact of working casts for implant 

Fujii T, Kashiwagi K, Sato M, Tosa J, Torii K, Kubo H, Tanaka M 
Osaka Dental University, Department of Fixed Prosthodontics and Occlusion 

5
45.8±16.7

Maximum voluntary 
clenching MVC RMS

100%MVC 10%MVC

10%MVC

30µm

<0.05
Bonferroni

1) 2
p

100709

1

2
0.88 0.80 Large 1)

30µm

1) Cohen J. A power primer. Psychol Bull 1992; 112: 
155-159.  
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The biomechanical evaluation of the load distribution related to implant-supported partial overdenture 

Y Matsudate, N Yoda, M Nanba, H Kobari, T Ogawa and K Sasaki 
Division of Advanced Prosthetic Dentistry, Tohoku University Graduate School of Dentistry 

Implant-
Supported Partial Overdenture I-SPO

I-SPO
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2

I-SCAN
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4

Kruskal-wallis Dunn
5

2
1

I-SPO

I-SPO

1) Kawata T Yoda N Kawaguti T et al
Behaviours of three-dimensional compressive and 
tensile forces exerted on a tooth during function
J Oral Rehabil 2007, 34, 259-266

2) Yoda N, Gunji Y, Ogawa T et al.  In vivo load 
measurement to evaluate the biomechanical 
effects of a splinted implant-supported 
superstructure. Int J Prosthodont, 2013 in press. 
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A Case Report of Mandibular Implant Overdenture with Magnetic  Attachments 

Kishimoto,M 
Oita City  KISHIMOTO DENTAL OFFICE  
Kyushu Branch 
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1) .
2 . 2012 26 97 104.

2)
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4) . ,
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2012 19 45-58.
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* ** ** **

* **

Determinants of Main Occluding Area in Dental Arch without  Molar Occlusal Support 

Kasahara T, Nakatsuka Y*, Yamashita S **, Mitsui T **, Tanigawa Y**, Kuroiwa A. 
Department of Fixed Prosthodontics, Matsumoto Dental University
* Kansai Branch, ** Department of Clinical Oral Health Science, Tokyo Dental College 

1)

2)

3)

Eichner B1

Eichner B1

10
15

1)

0042

12

Chi square test; p<0.01

 1) . .
: ; 2010, 8-139. 

 2) Nakatsuka Y, Yamashita S, Nimura H, et al. 
Location of main occluding areas and masticatory 
ability in patients with reduced occlusal support. 
Aust Dent J 2010; 55: 45-50.  

 3) Tanigawa Y, Kasahara T, Yamashita S. Location 
of main occluding areas and masticatory ability in 
patients with implant-supported prostheses. Aust 
Dent J 2012; 57: 171-177. 
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1,2 1 1,2 Juan Marcelo Rosales1, 1,
1 1,2

1

2

Effect ofSeveral Histone Deacetylase inhibitors on Osteogenic Differentiation and Bone Formation.  

Akiba Y1,2 Eguchi K1 Akiba N1,2,  Rosales JM1, Nozawa M1,  Kaku M1  Uoshima K1,2

1Division of Bio-Prosthodontics, Graduate School of Medical and Dental Science, Niigata University 
2Niigata University Medical and Dental Hospital 
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3

A 3-year report in caseof non-virtical stop occlusion using comprehensive treatment with implant 

Terasaki K 
Terasaki Dental Clinic 
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* * ** * * * ** * **
* **

* **

Comprehensive Analysis of Gene Expressions on Differentiation of Osteoblastic Cells under Exposure with 
Low-Intensity Pulsed Ultrasound 
Yamaguchi D* Takeuchi K* ** Furuta H* Yoshida G* Miyamae S* ** Murakami H* **
Hattori M* **
*Department of Gerodontology, School of Dentistry, Aichi-Gakuin University 
**Division of Oral Implantology, School of Dentistry, Aichi-Gakuin University 
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 1) 
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CT :

*

*
Relationship between Bone Quality Evaluated by both Computed Tomography Value and Cortical Bone 
Thickness and Primary Implant Stability in Different Implant Designs 

Howashi M Isoda K Ayukawa Y Tsukiyama Y Kihara M Imai Y Sogo M* Koyano K
Division of Oral Rehabilitation Faculty of Dental Science Kyushu University 
* Division of Prosthodontics and Oral Rehabilitation Osaka University Graduate School of Dentistry 
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1  Turkilmaz I,Sennerby L,McGlumphy EA et al. 
    Biomechanical aspects of primary implant stability:  

A human cadaver study. Clin Implant Dent Relat  
2009; 11: 113-119. 

1. Straight  (CT ISQ 2. Taper CT ISQ
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Evaluations of autonomic nervous system function and psychological stress biomarker level before and after  
implant surgery under intravenous sedation

Morino M, Masaki C, Murakami T, Imamura A, Yamasaki T, Nakamoto T, Hosokawa R  
Department of Oral Reconstruction and Rehabilitation, Kyushu Dental University
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1) Seto M, Sakamoto Y, Takahashi H,  
Kikuta T. Does planned intravenous 
sedation affect preoperative anxiety in 
patients? Int. J. Oral Maxillofac. Surg 
2012; in press. 
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CAD/CAM

* *

NK * **

Fabrication of Super Structure by CAD/CAM with Universal Abatment 

Nobayashi K, Kido H*, Okayasu Y**, Sato H* 
NK DENTAL CRAFT, *Department of Oral Rehabilitation, Fukuoka Dental College, **Hakuho corp. 

CAD/CAM

CAD/CAM

CAD/CAM
CAD/CAM

CAD/CAM

CAD Power SHAPE, DELCAM )

4.8 mm 2.1 
mm 20

 mm  mm

CAD/CAM

1)

CAD/CAM

 1) Jang HK, Kim S, Shim JS, Lee KW, Moon HS, 
Accuracy of impressions for internal-connection 
implant prostheses with various divergent angles. 
Int J Oral Maxillofac Implants 2011;26:1011-
1015.
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080-200-5000 080-200-5001 ( )

QoL

A Multi-center Study on Prosthetic Intervention in Patients with Shortened Dental Arch: 
Treatment Effect on Oral Health-related Quality of Life  

Fueki K1), Igarashi Y1), Yoshida E1), Maeda Y2), Ikebe K2), Baba K3), Tukasaki H3), Koyano K4), Ogino Y4), Sasaki K5),
Koyama S5),Akagawa Y6), Koretake K6), Kuboki T7), Arakawa H7), Kasugai S1), Kondou H1,8), Kuroda S1)

1) Tokyo Medical and Dental Univ., 2) Osaka Univ., 3) Showa Univ., 4) Kyushu Univ., 5)Tohoku Univ., 6) Hiroshima Univ., 7) Okayama Univ., 8) Iwate Medical Univ.
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* * ** **
* ** *

*
**
A Morphometric Analysis for the Unilateral Balancing Area of Complete Denture Prothesis 

Okamoto M, Maeda N*, Yamamoto Y*, Ugawa Y**, Suwaki M, Moriya K**, Kadoya S, Nakashima K, 
Matsunaga T, Oki K*, Nishigawa G**, Minagi S*  Chugoku-Shikoku Branch  *Department of Occlusal and Oral 
Functional Rehabilitation, Okayama University Graduate School of Medhicine, Dentistry and Pharmaceutical Sciences  
**Occlusion and Removable Prosthodontics, Okayama University Hospital

1)
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r = 0.852, p < 
0.01

 1) 

 2) 

 2013;5:72-75

ポスター発表.indd   174 2013/04/30   10:45:35



日補綴会誌　5・122回特別号，2013

― 175―

第 1, 2日　第 5会場

ポスター発表

Effect of the dental prosthesis on speaker recognition 

Katayama T  Yamamura O  Fujiwara S  
Department of Prosthodontics, Division of Oral Functional Science and Rehabilitaion, Asahi University 
School of Dentistry 

,

,
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.

 1) 

MoMuC 2008; 107(446): 43-48
 2) Yoshiaki Inoue Satoshi Kumakura Working

over Speech:Speaker Verification System 
VoiceGATE and Speaker Identification 

System VoiceSync  IIP 2000 ; 2000, 1-4
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* **

 *
**

Does Prosthodontic Experience Affect Complete Denture Wearers’ Satisfactions? 

Kimoto S, Kimoto K*,Murakami H**, Gunji A, Ito N, Saeki H, Kanno K, Nakamura K, Shimasaki R, Kawai Y 
Department of Removable Prosthodontics, Nihon University School of Dentistry at Matsudo, *Division of 
Fixed Prosthodontics, Department of Oral & Maxillofacial Rehabilitation, Kanagawa Dental College, 
**Department of Oral and Maxillofacial Implantology, Nihon University School of Dentistry at Matsudo 

1)

16 3 18 9

74

2)

Visual Analog Scale (VAS)
VAS

8

t
0.05

EC 02-036
#19

38 36

 1) Ghaferi AA, Birkmeyer JD, Dimick JB. Variation 
in hospital mortality associated with inpatient 
surgery. N Engl J Med 2009; 361(14):1368-75. 

 2) Kimoto S, Yamamoto S, Shinomiya M, Kawai Y. 
Randomized controlled trial to investigate how 
acrylic-based resilient liner affects on masticatory 
ability of complete denture wearers. J Oral 
Rehabil 2010; 37(7):553-9. 
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* ** * *

*
**
Influence of the luting method of a magnetic assembly on the retentive force 

Maeda Y Takayama Y* Nomoto R** Tskishin N* Ichikawa M Ohkubo C* 
The Dental Technician Training Institute, Tsurumi University School of Dental Medicine
*Department of Removable Prosthodontics, ** Department of Dental Engineering 
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Influence of a novel denture cleaning system, a difinfection technique photolysis of hydrogen peroide, on 
denture base resin 

Harada A Nakahara T Yamada Y Odashima Y Inagaki R Kanno T Sasaki K 
Division of Fixed Prosthodontics, Tohoku University Graduate School of Dentistry 
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 1)Ikai H, Nakamura K, Shirato M et al. Photolysis of 
hydrogen peroxide, an effective disinfection system 
via hydroxyl radical formation. Antimicrob Agents 
Chemother 2010; 54: 5086-5091. 

 2)Kanno T, Nakamura K, Ikai H et al. Novel denture 
cleaning system based on hydroxyl radical 
disinfection. Int J Prosthodont 2012; 25: 376-380. 

1 *: p<0.05, **: p<0.01 
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TRAF1 RANKL

* *

*
Synthetic Peptide Derived from TRAF1 Inhibits RANKL-dependent Osteoclast Differentiation 

Mine Y, Makihira S*, Shuto T*, Nikawa H  
Department of Oral Biology & Engineering, Integrated Health Sciences, Institute of Biomedical and Health 
Sciences, Hiroshima University  
*Section of Fixed Prosthodontics, Division of Oral Rehabilitation, Faculty of Dental Science, Kyushu 
University
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1)
TRAF1  2007 51 98

2) Nakase I, Niwa M, Takeuchi T et al. Cellular    
uptake of arginine-rich peptides: roles for 
macropinocytosis and actin rearrangement. Mol 
Ther. 2004 ; 10 :1011-22. 
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Change of Blood Flow in Palatal Mucosa by Different Intermittent Loading   

Ogino T Ueda T Ogami K Koike T Sakurai K 
Department of Removable Prosthodontics and Gerodontology, Tokyo Dental College 

1)

2)

, , 27
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30
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=0.05

750(200)
750(400)

500(300) 1000(300)

500(300) 1.18 0.30
1000(300) 1.25 0.27

750(200) 1.41 0.34 750(400) 0.99 0.23

1) Akazawa H, Sakurai K. Changes of blood flow in  
the mucosa underlying mandibular denture 
following pressure assumed as a result of light 
clenching. J Oral Rehabil 2002; 29: 336-40

2) Okada C, Ueda T, Sakurai K. Blood flow in  
denture-supporting maxillary mucosa in response 
to simulated mastication by loading. J
Prosthodont Res. 2010; 54(4): 159-63

ポスター発表.indd   180 2013/04/30   10:45:40



日補綴会誌　5・122回特別号，2013

― 181―

第 1, 2日　第 5会場

ポスター発表

Water Absorption Coefficient and Color of TiO2 Coated Denture Base Acrylic Resin 

Tsuji M Ueda T Mori K Kawagoe M Sakurai K 
Department of Removable Prosthodontics & Gerodontology, Tokyo Dental College 
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37 1
30
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1) Kado D, Sakurai K, Sugiyama T, Ueda T. 
Evaluation of cleanability of a titanium 
dioxide (TiO2)-coated acrylic resin denture 
base. Prosthodont Res Prac 2005;4:69-76. 

2) Arai T, Ueda T, Sugiyama T, Sakurai K. 
Inhibiting microbial adhesion to denture 
base acrylic resin by titanium dioxide 
coating. J Oral Rehabil. 2009;36:902-8. 

3) Amano D, Ueda T, Sugiyama T, Takemoto 
S, Oda Y, Sakurai K. Improved brushing 
durability of titanium dioxide coating on 
polymethylmethacrylate substrate by prior 
treatment with acryloxypropyl trimethoxysilane-
based agent for denture application. Dent 
Mater J. 2010;29:97-103. 
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Influence of Thermal Cycling for High Impact Denture Base Resin 

Fujimoto T 
GC DENTAL PRODUCTS CORP. 
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UV

Effect of Removing Stain on TiO2 Coated Denture Base by Ultraviolet Irradiation 

Obata T, Mori K, Tsuji M, Ueda T, Sakurai K 
Department of Removable Prosthodontics & Gerodontology, Tokyo Dental College 
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1) Kado D, Sakurai K, Sugiyama T, Ueda T. 
Evaluation of cleanability of a titanium 
dioxide (TiO2)-coated acrylic resin denture 
base. Prosthodont Res Prac 2005;4:69-76. 

2) Arai T, Ueda T, Sugiyama T, Sakurai K. 
Inhibiting microbial adhesion to denture 
base acrylic resin by titanium dioxide 
coating. J Oral Rehabil. 2009;36:902-8. 

3) Amano D, Ueda T, Sugiyama T, Takemoto 
S, Oda Y, Sakurai K. Improved brushing 
durability of titanium dioxide coating on 
polymethylmethacrylate substrate by prior 
treatment with acryloxypropyl trimethoxysilane-
based agent for denture application. Dent 
Mater J. 2010;29:97-103. 
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*

Pressure Characteristics of Impression for Complete Dentures 
- Influence of Spacer Thickness and Different Impression Materials on Impression Pressure - 

Saeki H, Sakamoto R, Komiyama O*, Kimoto S, Nakada H, Kawai Y, Ikeguchi N, Sato T 
Department of Removal Prosthodontics Nihon University School of Dentistry At Matsudo, *Oral Function and 
Rehabilitation 
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 1) Komiyama O, Saeki H, Kawara M et al. Effects 
of relief and escape holes on pressure 
characteristics of maxillary edentulous 
impressions. J Prosthet Dent 2004; 91: 570-576. 
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Observation of Chronological Change in Removable Denture 
-Part 1-Observation of Denture Base Resins Surface Properties 
Isaji Y, Yamamoto H, Takita F, Nigauri A, Iwahori M, Miyao M 
Department of Prosthodontics Division of Oral Functional Science and Rehabilitation Asahi University  
School of Dentistry 
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*

*

Effect of rotation-revolution mixer for powder-liquid type denture lining material on flowability of mixtuer

Yamaga Y , Kanatani M* , Ito K , Kaneko H , Nomura S
Comprehensive Prosthodontics, Niigata University Graduate School of Medical and Dental Science,
*Biomaterials Science
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Ce-TZP/Al2O3

Influence of Ce-TZP/Al2O3 Nanocomposite Palatal Plate onWearing Comfort and Taste Threshold 

Wada T Takano T Tasaka A Ueda T Sakurai K  
Department of Removable Prosthodontics & Gerodontology, Tokyo Dental College 
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1) Takano T Tasaka A Yoshinari M Sakurai K
Fatigue Strength of Ce-TZP/Al2O3 Nanocomposite 
with Different Surfaces. J Dent Res. 2012;91:800-
804
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* *

*
Influence of products and humidity on residual weight of oral moisture agent 

Murakami M, Kamashita Y*, Kasai T, Seto K, Tanaka T*, Maruyama H, Nishi Y 
Department of Oral and Maxillofacial Prosthodontics, Kagoshima University Graduate School  
*Denture Prosthodontic Restoration, Kagoshima University Medical and Dental Hospital 
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 1) Yamagaki K, Kitagawa N, Sato Y et al. The 
relation between the physical properties of oral 
moisturizer and denture retention force. J J 
Gerodont 2012; 26: 402-411. 

 2) 

 2012; 26
438-443.

8 40
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R

Sterilization Effect of Anti-bacterial Functional Water (Bioshot®) on Oral Microbes Attached to Denture  

Oda S, Ryu M Izumi S Ueda T Yamada M Sakurai K 
Department of Removable Prosthodontics and Gerodontology, Tokyo Dental College 

R
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1) Yasui M Ryu M Sakurai K Ishihara K. 
Colonization of oral cavity by periodontopathic 
bacteria in complete denture werers 
Gerodontology 2012; 29: e494-e502 

ポスター発表.indd   189 2013/04/30   10:45:48



日補綴会誌　5・122回特別号，2013

― 190―

第 1, 2日　第 5会場

ポスター発表

BPS®

Comparative Study on Clinical Results in Complete Dentures between Biofunctional 
Prosthetic System and Conventional Procedure by Cross-over Trial. 

Matsuda K, Kurushima Y, Miyashita Y, Mihara Y, Ikebe K, Maeda Y 
Department of Prosthodontics, Gerodontology and Oral Rehabilitation,  
Osaka University Graduate School of Dentistry 
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 1)  Carlsson GE, Omar R. The future of 
complete dentures in oral rehabilitation. A 
critical review. J Oral Rehabil 2010; 37: 
143 156. 
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Comparative accuracy of acrylic denture bases using by two different procedures. 

Kurushima Y, Matsuda K, Maeda Y 
Depertment of Prosthodontics, Gerodontology and Oral Rehabilitation, Osaka University 
Graduate School of Dentistry 
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 1) Chung-Jae LEE, Sung-Bem BOK, Ji-Young 
BAE. Comparative adaptation accuracy of 
acrylic denture bases evaluated by two 
different methods. Dent Mater J 2010; 29: 
411–417. 
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Trial for Surface data creation using a 3D scanner for a clinical use
-Part 1- A report about surface treatment 

Sumita IY, Yoshi S, Hattori M, Taniguchi H 
Department of Maxillofacial Prosthetics, Graduate School, Tokyo Medical and Dental University 
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Imaging
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3

CAD/CAM

4
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D

 1) Jiao,T.et al. Design and fabrication of auricular 
prostheses by CAD/CAM system. Int J 
Prosthodont 2004; 17: 460-463. 
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Scratch Test of the Thermoplastic Denture Base Resins for Non-Metal Clasp Dentures 

Kawara M Iwata Y Iwasaki M Komoda Y Iida T Komiyama O Suzuki H, Asano T, Kuroki T 
Department of Oral Function and Rehabilitation, Nihon University School of Dentistry at Matsudo 
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 1) Stafford G.D, Huggett R. The use of nylon as a 
denture-base material. J dent 1986; 14: 18-22. 

 2) Ucar Y, Akova T, Aysan I. Mechanical properties 
of Polyamide versus different PMMA denture 
base materials. J prosthodont 2012; 21: 173-176. 
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* **
,* ,**

A Study on the Non-metal clasp denture  
Part1 About the vertical amount of displacement of Unilateral Free-End Removable Partial Denture 

Nishiyama R,Horie N,Usuda S,Niibe K,Arima N,Ikeda H, Suzuki K,Mori A,Iwasaki M,Shimizu J,      
Suzuki K,Nakagawa T 
Department of dentistry and Oral Surgery,School of Medichine,Keio University,*Nishi-Kanto Branch, 
**Tohoku Branch 
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Novel silicone resilient denture lining materials that improved adhesiveness. 

Kaminosono Y Nakaseko H Shinozaki Y Kamohara H Kumagai T  
GC corporation, R&D center   
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Laser Joining Method of Thermoplastic Resin for Denture Base and Dental Alloy 
- Observation of the joined region- 
Naito D Kakimoto K Takahashi K Komasa Y 
Department of Geriatric Dentistry, Osaka Dental University 
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1)

, 2007; 25: 316-322. 
2)

2012; 23: 
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Treatment Difficulty and Dentist’s Skill Affect Chair Time for Complete Denture Treatment 

Shichita T Sato Y Kitagawa N Sekiya M Nishio T Imamura Y 
Department of Geriatric Dentistry Showa University School of Dentistry 
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2

* *

*

The survival and subjective evaluation of immediate loading of two-implants mandibular overdentures 

Kanazawa M Sato D* Ochi M Omura Y Tanoue M Kasugai S* Minakuchi S 
Complete Denture Prosthodontics, Graduate School of Medical and Dental Sciences, Tokyo Medical and 
Dental University *Oral Implantology and Regenerative Dental Medicine 
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 1) Sato Y et al. Reliability and validity of a Japanese 
version of the Oral Health Impact Profile for 
edentulous subjects. Gerodontology. 2012 
Jun;29(2):e1033-7 

 2) Komagamine Y, Kanazawa M et al. Association 
between self-assessment of complete dentures and 
oral health-related quality of life. J Oral Rehabil. 
2012 Nov;39(11):847-57. 
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( )

Effect of Cyclic Compressive Force to Rat Gingival Fibroblasts on Osteoclast Differentiation 

Araki D, Hara T, Iida S, Oka M, Kuroda-Ishimine C, Kurozumi A, Sakamoto S, Miyazaki T, Minagi S 
Department of Occlusal and Oral Functional Rehabilitation, Okayama University Graduate School of 
Medicine, Dentistry and Pharmaceutical Sciences 

1)

RAW264.7

Wistar
rGF

STB-140, STREX

rGF 3

7.4% 0.167Hz 2

RNA
real time PCR COX-2

IL-6 OPG mRNA ELISA
PGE2

RAW264.7
RANKL

rGF 10%
30% vol/vol

RAW264.7 6
TRAP

rGF COX-2
IL-6

1 OPG
PGE2

10 10ng/ml

RAW264.7
10%

TRAP
30%

10%

rGF
OPG COX-2 IL-
6 PGE2

PGE2

10ng/ml PGE2
2)

PGE2

PGE2

1) Hara T, Sato T, Minagi S et al. Effect of occlusal 
pressure on the histopathological changes in 
denture supporting tissues. J Oral Rehabil 1996; 
23: 363-371. 

2) Rego EB, Inubushi T, Tanne K et al. Effect of 
PGE2 induced by compressive and tensile stresses 
on cementoblast differentiation in vitro. Arch Oral 
Biol 2011; 56: 1238-1246. 
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CAD/CAM

* ** *** *

  *   ** ***

Fabrication of crowns to fit existing clasps using CAD/CAM. 

Ozawa D, *, Suzuki Y, **, Kawamura N, ***, Kono K, *, Ohkubo C, * 
*Department of Removable Prosthodontics, **Division of Oral and Maxillofacial Implantlogy,  
***Dental technician Institute, Tsurumi University School of Dental Medicine 
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*,** *,**

* **

Effects of the long term immersion of addition-type silicone rubber impression materials in disinfectant solutions 
on the dimensional accuracy of stone models simulated full crown preparation with adjacent teeth 

Hiraguchi H*,**, Yoneyama T*,**
*Department of Dental Materials, Nihon University School of Dentistry, **Division of Biomaterials Science, 
Dental Research Center, Nihon University School of Dentistry 
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*

*

Influence of light-exposure methods on the microhardnes of dual-cured core build-up resin composites 

Yoshida K, Sawase T* 
Clinic of Fixed Prosthodontics, Nagasaki University Hospital, *Department of Applied Prosthodontics, 
Graduate School of Biomedical Sciences, Nagasaki University 
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 1) Tauböck TT, Buchalla W, Hiltebrand U et al. 
Influence of the interaction of light- and self-
polymerization on subsurface hardening of a dual-
cured core build-up resin composite. Acta 
Odontol Scand 2011; 69:41-47. 
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* ** **

*
**

Effect of Surface Treatment on Bond Strength between Lithium Disilicate Glass-Cremics and Luting Agents.

Maruo Y, Irie M, Nishigawa G, Tamada Y, Maeda N, Yamamoto Y, Minagi S 
Occlusion & Removable Prosthodontics, Okayama University Hospital, *Department of Biomaterials and 
**Department of Occlusion & Oral Functional Rehabilitation, Okayama University Graduate School 
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Nd-YVO4

 *

*
A method to fabricate zirconia copings from full-sintered zirconia using Nd:YVO4 laser  

Kazama-Koide M Ohkuma K  Ebihara Y* Ogura H 
Department of Dental Materials Science  Nippon Dental University school of life Dentistry at Niigata 
*GC corporation 
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The effect of thermal degradation of new indirect composite resin 

Machida D Murata T Ueno T Kumagai T 
GC Corporation, Research and Development dept. 
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* *,** * * * *
* * *** *,**

* **
***

Effect of new single-liquid primer contained hydrophobic acidic monomer on bonding to zirconia 
Nakayama D* Koizumi H*,** Oba Y* Nogawa H* Torizuka K* Nameta Y* Fujii K*, Yoshinari 
K*, Nakasato N***, Matsumura H*,**
*Department of Fixed Prosthodontics, Nihon University School of Dentistry, **Division of Advanced Dental 
Treatment, Dental Research Center, Nihon University School of Dentistry, ***Higashi Kantou Branch 
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 1) Kern M, Wegner SM. Bonding to zirconia 
ceramic: adhesion methods and their durability. 
Dent Mater 1998; 14: 64-71. 
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Influence of translucent zirconia on wear behavior of bovine tooth enamel 

Hara M, Hisanaga R, Sato T, Yotsuya M, Shinya A, Ishii A 
Tokyo Dental College, Dept.of Crown and Bridge Prosthodontics 
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Effect of amount of opening mouth for impression range by using intra-oral digital scanner. 

Takuma Y,Yasuda H,Sato T,Miho O,Koshihara T,Koyama T 
The Dept. of Crown and Bridge Prosthodontics. 
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1)  Kunii J.Effect of sintering on the marginal and 
internal fit of CAD/CAM fabricated zirconia 
frameworks. Dent Mater J 26(6):820-826 
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1 1 1 Juan Marcelo Rosales1 1, 2 1, 2

1

2

Detection of Primary Cilium in Periodontal Ligament at Normal and Excessive Occlusal Loading State. 

Ida T1, Kaku M1, Nozawa M1, Rosales JM1, Kaku S1, 2, Uoshima K1, 2

1 Division of Bio-Prosthodontics, Graduate School of Medical and Dental Sciences, Niigata University 
2 Niigata University, Medical and Dental Hospital 
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1. Malone AM et al. Primary cilia mediate mechanosensing 
in bone cells by a calcium- independent mechanism. 
Proc Natl Acad Sci U S A. 14; 104(33):13325-30. 
2007.
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* *,** * * * *
* * *** *,**

* **
***

Fracture resistance of single-tooth implant-supported zirconia-based an indirect composite-layered restorations

Taguchi K*, Komine F*,**, Fushiki R*, Koizuka M*, Kamio S*, Iwasaki T*, Shiono H*, Tanka H*, Takano 
K***, Matsumura H*,**
*Department of Fixed Prosthodontics, Nihon University School of Dentistry, **Division of Advanced Dental 
Treatment, Dental Research Center, Nihon University School of Dentistry, ***Tohoku-Hokkaido Branch 
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 1) Kobayashi K, Komine F, Blatz MB, Saito A, 
Koizumi H, Matsumura H. Influence of priming 
agents on the short-term bond strength of an 
indirect composite veneering material to 
zirconium dioxide ceramic. Quintessence Int 
2009;40:545-551. 
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Kobayashi K,Komine F.Influence of priming agents on 
the short-term bond strength of an indirect composite 
veneering material to zirconium dioxide ceramic. 
Quintessence Int.2009;40(7):545-551. 
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*,** *** * * * ****
**** *,** *,**

* **
***

Effect of metal priming agents on the bond strength to a gold alloy of composite luting agents 
Matsumoto Y*,**, Furuchi M***, Takeda M*, Oshima S*, Kaneko Y*, Syoji Y****, Yagi T****, 
Hashiguchi A*,**, Matsumura H*,**
*Department of Fixed Prosthodontics, Nihon University School of Dentistry, **Division of Advanced Dental 
Treatment, Dental Research Center, Nihon University School of Dentistry, ***General Practice Residency, 
Nihon University School of Dentistry Dental Hospital, ****Tokai Branch 

#1500

4

F2.0 SA

37 24

5 55 1
20,000 5

Steel-Dwass

3

1

SA
2

F2.0

 1) Tanaka T, Kamada K, Matsumura H, Atsuta M. A 
comparison of water temperatures for 
thermocycling of metal-bonded resin speciments. 
J Prothet Dent 1995; 74: 345-349. 
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CAD/CAM

Colorimetric analysis of CAD/CAM ceramics and adhesive resin cements  

Saito Y, Odaira C, Yoshida D, Ishioka M ,Takebe J, Kondo H 
Department of Prosthodontics and Oral Implantology,School of Dentistry Iwate Medical University 
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1

 2010;23(1):1-5.  
2)  Odaira C et al. Clinical Evaluation of a Dental Color 

Analysis system: the Crystaleye Spectrophotometer.J 
Prosth Res 2011;55:199-205. 
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*
,

*
The effct of acetone washing for metal surface after metal primer apply 

Oguma R, Muraguchi K, Minami H, Murahara S, Sakoguchi K, Shiomuki D, Yanagida H, Minemoto S, 
Minesaki Y, Suzuki S*, Tanaka T 
Department of Fixed Prosthetic Dentistry, Kagoshima University Graduate School of Medical and Dental 
Sciences *University of Alabama at Birmingham 

(Chain
transfer reaction ) BPO-

TBBO

,
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7
ANOVA Turkey 5
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1)

 1987; 6(5): 702-707. 
 2) 

 2001; 675: 103-
116.
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* *
* * **

*
**

Effect of Adherend Surface Temperature on Bond Strength of Adshesive Resin to Zirconia Restorations. 
Murahara S, Minami H*, Oguma R, Muraguchi K, Sakoguchi K, Shiomuki D, Kadokawa A, Yanagida H,
Minemoto S, Minesaki Y*, Suzuki S**, Tanaka T 
Department of Fixed Prosthodontics Kagoshima University Graduate School of Medical and Dental Sciences, 
*Fixed Prosthodontic Clinic Kagoshima University Medical and Dental Hospital,  
**Department of Prosthodontics and Biomaterials University of Alabama at Birmingham 
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Tensile Bond Strengths of New Self-adhesive Resin Cements to Root Canal Dentin 

Otake S Shin C Komada W Yoshida K Miura H 
Department of Fixed Prosthodontics Division of Oral Health Sciences Graduate School, Tokyo Medical and 
Dental University 
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1)  Aksornmugang J, Nakajima M., Foxton RM and 
Tagami J. : Effect of prolonged photo-irradiation 
time of three self-etch systems on the bonding to 
root canal dentine. J. Dent. 2006; 34: 389-397. 
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4META

* * * *
** *

*
**

Effects of surface oxidation by heating and metal primers for the bonding of 4META-MMA/TBBO resin to 
gold-platinum alloy. 
Minami H Murahara S* Muraguchi K Yanagida H* Sakoguchi K* Shiomuki D Oguma R, 
Minesaki Y, Suzuki S**, Tanaka T*. 
Fixed Prosthetic Clinic, Kagoshima University Hospital *Department of Fixed Prosthetic Dentistry, 
Kagoshima University Graduate School **University of Alabama at Birmingham, School of Dentistry 
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 1) Tanaka T, Atsuta M, Nakabayashi N, Masuhara E. 
Surface treatment of gold alloys for adhesion. J 
Prosthet Dent 1988; 60: 271-279. 

 2) Okuya N, Minami H, Kurashige H, Murahara S, 
Suzuki S, Tanaka T. Effects of metal primers on 
bonding of adhesive cement to noble alloys for 
porcelain fusing. Dent Mater J 2010; 29: 177-87. 
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Numeral change of ceramic restoration case after introduction of fabrication system for full-contour zirconia 
restoration 

Ishibashi C Kobayashi T Mizumachi E Nitta S Tokutomi K Matsuura T Sato H 
Section of Fixed Prosthodontics, Department of Oral Rehabilitation, Fukuoka Dental College 
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 1) Miller A, Long J, Miler B, Cole J. Comparison of 
the fracture strengths of ceramometal crowns 
versus several all-ceramic crowns. J Prosthet 
Dent. 1992 Jul;68(1):38-41

 2) 

2010 12-20
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*

*

The clinical report of zirconia all-ceramic crown 

Kudo M, Miura S, Kasahara S, Okuyama Y, Izumida A, Inagaki R, Sasaki K*, Yoda M 
Division of Fixed Prosthodontics, Division of Advanced Prosthetic Dentistry*, Graduate School of Dentistry, 
Tohoku University 
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1) Kudo M, Miura S, Kikuchi M, Inagaki R, Cho J, 
Sasaki K, Yoda M. Effect of Zirconia Frame 
Thickness on Fracture Toughness of Veneer 
Porcelain. Interface Oral Health Science 2011. 
268-270, 2011 

2) Kudo M, Miura S, Kikuchi M, Inagaki R, 
Kasahara S, Sasaki K, Yoda M. Fracture 
Toughness of Veneer Porcelain for Zirconia All-
ceramic Crown. IADR 2013 Seattle (accepted 
#174027). 2013 
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Comparison of Fit and Color of Three types of All-ceramic Crowns 

Nonogaki R Yokoyama T Imaida C Muramatu R Shimomura A Oka T Kurachi M Ishigami H 

Department of Prosthodontics Asahi University School of Dentistry 
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CAD/CAM
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The Influence of Posture and Head Position for Occlusal Contacts
Tsuchiya S Ando A Nakamura N Niimura H Yanagida F Komachiya M Matsuyama Y

Yamaguchi M Suzuki Y Komeda K Kurasawa I Kuroiwa A
Department of Prosthodontics School of Dentistry  Matsumoto Dental University, 

Graduate School

1

1
2

1.5

 1) 

 2001 45 78
 2) 

2012 4 277-285
3)

2002 46 64-72
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1 1 Juan Marcelo Rosales1, 1 1,2
1,2
1
2

Distribution and Stem Cell Marker Expression of Bone Marrow Derived Cells in PDL. 

Kaku M1, Nozawa M1, Rosales JM1, Ida T1, Akiba Y1,2, Uoshima K1,2
1Division of Bio-Prosthodontics, Graduate School of Medical and Dental Sciences, Niigata University 
2Niigata University Medical and Dental Hospital 
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1) Chai et al. Fate of the mammalian cranial neural 
crest during tooth and mandibular morphogenesis. 
Development 2000;127 (8):1671-9.  

2) Kaku et al. Identification and characterization of 
neural crest-derived cells in adult periodontal 
ligament of mice. Arch Oral Biol. 2012;57 
(12):1668-75.

 ( )
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* * * * *
* *

*
The reproduction of occlusal contacts on a 3-dimensional model 

Kihara T, Ikawa T*, Hirabayashi R*, Hirai S*, Sasaki K*, Shigeta Y*, Ando E*, Nikawa H, Ogawa T*. 
Division of Oral Health Sciences, Graduate School of Biomedical Sciences, Hiroshima University,  
* Department of Fixed Prosthodontics, Tsurumi University School of Dental Medicine 
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Influence of press conditions on the marginal accuracy of press ceramic restrations 

Shirai M Sato Y Sakuma M Matsui T Muraishi E Suzuki M Ohkubo C 
Department of Removable Prosthodontics, Tsurumi University School of Dental Medicine 
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* ** **

*
**

Comparison between 3D-Finite Element Models Created from CT Data of an Implant Inserted in a Dried 
Human Mandible  

Kurokawa K Stegaroiu R Takano R* Nishiyama H** Hayashi T** 
Department of Oral Health and Welfare, *Division of Bio-prosthodontics, **Division of Oral and 
Maxillofacial Radiology, Niigata University Graduate School of Medical and Dental Sciences 

1) Stegaroiu R, Watanabe N, Tanaka M, Ejiri S, 
Nomura S, Miyakawa O:Peri-implant stress analysis 
in simulation models with or without trabecular 
bone structure. Int J Prosthodont 2006; 19: 40-42. 
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Comparison of treatment effects between dental implants and removable partial dentures: survival rate of 
adjacent teeth to missing space 

Nogawa T, Takayama Y, Saito M, Yokoyama A 
Department of Oral Functional Prosthodontics, Division of Oral Functional Science, Graduate School of 
Dental Medicine, Hokkaido University 
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5

 1) Misch CE et al. Posterior implant single-tooth 
replacement and status of adjacent teeth during a 
10-year period: a retrospective report. J Periodontol 
2008; 79: 2378-2382. 

 2) Aquilino SA et al. Ten-year survival rates of teeth 
adjacent to treated and untreated posterior 
bounded edentulous spaces. J Prosthet Dent 2001; 
85: 455-460. 

3)

10
2011 30(1) 1-12
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CCN4/WISP-1

Emilio S. Hara * Marian F. 
Young*

*

The Role of CCN4/WISP-1 during Skin Wound Healing 
Masaki A Ono M Sonoyama W Hara ES Maeda A* Young MF* Kuboki T 
Department of Rehabilitation and Regenerative Medicine, Okayama University Graduate 
School of Medicine, Dentistry and Pharmaceutical Sciences *National Institute of Dental and 
Craniofacial Research, National Institutes of Health 
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1) Ono M, Young MF, et al. WISP-1/CCN4 
regulates osteogenesis by enhancing BMP-2 
activity. J Bone Miner Res 2011; 26: 193-208. 
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The factors affecting titanium elution in SBF solutions: pH, fluorine sodium, mechanical stimulus 

Suito H, Iwawaki Y, Ishida Y, Watanabe M, Tomotake Y, Ichikawa T 
Department of Oral and Maxillofacial Prosthodontics and Oral Implantology, The University of Tokushima, 
Institute of Health Biosciences  
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 1) Nakagawa M, Matsuya S, Udoh K. Effect of 
flouride and dissolved oxygen concentrations on 
the corrosion behavior of pure titanium and 
titanium alloys.Dent Mater J 2002;21(2):83-92 

 2) Tanji Y, Itoh T, Nakano T,  Hori K, Unno H. 
Chemical analysis of an artifial biofilm that 
enhances or inhibits carbon steel corrosion. 
Corrosion 2002; 58(3):232-239 

pH
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*

 The Impact of the Physicochemical Properties of Anodized-hydrothermally Treated Titanium on  
Gene Expression in Adherent Murine Gingival Epithelial Cells and Fibroblast-like Cells 

Takebe J, Miyata K, Miura S, Ito S, Furukawa K, Kimura H*, Kondo H 
Department of Prosthodontics and Oral Implantology, School of Dentistry, Iwate Medical University,  
*Touhoku-Hokkaidou Branch  
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 1) Takebe J, Ito S, Miura S, Miyata K, Ishibashi K. 
Physicochemical state of the nanotopographic 
surface of commercially pure titanium following 
anodization-hydrothermal treatment reveals 
significantly improved hydrophilicity and  surface 
energy profiles. Materials Science and Engineering 
C 2012; 32: 55-60

Laminin-5 72

ポスター発表.indd   229 2013/04/30   10:49:37



日補綴会誌　5・122回特別号，2013

― 230―

第 1, 2日　第 5会場

ポスター発表

0

20

40

60

100

80

120 UV
UV

P<0.05 vs

0

20

40

60

100

80

120 UV
UV

P<0.05 vs

Evaluation of the hybrid titanium surface after the ultraviolet irradiation 

Kuwabara A, Hoshi N, Odagiri K, Ishii K, Kimoto K 
Division of Fixed Prosthodontics, Department of Oral and Maxillofacial Rehabilitation,  
Kanagawa Dental University 
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-

 1) Atsushi KUWABARA, Norio HORI, Katsuhiko 
KIMOTO, Enhanced biological responses of a 
hydroxyapatite/TiO2 hybrid structure when 
surface electric charge is controlled using 
radiofrequency sputtering. Dental Materials J 
2012; 31(3): 368-376 
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 Periscan PIM

Application of a Laser Doppler Perfusion Iimaging Periscan PIM II for Measuring the Blood Flow of

Peri-implant Mucosa

Hirai H. Sakane M. Yoshioka F. Ozawa S. Sugiyama S. Omi M. Okazaki S. Sato T. Tanaka Y
Department of Removable Prosthodontics School of Dentistry Aichi-gakuin University 

Periscan PIM Perimed

Periscan PIM

Perfusion Value (V) 

 1) 
 2001; 45 1 : 117-128. 

 2) 
 2003; 47 1 : 125-134.  

 3)  Periscan PIM
 2005; 49 1 : 26-35. 

Periscan PIM
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( )

Extrusion of Tooth after Prosthetic Treatment with Dental Implant. 

Mihara Y, Matsuda K, Ikebe K, Maeda Y 
Depertment of Prosthodontics, Gerodontology and Oral Rehabilitation, Osaka University Graduate School of 
Dentistry
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 1) Carl E. Misch( ). Dental Implant 
Prosthetics( :

) 2007; 499-539. 
2) , , , :

;  2007; 20: 
581-591.
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Clinical evaluation of sinus floor elevation using the plate shaped bone substitute 

Takafuji K,Kihara H,Hatakeyama W,Yokota J,Oriso K,Kondo H 
Department of Prosthodontics and Oral Implantology School of Dentistry, Iwate Medical 
University 
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1) Dong-Seok Sohn et al. New bone formation in the 

maxillary sinus without bone grafts. Implant 

Dentistry 2008; 17(3). 

2) Stefan Lundgren et al. Bone Reformation with Sinus 

Membrane Elevation: A New Surgical Technique for 

Maxillary Sinus Floor Augmentation. Clinical 

Implant Dentistry and Related Research 2004; 6( 3). 
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Analysis of Finite Element Mandible Model with Immediately Loaded Implants by 3D-FEM 

ISHIKAWA M, NAKAI T, SAKAMOTO T, HIROSE Y, OCHI M 
 Department of Fixed Prosthodontics and Oral Implantology, Health Sciences University of Hokkaido 
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 1) Effect of 
Design of Dental Implant and Bone Density on 
Stress Distribution in the Bone

  2010; 31: 41-46. 
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MPC polymer coating on Ti implant surface to prevent biofilm formation 

Fukunishi M, Iwasa F, Morisaki H*, Inoue Y**, Ishihara K**,  Kuwata H *, Baba K 
Department of Prosthodontics School of Dentistry,Showa University, *Department of Oral Microbiology 
School of Dentistry,Showa University, **Department of Bioengineering School of Engineering,  
The University of Tokyo, 
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1)  Ishihara K, Nomura H, Mihara T, Kurita K, 
Iwasaki Y, Nakabayashi N. Why do phospholipid 
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Mater Res. 1998 Feb;39(2):323-30 
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*
*

Displacement of Implant Replicas on the Working Casts for Implant Superstructures 
-Effects of the Hardness of Impression Materials - 

Matsumura N Tetsuo Y Yamanouchi T Sekine T Tamai K ShimenoT Enatsu R
Kano T Suzuki S Nagata Y Moriwaki Y* Seino K 
Department of Prosthetic Dentistry Ohu University School of Dentistry *Chugoku-Shikoku Branch 
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 1) Carr AB. A comparison of impression techniques 
for a five-implant mandibular model. Int J Oral 
Maxillofac Implants 1991; 6: 448-455. 
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Evaluation of osteoblast response and physicochemical analysis to anodization treatment of titanium with UV

Saita M, Hoshi N, Kimoto K 
Division of Fixed Prosthodontics, Department of Oral and Maxillofacial Rehabilitation, Kanagawa Dental 
University
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 1)  Aita H, Hori N, Takeuchi M, Suzuki T, Yamada 
M, M Anpo, Ogawa T. The effect of ultraviolet  
functionalization of titanium on integration with  
bone. Biomaterials 2009; 30: 1015-1025 

 2)  Hori N, Att W, Yamada M, Okada S, Ohno A,  
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titanium bioactivity. Int J Oral Maxillofac Implant 
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*

*
Stress distribution around short implant in case of insufficient bone volume at upper posterior region 

Moriwaki H  Nakano T Yamaguchi S* Kobayashi Y Ono S Yamanishi Y Yatani H 
Department of Fixed Prosthodontics, Osaka University Graduate School of Dentistry 
* Department of Biomaterials Science, Osaka University Graduate School of Dentistry 
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1) Annibali S, Cristalli MP, Dell Aquila D, Biqnozzi 
I, La Monaca G, Pilloni A. Short dental implants : a 
systematic review. J Dent Res 2012; 91: 25- 32. 
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Chronological changes of interproximal contact between mesial adjacent teeth and implant superstructures 

Sato M Shiota M Fujimori T Imakita C Kasugai S
Oral Implantrogy and Regenerative Dental Medicine Tokyo Medical and Dental University 
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 1) Koori H Morimoto K Tsukiyama Y Koyano K
Statistical analysis of the diachronic loss of 
interproximal contact between fixed implant 
prostheses and adjacent teeth Int J Prosthodont 
2010  Nov-Dec 23(6) 535-40 
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*

*

Clinical Evaluation of Two-implant Supported Overdenture Applited for the Lower Edentulous Jaw 

Hamada N Kamashita Y* Hamada A  
Kyusyu Branch
* Denture Prosthodontic Restoration, Kagoshima University Medical and Dental Hospital 

1-3

 1) 

2003
2

2012
3

/
2005

125-132
4 KamashitaY, et al. Reliability, Validity and 

Preference of an Original Faces Sale for 
Assessing the Mood of Patients with Dentures. 
Prosthodont Res Pract 2007; 6 : 93-98. 
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CT

Classification of Sagittal Bone Configuration of The Anterior Maxillary Teeth 
-A Cone Beam Computed Tomography Study- 

Atsumi M1,3) Kamata M3) Ozaki T3) Kagiwada M1) Nakajima M2) Hanzawa E4) Kimoto K2)

Tamaki K1) 1)Dept.of Removable Prosthetics 2) Div.of  Fixed Prosthodontics,  Kanagawa Dental 
University 3)Div.of Dental Implant,Kanagawa Dental University Hospital 4 Nishi- Kanto Branch  

3

SimPlant;

109

Kan
II III IV

straight  convex concave
complex

18 73 52.6
Kan

Class I 87.0

Class II  6.5
Class 1.0

2/3
Class IV 5.6

straight 28.7%
convex  3.6%

concave 61.6% convex concave 
S complex 6.0%

Kan
I

IV

Kan JYK, Roe P et all. Classification of Sagittal 
Root Position in Relation to the Anterior 
Maxillary Osseous Housing for Immediate 
Implant Placement:A Cone Beam Computed 
Tomography Study.Int J Oral Maxillofac Implants
2011 Jul-Aug;26(4):873-6. 
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Suppressed lymphangiogenesis and osteonecrosis of the jaw (ONJ) 

Kuroshima S, Yamashita J  
Division of Prosthodontics, Department of Biologic Materials and Sciences, University of Michigan, School 
of Dentistry 
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 1) Kuroshima S, Go VA, Yamashita J. Increased 
numbers of tartrate-resistant acid phosphatase 
positive cells on long-term zoledronic acid 
therapy in mice. Endocrinology 2012; 153: 17-28.  
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*

*

Improved osseointegration and bone adaptation around dental implant under mechanical loading 

Kuroshima S, Yasutake M, Miyahara K, Nakano Y*, Sawase T 
Department of Applied Prosthodontics, Graduate School of Biomedical Sciences, Nagasaki University, 
*Course of Materials Sciences & Engineering, Division of Materials & Manufacturing Science, Graduate 
School of Engineering, Osaka University 
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 1) Frost HM. Wolffs Law and bones structural 
adaptations to mechanical usage: an overview for 
clinicaians. Angle Oorthod 1994; 64: 175-188. 
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The application of conditioned medium on dental implant to obtain early 
osseointegration 
Tsuchiya S Hibi H, Ueda M 
Department of Oral and Maxillo facial Surgery, Nagoya University Hospital 

Duske K, Koban I, et al: Journal of Clinical Periodontology 
2012; 39: 400-7. 
Inoue T, Sugiyama M, et al: Tissue Engineering Part A, 
in press. 
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*

*
 Stimulation of multiple cytokines promotes osteogenic differentiation in mesenchymal stem cells. 

Yokota J Ibi M* Takahuji K Kihara H Kondo H 
*Department of Prosthodontics and Oral Implantology, School of Dentistry, Iwate Medical University
**Division of Cellular Biosignal Sciences, Department of Biochemistry, Iwate Medical University 
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 1) Antoon et al. Impact of bladder-derived acellular 
matrix, growth factors, and extracellular matrix 
constituents on the survival and multipotency of 
marrow-derived mesenchymal stem cells: Journal 
of Biomedical Materials Research A | JAN 2012 
Vol 100A, Issue 1: 72-83 
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Curdlan

Curdlan Dectin-1

* *

*

Effect of Curdlan on osteoclastogenesis 

Yamasaki T, Ariyoshi W*, Masaki C, Nakamoto T, Nishihara T*, Hosokawa R 
Department of Oral Reconstruction and Rehabilitaion, Kyushu Dental University 
*Department of Infections and Molecular Biology, Kyushu Dental University 
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 1) Taylor PR, Brown GD et al. Dectin-1 is required 
for -glucan recognition andcontrol of fungal 
infection. Nature Immunol. 2007; 8:31-38. 

 2) Ariyoshi W, Takahashi T, Nishihara T et al. 
Mechanisms involved in enhancement of 
osteoclast formation and function by low 
molecular weight hyaluronic acid. J Biol Chem. 
2005; 63:409-504. 
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The optimization of diameter and length of dental implants according to bone quality based on biomechanical 
study. 

UEDA N TAKAYAMA Y KAYUMI S YOKOYAMA A 
Department of Oral Functional Prosthodontics,Division of Oral Functional Science,Graduate School of 
Dental Medicine,Hokkaido University 
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1) Frost HM,A 2003 Update of Bone Physiology 
and Wolff's Law for Clinicians  

2) Les CM, Estimation of material properties in the 
equine metacarpus with use of quantitative 
computed tomography. 

3) Keyak JH, Correlations between orthogonal 
mechanical properties and density of trabecular 
bone: use of different densitometric measures. 
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HSP27

1 1 Juan Marcelo Rosales1 1 1,2
1,2
1
2

Early Behaviors of Transplanted Cells and The Effect of HSP27 Overexpression in Osteoblasts 

Nozawa M1 Kaku M1  Rosales JM 1 Ida T 1, Akiba Y1,2 Uoshima K1,2 
1Division of Bio-Prosthodontics, Graduate School of Medical and Dental Science, Niigata University 
2Niigata University Medical and Dental Hospital 
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1) Nagata M. et al. A clinical study of alveolar bone tissue  
engineering with cultured autogenous periosteal cells: 
coordinated activation of bone formation and resorption. 
Bone; 50(5):1123-9. 2012. 
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Evaluation of microcirculation dynamics in soft tissue around implant  
abutment using laser Doppler flowmetry 
Kajiwara N, Masaki C, Morino M, Yamasaki T, Imamura A, Murakami T, Nakamoto T, 
Hosokawa R 
Department of Oral Reconstruction and Rehabilitation, Kyushu Dental University 
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1) Gomes A, Montero J. Zirconia abutments: A 
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2011
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* **

*
**
Effect of Deviation of Mandibular Position and Jaw Function on the Sway of Center of Body Balance 
-Part 7- Mandibular Position and Posture 

Nishiyama Y Uenishi M Takayama Y Miyamoto H* Hazama K** Ohkubo C 
Department of Removable Prosthodontics Tsurumi University School of Dental Medicine
*Inter-Reha Co.,Ltd. **Medical Corporation Bio Family Bio Clinic Tokyo 
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 1) G. Perinetti & L. Contardo.  Posturography as a 
diagnostic aid in dentistry:  a systematic review. 
Journal of Oral Rehabilitation 2009; 36: 922-936. 
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SAMP8
*

**
*

**
Influence of Change Stage in Diet Texture on Learning and Memory in SAMP8  
Ozeki H Yokoyama T Tsuchiya A Kato D Tsuchiya T* Adachi M Hattori H Harata R
Murakami H** Ito Y 
Department of Fixed Prosthodontics, School of Dentistry, Aichi Gakuin University 
*Department of General Dental Diagnosis and Treatment, Aichi Gakuin University Dental Hospital 
** Department of Gerodontology, School of Dentistry, Aichi Gakuin University 
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1)
2)
The age characteristics of patients with temporomandibular 

Obara R Komiyama O Iida T Narita N, Okubo M, Uchida T, Kamiya K, Kawara M 
1)Department of Oral Function and Rehabilitation, Nihon University School of Dentistry at Matsudo 
2)Orofacial and Head Pain Clinic, Nihon University School of Dentistry at Matsudo 
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 1) 
1996 8 113-117

2) Otto MW, Dougher MJ. Sex differences and 
personality factors in responsivity to pain. Percept 
Mot Skills. 1985; 61: 383-90. 
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* ** **
** **

HBS *
**
Study on a Determination Method for the Horizontal Maxilla-mandibular Relationship using the Kinemaic 
Axis Point 
Shigemoto S, Bando N, Ishikawa T*, Satsuma T**, Kori M, Nishigawa K**, Takeuchi H**, Hosoki M,  
Kubo Y**, Matsuka Y 
Department of Fixed Prosthodontics, The Univ of Tokushima Graduate School, *Center for Advanced Dental 
Health Care, Tokushima University Hospital, **General Dentistry, Tokushima University Hospital 
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Effects of Head Position to the Activities of Mandibar and Neck Muscles on Grip Exercise with Electro-
myography 

Inoko Y, Kondoh D, Ida I, Nishikawa R, Tawada Y, Watanabe F 
Department of Crown and Bridgh, The Nippon Dental University School of Life Dentistry at Niigata 
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 1) 

1988;55:53-70.
 2) 

 1991;35:983-996. 
 3)   

1996;2:119-127.  
 4) Goldstein DF, Kraus SL, Williams WB et 

a.Influence of cervical posture on mandibular 
movement. J Prosthet Dent. 1984; 52:421-426. 

ポスター発表.indd   254 2013/04/30   10:50:26



日補綴会誌　5・122回特別号，2013

― 255―

第 1, 2日　第 5会場

ポスター発表

Difference between Chewing Side Preference and Non-chewing Side Preference on Autonomic Nervous 
System 

Ohta M Soeda R Ueda T Sakurai K 
Department of Removable Prosthodontics and Gerodontology Tokyo Dental College 
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 1

1998; 8: 42-52
2  Diernberger S, Bernhardt O, Schwahn C, Kordass  

B. Self-reported chewing side preference and its 
associations with occlusal, temporomandibular 
and prosthodontics factor. J Oral Rehabil 2008; 
35: 613-620. 
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Influence of Low-level Clenching Intensity on Occlusal Contact Relations in Each Teeth 

Komoda Y Kawara M Obara R Komiyama O Iida T Suzuki H Asano T Honki H Watanabe A 
Department of Oral Function and Rehabilitation, Nihon University School of Dentistry at Matsudo 
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Hidaka O, Iwasaki M, Saito M et al. Influence of  
    clenching intensity on bite force balance, occlusal  
    contact area, and average bite pressure. J Dent Res  
    1999; 78:1336-1344. 
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* * ** *

, * , **

Research on rehabilitation effect of a denture -Part 2 - Comparison using the event-related potential N200. 

Aoki S*,Osawa S*,Nagano H** ,Ito T* 
Department of Oral diagnostics,*Research Institute of Oral Science, Nihon University School of Dentistry at 
Matsudo,* * Higashikanto Branch 

QOL

QOL

QOL

1

N200

65 84 71 7

QOL GOHAI

2 8

20

200msec
N200

N200
1

N200

N200 224msec
210msec

N200
N200

JSPS  22592346 23593105

 1) 

2004; 48:583-591. 
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Sensory Trick

Features of Sensory Tricks in Some Cases of Oromandibular Dystonia 

Narita N, Kamiya K 
Clinical Department of Neurological Dentistry, Hospital of Nihon University School of Dentistry at Matsudo

Sensory 
Trick 1)

24592936
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3
A 52 ,
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A B
C

A

B

C

 Tongue Protrusion Dystonia ,
(AD) ( ).

1) Loyola DP, Camargos S, Maia D, Cardoso F. Sensory 
tricks in focal dystonia and hemifacial spasm. Eur J 
Neurol, 2012; Dec 7.
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* * ** ** *
*** *** *

* HBS **
***
Investigation of Jaw Movements and Masseter Muscle Activities during Clenching Periods of Sleep Bruxism

Suzuki Y, Okura K*, Shigemoto S*, Noguchi N**, Abe S**, Omoto K*, Kanbara S, Takata N,  
Nakano M***, Baondo E*** and Matsuka Y*
Tokushima University Hospital, *Department of Fixed Prosthodontics, **Department. of Comprehensive 
Dentistry, The University of Tokushima Graduate School, ***The University of Tokushima 
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 1) 

2011 19(1) 146-149
 2) Rechitshaffen A, Kales A A Manual of 

Standardized Terminology Techniques and 
Scoring System for Sleep Stages of Human 
Subjects Los Angeles BIS/BRI UCLA 1968

3)

1997 41 292-301

CP
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BE-I

Changes in Occlusion and Symptoms by TMJ Manipulation -Examination  by BITEEYE BE-1- 

Shimada.A,, Shimada.M  
Green Dental Clinic Medical Corporation

1)
2008: 38.  
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Relationship between the Characteristics of the daytime and the nighttime bruxism 
Endo H, Tanabe N, Kanemura K, Asano A , Takebe J, Kondo H 
Department of Prosthodontics and Oral Implantology, School of Dentistry, Iwate Medical University,  

Division of Education for the General Dentistry 

16 ( 6
10 30.6 5.2 )

(DL-3) 1)

(A.M.I )
24

20%MVC 3

IBM SPSS 19.0

16 15

Wilcoxon
Test :p<0.05

 1) Endo H, Kanemura K, Tanabe N, Takebe J.
Clenching occurring during the day is influenced 
by psychological factors. Prosthodont Res Pract 
2011; 55(3): 159-64. 
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Remote diagnosis and medical tourism for involuntary movements in the stomatognathic region 

Yoshida K 
Department of Oral and Maxillofacial Surgery, National Hospital Organization, Kyoto Medical Center

(oromandibular dystonia)

1.

(https://sites.google.com/site/oromadibulardystonia/)

(Skype)

2.

MAB(muscle afferent bock)

 1) Yoshida K, Kaji R, Kubori T et al. Muscle 
afferent block for the treatment of oromandibular 
dystonia. Mov Disord 1998; 13: 699-705. 

 2) Yoshida K. Muskelafferentzblockierung in der 
Behandlung der oromandibulären Dystonie -
Unterschiedliche Wirkung auf Kau- und 
Zungenmuskulatur- Nervenarzt 2003; 74: 516-
522.  

3)  Yoshida K. Coronoidotomy as treatment for 
trismus due to jaw-closing oromandibular 
dystonia. Mov Disord 2006; 21: 1028-1031. 

4)  Yoshida K. Yoshida K, Iizuka T. Botulinum toxin 
treatment for upper airway collapse resulting 
from temporomandibular joint dislocation due to 
jaw-opening dystonia. J Craniomandibl Pract 
2006; 24: 217-222. 
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TMD

* *

*
Analysis of causal relationship between jaw muscle activity during sleep , emotional stress and subjective 
signs or symptoms of TMD 

Okura T Abekura H Tsuboi M Sadamori S Akagawa Y
Department of Advanced Prosthodontics Hiroshima University Graduate School of Biomedical Sciences
*Hiroshima University Hospital Clinic of Prosthetic Dentistry 
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3 97 TMJ Scale Pain
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 4 
TMD

5%

JSACL Duration 0.36
Duration 0.34

0.45

SB

TMD

1) Winocur E, et al. Signs of bruxism and 
temporomandibular disorders among psychiatric 
patients. Oral Surg Oral Med Oral Pathol Oral 
Radiol Endod 2007; 103: 60-63. 
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 PSG study
*

**
*

**
The association between clinical signs and sleep bruxism assessed by polysomnography   

Sakai T, Yoshizawa S,Yoshizawa A, Takaba M, Kawana F*, Ono Y, Suganuma T, Kato T**, Baba K 
Department of Prosthodontics School of Dentistry,Showa University. *Toranomon Hospital 
**Department of Oral Anatomy and Neurobiology, Graduate School of Dentistry, Osaka University
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SB > 4 episodes/ hr
18.1% 63.6

SB episode phasic

1) Lavigne G, Rompré P, Montplaisir J. Sleep bruxism: 
validity of clinical research diagnostic criteria in a 
controlled polysomnographic study. J Dent Res 
1996; 75(1): 546-52. 

2) Rechtschaffen A, Kales A (1968). A manual of 
standardized terminology, techniques and scoring 
techniques for sleep stages of human subjects. Los 
Angeles: Brain Research Institute. 
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5000 080-200-5001 

*

Effect of Shortened Artificial Dental Arch of Removable Partial Dentures on Brain Activity during Chewing 

Shoi K, Fueki K, Usui N*, Igarashi Y 
Removable Partial Denture Prosthodontics, Tokyo Medical and Dental University,  
*Department of Cognitive Neurobiology, Tokyo Medical and Dental University

1)

11  ( 1
10 66.1 )

 ( ) 2

2
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 (p<0.05)

 functional 
magnetic resonance imaging (fMRI) 

( ) 1
18 18

5
2

Siemens 1.5TMRI gradient-echo 
echo-planner imaging 26

3 (FOV 192mm
192mm, Matrix 64 64, slice thickness 5mm, TE 60ms, 
Flip angle 90 )

SPM5 
(Wellcom Department of Cognitive Neurology, London, 
UK)

Montral Neurological Institute (MNI) 
EPI template Gaussian filter

BOLD

BOLD
(p<0.005, 

uncorrected) MNI
Talairach

P<0.05

1)  Käyser AF. Shortened dental arches and oral 
function. J Oral Rehabil 1981; 8: 457-462. 
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A

*

*
Effect of newly purified Botulinum toxin type A to trigeminal neurons 

Maruhama K Matsuka Y* Komi K Ono M Maekawa K Kuboki T 
Department of Oral Rehabilitation and Regenerative Medicine, Okayama University Graduate School of 
Medicine, Dentistry, and Pharmaceutical Sciences 
*Department of Fixed Prosthodontics, Institute of Health Biosciences, University of Tokushima 
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1) Kitamura Y, et al. Botulinum toxin type a (150 
kDa) decreases exaggerated neurotransmitter 
release from trigeminal ganglion neurons and 
relieves neuropathy behaviors induced by 
infraorbital nerve constriction. Neuroscience 
159:1422 29, 2009. 
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DCM

Influence of mandibular displacement on human brain activity 
-Investigation of brain network using Dynamic Causal Modeling- 
Sakuraba H, Kobayashi T, Kubota M, Sawada A, Tsuchida K, Hara S, Oriso K, Kondo H  
Department of Prosthodontics and Oral Implantology, School of Dentistry, Iwate Medical University 
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SaOS-2 3

Effects of 3 materials on proliferation and osteogenic differentiation of human osteoblast-like cells(SaOS-2) 

Hatakeyama W Kihara H Takafuji K Kondo H 
Department of Prosthodontics and Oral Implantology, School of Dentistry, Iwate Medical University
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1) Chosa N, Taira M, Saitoh S J Dent Res 
 2004; 83: 465-469. 
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* **

,*
,**

Effects of chewing on stress-induced osteoporosis 

Furuzawa M, Katayama T, Mori D, Miyake H, Mimura S, Ogiso A, Fujiwara S, Chen H*, Kubo K** 
Department of Prosthodentics Asahi University School of Dentistry, *Department of Anatomy Gifu University 
Graduate School of Medicine, **Seijoh University Graduate School of Health Care Studies 
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1) Yirmiya R, et al. Depression induces bone loss 
through stimulation of the sympathetic nervous 
system. Proc Natl Acad Sci U S A 2006; 
103:16876-81.

2)  Kubo K et al. Chewing under restrain stress
inhibits the stress-induced suppression of cell 
birth in the dentate gyrus of aged SAMP8 mice, 
Neurosoi Lett 2009; 466: 109-113. 
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*, *, *

*

Induction of osteoblast differentiation using neural-crest derived cells in hair folicles  

Morisawa E Takami M*,  Suzawa T*,  Kamijo R*, Baba K 
Departments of Prosthodontics and *Biochemistry, School of Dentistry, Showa University 
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Osteogenic Effect of Fluvastatin Local-administration in Osteoporosis Model Rat

Yasuda.H, Nomoto S, Sato T, Takuma Y, Aoki M, Okabayashi S 
Tokyo Dental College, The Dept. of Crown and Bridge Prosthodontics
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( 1)
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1) Mundy G, Garrett R, Harris S, et al.  
 Stimulation of bone formation in vitro and in 
rodents by statins. Science 286: 1946-1949. 

2) Y Yamori, S Fukuda, et al. 
Stroke-Prone SHR(SHRSP) as a model for 
osteoporosis. Clin. Exp. Hypertens. 13, 755–762. 

1.
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* **
*** **** ***** 

* ** *** ****
*****

Influence of Time Course and Environment Variation in Transporting Dental Prescale 

Hayashi T, Nakamura K, Yamamoto M, Kondo Y, Kojima* E, Kurata Y**, Tomizawa H***,  
Okamoto N**** , Onozawa H***** 
Tokai Branch, *Nishi-Kanto Branch, **Higashi-Kanto Branch, ***Tokyo Branch, ****Kyusyu Branch,
*****GC Co 
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Difference in the Amount of Fluoride Release in Fluoride-releasing Cements 

Yokomoto M,  Ogami K,  Tomura K Koike T Ueda T Sakurai K 
Department of Removable Prosthodontics and Gerodontology, Tokyo Dental College 
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* *

*
A Study on the Disinfection of Impression Using Hypochlorous-acid Electrolyzed Water 
-Influence of available chlorine concentration- 

Maki S Hamasaka H Okutsu F Matsukawa T, Toyota Y Negoro R Endo M Matsui A,
Amano S* Ohmori Y* Okamoto K Ohkawa S 
Division of Removable Prosthodontics, Department of Restorative & Biomaterials Sciences, Meikai 
University School of Dentistry *Division of Microbiology and Immunology,  Department of Oral Biology 
& Tissue Engineering, Meikai University School of Dentistry 
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1) Egusa H Watamoto H Matsumoto T et 
al Clinical Evaluation of the Efficacy of 
Removing Microorganisms to Disinfect Patient-
Derived Dental Impressions Int J Prosthodont 
2008 21 531-538

2)
Enterococcus faecalis

2010 31 29-35
3)

2012 4 121
247
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HDACi

1 1,2 Juan Marcelo Rosales1 1 1 1,2

1,2

1

2

Effect of Several Histone Deacetylase inhibitors on Osteogenic Differentiation and Bone Formation.  

Eguchi K1, Akiba N1,2, J. M.Rosales1, Nozawa M1, Kaku M1, Akiba Y1,2, Uoshima K1,2

1Division of Bio-Prosthodontics, Graduate School of Medical and Dental Science, Niigata University 
2Niigata University Medical and Dental Hospital 
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Three-Dimensional Culture of Human Mesenchymal Stem Cells Using Radial-Flow Bioreactor and 
Investigation of Potential for Osteogenic Differentiation. 

Ishii A, Nishimura I, Kanda Y, Arano T, Sato T 
Department of Crown and Bridge Prosthodontics, Tokyo Dental College 

Tissue Engineering

1
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2
ALP
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hMSC
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 1) Katayama A, Arano T, Sato T et al. Radial-Flow 
Bioreactor Enables Uniform Proliferation of 
Human Mesenchymal Stem Cells Throughout a 
Three-Dimensional Scaffold. Tissue Eng Part C 
Methods.2013; 19: 109-116 
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, *, ** Xing Helin
***

, * , ** , ***

The effect of implant surface controls the nanostrcucture on rat endothrial cell

Nakano Y, Komasa S, Taguchi Y*, Nishida H**, Xing H, Nishizaki H, Takeda S***, Okazaki J 
Osaka Dental University, Department of Removable Prosthodontics and Occlusion, *Department of 
Periodontology **Department of Operative Dentistry  ***Depatment of Biomaterials 
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1) Komasa S, Taguchi Y, Nishida H Tanaka M, 
Kawazoe T. Bioactivity of nanostructure on 
titanium surface modified by chemical processing 
at room temperature J Prothodontic Res. 2012; 
56(3) :170-177 

2) An N, Schedle A, Wileland M, Andrukhov O, 
Matejka M, Rausch-Fan X. Proliferation, behavior, 
and cytokine gene expression of human umbilical 
vascular endothrlial cells in response to different 
titanium surfaces. J Biomed Mater Res Part A. 
2010; 93(1): 364-372. 

1 TNS
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MRI

Study of safety of the dental metals using ultra-high field MRI apparatus. 

Oriso K Kubota M Sakuraba H Hara S Sawada A Kihara H Kobayashi T Kondo H 
Department of Prosthodontics and Oral Implantology, School of Dentistry, Iwate Medical University 
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1) 3T-MR

2008; 64: 12: 1575-1599 
2)  Standard test method for measurement of 

magnetically induced displacement force on 
passive implants in the magnetic resonance 
environment. American Society for Testing and 
Materials ASTM Designation. F 2052. In: 
Annual Book of ASTM Standards, Volume 13.01 
ASTM; 2002: 1576-1580. 
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Thickness maintenance during custom-made mouthguard thermoforming 
-Part 1- 

Kawano Y,Ozawa T, Takeda T, Nakajima K, Kajima T, Shimada A, Takayama K, Satoh T, Sekiguchi C, 
Kadosawa  Y, Kawakami Y, Suzuki Y, Narimatsu K, Konno M, Ishigami K 

Department of Sports Dentistry, Tokyo Dental College 
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Comparative Study of Hard Direct Reline Resine by Means of Multi Layered Cell Culture or Mono Layered 
Cell Culture 

Takase K, Nishimura M, Suehiro F, Yamaguchi Y, Murata H 
Department of Prosthetic dentistry, Unit of Translational Medicine, Graduate School of Biomedical Sciences, 
Nagasaki University 

1

2)
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24
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1)  Arima T, Murata H, Hamada T. Properties of 
highly cross-linked autopolymerizing reline 
acrylic resins. J Prosthet Dent 1995; 73:55-59. 

2)  Lawrence W.H, Malik M, Autian J. 
Development of toxicity evaluation program 
for dental material and products. J Biomedical 
Materials Res, 1970; 4:583-596. 

1 HGFs
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*

, *

Effect of PDL Elastic Modulus on Biomechanical Behavior of the Dentulous Mandible 
Nakamura K, Tajima K*, and Masumi S. 
Division of Occlusion & Maxillofacial Reconstruction, School of Dentistry, Kyushu Dental 
University, * Division of Biomaterials, School of Dentistry, Kyushu Dental University
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1)  Fill TS, Toogood RW, Major PW et al. 
Analytically determined mechanical 
properties of, and models for the 
periodontal ligament: Critical review of 
literature. Journal of Biomechanics 2012;  
45: 9–16

ポスター発表.indd   281 2013/04/30   10:51:31



日補綴会誌　5・122回特別号，2013

― 282―

第 1, 2日　第 5会場

ポスター発表

MSC-DCs

Mechanism of bone formation by mesenchymal stem cell derived chondrocyte (MSC-DSs) in rat model. 

Shigemitsu Y 
GC Corporation 
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DCs Mesenchymal Stem Cell Derived Chondrocyte
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1) Tsutsumi S. et al. : BBRC 2001; 288: 413-419. 
2)
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mm .
2012; 86 
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*,**, *, Filip Keulemans***, Lippo V.J. Lassila**, Pekka K. Vallittu**

* 2 ** , *** .

Influence of different adhesive system on bonding performance of shor fiber reinforced resin composite. 

Shinya A*,**, Yokoyama D*, Keulemans F***, Lassila L.V.J**, Vallittu P.K ** 
*Department of Crown and Bridge Nippon Dental University School of Life Dentistry at Tokyo
** University of Turku. ***Ghent University 
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BMP-2 TGF- 1

* *

, *

Effects of bacterial constituents on ectopic bone formation induced by BMP-2 and TGF-�1 

Matsumoto A, Takami M, Tachi K, Kamijo R*, Baba K  
Department of Prosthodontics, School of Dentistry, Showa University, *Department of 
Biochemistry
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1) Tissue Eng PartA 2011; 17(5-6): 597-606. 
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Frank Lobbezoo* Machiel Naeije*

*Department of Oral 
Kinesiology, Academic Centre for Dentistry Amsterdam (ACTA) 
Effects of Delayed-Onset Muscle Soreness on Masticatory Function 

Yoshida E, Lobbezoo F*, Fueki K, Naeije M*, Igarashi Y  
Department of Masticatory Function Rehabilitation, Tokyo Medical and Dental University, *Department of 
Oral Kinesiology, Academic Centre for Dentistry Amsterdam (ACTA) 

21 26.5 4.3

100mm Visual 
Analogue Scale (VAS)

(VAS)

repeated ANOVA
Friedman test

PASW Statistics (18.0.2; SPSS)
=0.05

VAS
P 0.001

P<0.01

P=0.06 VAS

P>0.05

 ( =0.65 (P<0.001), =-0.33 (P<0.05)) 
(Sum R2=0.62, P<0.001)

1) Lobbezoo F, van Selms MKA, Naeije M. 
Masticatory muscle pain and disordered jaw motor 
behaviour: Literature review over the past decade. 
Arch Oral Biol 2006; 51: 713-720. 

2) Yoshida E, Lobbezoo F, Fueki K, Naeije M. 
Effects of delayed-onset muscle soreness on 
masticatory function. Eur J Oral Sci 2012; 120: 
526-530.  

3) Sato H, Fueki K, Sueda S, Sato S et al. A new and 
simple method for evaluating masticatory function 
using newly developed artificial test food. J Oral 
Rehabil 2003; 30: 68-73.  
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1

Relation of Pressure of Oro-facial Muscle and Masticatory Function 

Takahashi M, Koide K, Arakawa I, Mizuhashi F 
Department of Removable Prosthodontics, The Nippon Dental University School of Life Dentistry at Niigata
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 3 23
 4 
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 1) Tsuga K, Maruyama M, Yoshikawa M, Yoshida 
M, Akagawa Y. Manometric evaluation of oral 
function with a hand-held ballon probe. J Oral 
Rehabil 2011; 38: 680-685. 

 2) 

 2012
18 152-160
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A Report of Questionary Survey about the Compliance of Anterior Mandibular Positioning Device for 
Obstructive Sleep Apnea Syndrome  

Makihara E., Masumi S., Kawano T., Nishikawa A., Miyajima R. 
Division of Occlusion & Maxillofacial Reconstruction, Departmento of Oral Function, School of Dentistry, 
Kyushu Dental University 
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 1) Clark GT, Sohn JW, Hong CN. Treating 
obstructive sleep apnea and snoring: assessment 
of an anterior mandibular positioning device. J. 
Am. Dent Assoc. 2000; 131: 765-771.  
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Relationship between cheek pressure and bruxism in subjects with buccal mucosal indentation 

Otsuka H, Sato M, Teshigawara D, Noro H, Endo S, Yamauchi M , Fujisawa M 
Division of Fixed Prosthodontics, Department of Restorative & Biomaterials Siences, and Division of Oral 
Health & Preventive Dentistry Department of Community Health Sience, School of Dentistry, Meikai 
University
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1) Tsuga K, Maruyama M, Yoshikawa M, Yoshida 
M, Akagawa Y. Manometric evaluation of oral 
function with a hand-held balloon probe. J Oral  
Rehabil 2011; 38: 680-685 

2) Watanabe A, Kanemura K, Tanabe N, Fujisawa 
M. Effect of electromyogram biofeedback on 
daytime clenching behavior in subjects with 
masticatory muscle pain. J Prothodont Res 2011; 
55: 75-81 
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Intervention Effect of Prosthodontic Treatment on the Rehabilitation of Bone Fracture by Fall among the 
Dementia Patients 

Tanaka M, Tanaka J, Kakudo M, Hayashi A, Tanioka T, Tanaka M  
Department of Fixed Prosthodontics and Occlusion, Osaka Dental University 

1)
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1) Tanaka M, Tanaka J, Tanaka M. Influence of 
prosthodontic treatment during the convalescent 
phase for care preventionof elderly patients with 
bone fractures resulting from falls. J Osaka Den 
Univ 2013 47 (In press)

2)

 2000 14(3)
287-296
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8- - GMP

* *

*

Role of 8-nitro-cGMP in proliferation and differentiation of chondrocytes 

Hoshino M, Miyamoto Y*, Kamijo R*, Baba K
Departments of Prosthodontics and *Biochemistry, Showa University School of Dentistry
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1) Texeira CC, et al., Dev Biol 2008; 319: 171-178. 
2) Miyazawa T, et al., Endocrinology 2002; 143:3604-

3610.
3) Sawa T, et al., Nat Chem Biol 2007; 3: 727-735. 
4) Nishida M, et al., Nat Chem Biol 2012; 8: 714-724. 

8- -cGMP
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The Effect of difference of Occlusal contact on Occlusal Force in a teeth 
- about a Second molar - 

Okamoto N, Nakamura K*, Hayashi T*, Yamamoto M*, Kondo Y*, Kurata Y**, Kojima E***, Tomizawa O****,
Onozawa H***** 

Kyusyu Branch , *Tokai Branch, **Higashi-Kanto Branch, ***Nishi-Kanto Branch, ****Tokyo Branch,  
*****GC Co. 
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* *
**

* **

Relation between Maximum Range of Jaw Motion and Occlusal Force 
- Examination in Normal Subjects -

Tomita S, Nakamura K*, Yamamoto M*, Fukuzawa H, Ido K, Takada T, Mizoi Y, Ota S, Yutani 
M, Ikeda T, Yonamine K, Saeki M, Onozawa H** 
Kansai Branch, *Tokai Branch, **GC Co. 

1)

10
2)

571 228 16 83 43.0
343 15 79 40.8

3

8 38.0
12.5

YMD

DePROS

50H R L
3)

FPD-709

Pearson

1 47.6±6.6mm
50.2±6.9mm 45.9±5.8mm

2 593.7±289.5N
707.4±290.1N 518.1±263.1N

3 14.8±7.3mm2

18.1±7.8mm2 12.6±6.0mm2

4 41.3±10.3MPa
40.3±8.8MPa 41.9±11.2MPa

5

41~54mm 43~57mm
40~52mm

 1)

1973 15
 2)

1997 67
 3)

2003.

ポスター発表.indd   292 2013/04/30   10:52:00



日補綴会誌　5・122回特別号，2013

― 293―

第 1, 2日　第 5会場

ポスター発表

*

*
Main Occluding Area in Shortend Dental Arch. 

Abe H, Ishikawa K*, Goshima K, Kawashima K, Okada D, Kato H, Miura H 
Fixed Prosthodontics, Graduate School of Medical and Dental Sciences, Tokyo Medical and Dental University
*Faculty of Dentistry, Tokyo Medical and Dental University 
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The investigation of sound quality evaluation in prostthodontic treatment 

Azakami R Yamamura O Fujiwara S 
Department of Prosthodontics Division of Oral Functional Science and Rehabilitation, 
Asahi University School of  Dentistry 
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1) Nafees Uddin Chowdhury, Takafumi Otomaru, Mai  
Murase, Ken Inohara, Mariko Hattori, Yuka I. 
Sumita, Hisashi Taniguchi. A new simple evaluation 
method of the monosyllable /sa/ using a 
psychoacoustic system in maxillectomy patients.J 
Prosthodont Res 2011;55:7-11 
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Correlation between Oral Condition and Cognitive Ability on Eldery People Wearing Dentures. 

Kawanishi K Toyoshita Y Koshino H Koike T Aida Y Sasaki M Nuka S Kono M Aita H
Kon K* Ashida S* Yamaguchi T* Terasawa H** 
Dept. of Removable Prosthodontics Health Sciences Univ. of Hokkaido *Tohoku Hokkaido and 
**Higashi Kanto Branch 
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1 2011 3 126-
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Reliability of occlusal contacts measured by occlusal analysis device using silicone check bite material 

Yamauchi M, Mio M, Fukuhara T 
Department of Prosthodontics, Asahi University School of Dentistry 

BS
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8027  Bite Eye BE-1

*

*

Report on occlusal conditions measured with a Bite Eye BE-1 in elderly persons over 80years old with at least 
27 teeth 

Imai A Tanaka M* 

Kansai Branch , *Department of Fixed Prosthodontics and Occlusion, Osaka Dental University 
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 1)  8020

1999; 52(5): 619-626. 
 2) Dental 
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2005; 105(2): 154-162. 

3)   
Bite Eye BE-1

2011; 117(5): 817-821. 
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, *

, *

Correspondence between Lateral Components of Mandibular Movements and Jaw and Neck 
Muscles Activities 

Ishii T, Narita N, Kamiya K, Kawai Y, Endo H* 
Department of Removable Prosthodontics, Nihon University School of Dentistry at Matsudo 
*National Institude of Advanced Industrial Science and Technology 

 1) 

2010; 2: 119 : 182. 
2) Kobayashi Y, Shiga H, Yokoyama M, Arakawa I, 

Nakajima K. Differences in masticatory function 
of subjects with different closing path. J
Prosthodont Res. 2009; 53(3): 142-145.
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,*
Effect of clenching with mouthguard on head acceleration during rugby contact 

Takeda T, Hasegawa K, Ozawa T, Noh K *, Kadosawa Y, Kawakami Y, Suzuki Y, Narimatsu K, Konno M, 
Nakajima K, Kajima T, Shimada A, Takayama K, Satoh T, Sekiguchi C, Ishigami K 
Department of Sports Dentistry, Tokyo Dental College, * Kyung Hee University 

Mccrory, P., Meeuwisse, W., Johnston, 
K., Dvorak, J., Aubry, M., Molloy, M. & Cantu, R. 
2009a. Consensus statement on concussion in sport - 
the Third International Conference on Concussion in 
Sport held in Zurich. Phys Sportsmed 2008 Nov; 
37: 141-59.  
Bleakley, C., Tully, M. & O Connor, S.  
Epidemiology of adolescent rugby injuries: a 
systematic review. J Athl Train 2011; 46: 555-6.   
Lavallee, A. V., Ching, R. P. & Nuckley,  
D. J. Developmental biomechanics of neck 
musculature. J Biomech. 2012. 
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* * * **

*
**

Study for the Efficacy of Mouthguard while Jaw Clenching 

Wakami M, Narita N*, Ishii T*, Kamiya K*, Endo H **, Saito M, Aida M 
Department of Crown Bridge Prosthodontics, Nihon University School of Dentistry at Matsudo, 
*Department of Removable Prosthodontics, Nihon University School of Dentistry at Matsudo, 
**National Institute of Advanced Industrial Science and Technology
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24

* *,** ** *,** * **
**

*
**
An ultraminiature wearable data-logger-type electromyogram system which enabled 24-hour unconstrained 
electromyographic recording of masseteric activity  

Mikami S* Yamaguchi T*,** Watanabe K** Okada K*,** Gotouda A* Hishikawa R** Saito M** 
* Department of Temporomandibular Disorders Center for Advanced Oral Medicine, Hokkaido University 
Hospital
**Department of Gnathofunctional Medicine Hokkaido University Graduate School of Dental Medicine 

diurnal bruxism: 
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1 2
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2

 1) Yamaguchi T, Mikami S, Okada K. Validity of a 
newly developed ultraminiature cordless EMG 
measurement system. Oral Surg Oral Med Oral 
Pathol Oral Radiol Endod 2007; 104: e22-27. 

 2)  

2009;15:121-130  
3)  

2013

2. FLA-500-SD

1. FLA-500-SD
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*

*
Study of the relationship between the time series change of autonomic nervous activity and the threshold of 
periodontal sensation during the experimental task

Oki K, Hirata A, Kumazaki Y, Kawakami S, Nishigawa G* and Minagi S 
Department of Occlusal and Oral Functional Rehabilitation, Okayama University Graduate School of 
Medhicine, Dentistry and Pharmaceutical Sciences *Occlusion and Removable Prosthodontics, Okayama 
Universuty Hospital, Okayama University

1)

2)
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p = 0.017, Bonferroni ET

FPT MA 91.0
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R = 0.631,  p = 0.005

 1) Okeson JP. Etiology and Identification of Functional 
Disturbances in the Masticatory System; 
Management of Temporomandibular Disorders and 
Occlusion. 6th Edition.2008,130-163. Mosby, Inc.  

 2) Scott AJ and Cadden SW. Suppression of an 
inhibitory jaw reflex by the anticipation of pain in 
man. Pain 1996; 66: 125-131.
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Improvements of Masticatory Function and Cognitive Function by means of Denture Treatments  

Narita N, Kamiya K, KawaiY, Ishii T 
Department of Removable Prosthodontics, Nihon University School of Dentistry at Matsudo 
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Anabiter

Evaluation of Silicone Film Thickness and Threshold using An Occlusal Contact Detection System Anabiter  

Matsui K Uno M, Sawada T, Ito T, Adachi N,Yui K, Oka T Kurachi M Ishigami H 
Department of Prosthodontics Asahi University School of Dentistry

.

1)

20mm

bit

 1) 
AnaBiter

2004;30:133-139
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The Effect of Wearing Complete Dentures on Oral and Pharyngeal Movement during Free Ingestion. 

Yamamoto H, Furuya J, Tamada Y, Aki S, Hara A, Ito A, Michimata S, Oda N, Kondo H. 
Department of Prosthodontics and Oral Implantology, School of Dentistry, Iwate Medical University. 

Videofluoroscopic examination of swallowing : VF
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1) Yoshikawa M, Yoshida M, Nagasaki T, et al. Effect 
of tooth loss and denture wear on tongue-tip motion in 
eldery dentulous and edentulous people. J Oral Rehabil, 
2008; 35: 882-888. 
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Possibility of Palatal Augmentation Prosthesis for Dysphagia in Acute Hospital 

Ozaki K 
Department of Physical Medicine and Rehabilitation, Ashikaga Red Cross Hospital 
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Effect of Daytaime EMG Biofeedback Training on Sleep Bruxism Regulation 

Sato M, Iizuka T, Watanabe A, Iwase N, Ino T, Kawai M, Fujisawa M 
Division of Fixed Prosthodontics, School of Dentistry, Meikai University 
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1) Watanabe A, Kanemura K, Tanabe N,
Fujisawa M Effect of electromyogram 
biofeedback on daytime clenching behavior 
in subjects with masticatory muscle pain. J 
Prothodont Res 2011; 55: 75-81 

2)

 2012; 41: 119-
127

1

2
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The detection of risk factors for xerostomia in beverage contents 
-A trial on biological screening test on salivation- 
Imamura A  Kondo Y  Mukaibo T  Kidokoro M  Morino M Masaki C  Nakamoto T and 
Hosokawa R 
Department of Oral Reconstruction and Rehabilitation Kyusyu Dental University 
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1)  Namkung W, Thiagarajah J R, Phuan P W
Verkman A S. Inhibition of Ca2+-activated Cl-

channels by gallotannins as a possible molecular 
basis for health benefits of red wine and green tea
FASEB J 2010; 24: 4178-86.  

2) Namkung W, Phuan P W, Verkman A S. 
TMEM16A inhibitors reveal TMEM16A as a 
minor component of calcium-activated chloride 
channel conductance in airway and intestinal 
epithelial cells. J Biol Chem 2011; 286: 2365-74. 
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* **
*** **** *****

* ** *** ****
*****
Investigation of Masticatory Terminal Position in Masticatory Dysfunction Patients 
- Compared with Natural Dentitions - 
Nakamura K, Hayashi T, Yamamoto M, Kondo Y, Kojima* E, Kurata Y**, Tomizawa H***,  
Okamoto N**** ,Moriyama T***** 
Tokai Branch, *Nishi-Kanto Branch, **Higashi-Kanto Branch, ***Tokyo Branch, ****Kyusyu Branch, 
*****SHOFU INC. 
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* ** ***
****

A Dynamic Observation of Articular Disc and Mandibular Condyle during Masticatory Movement 
- As for the TMD Patients - 

Kondo Y, Nakamura K, Hayashi T, Yamamoto M, Kojima* E, Kurata Y**, Tomizawa H***, 
Okamoto N**** 
Tokai Branch, *Nishi-Kanto Branch, **Higashi-Kanto Branch, ***Tokyo Branch, ****Kyusyu Branch 

121

1 2)

6 12

6
3 3 25~49

MRI Acheiva Nova Dual 1.5T
47mm Surface 

Microscopy Coil
Balanced FFE

50
200

FH
50 8

1.5g
50 2

3
3

DICOM Osirix2

12

19:52-
53,2007.
Morita A, Nakamura K, Takamura M, Morita K. 
Determination of the behavior of articular disks 
during mandibular movement with ultra-high speed 
MR imaging-Initial report-Studies on mouth 
opening-closing movement in healthy dentulous 
subjects  19:91-92,2007 
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2

Newly Proposed Occlusal Analysis for Occlusal Reconstruction
- A Study of Lower Facial Hight, Part 2- 

Shimizu M, Hotta H, Katada H, Yamashita S 
Department of Clinical Oral Health Science, Tokyo Dental College 
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Temporal Effect of Covering Hard Palate on Food Transport during Free Ingestion and Its Adaptation 

Sato T, Furuya J, Nakamura S, Matsuki K, Ishizuka H, Sasaki K, Yonezawa Y, Nomura T, Kondo H  
Department of Prosthodontics and Oral Implantology, School of Dentistry, Iwate Medical University 
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1) Furuya J, Suzuki A, Suzuki T, et al. Temporal 
changes in swallowing function caused by a palate 
covering. Prosthodont Res Pract 2008; 7: 97-103.
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* **
***

*
** ***

Development of Three-Dimensional and Multi-Viewpoint Atlas of Oral and Maxillofacial Anatomy 

Ono M Sonoyama W Kimura-Ono A Nakajima R Takeda Y* Sugimoto T** Ohtsuka A***, 
Kuboki T 
Department of Oral Rehabilitation and Regenerative Medicine *Department of Anesthesiology and 
Resuscitology **Department of Oral Function and Anatomy ***Department of Human Morphology
Okayama University Graduate School of Medicine, Dentistry and Pharmaceutical Sciences. 

 1) 

 2012; 11: 31-
39.  

 2) 

 2011; 24: 396-404.  
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 Grasp of the hand piece in a dental technician's education

Ikeda Y*, Tamaki H**, Maida T***, Hikita K***, Furukawa Y****, Kawakami T*, Hirai T*****, Uchiyama Y******

Health Sciences University of Hokkaido School of Dentistry *Department of Geriatric 
Dentistry, **Department of Oral Rehabilitation, ***Kyushu Branch, ****Tohoku-Hokkaido 
Branch, *****Health Sciences University of Hokkaido, ******Hokkaido University
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Effect of introduction of silicon models in practical training on self-evaluation of students 

Okubo M Sato Y Ando K Tanaka S Kobayashi S Osada E Minakuchi S 
Complete Denture Prosthodontics, Graduate School, Tokyo Medical and Dental University 
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The present status of Iwate Medical University School of Dentistry introduced a new educational 
system by a tie-up with Harvard University 
Nomura T, Ito S, Kobayashi T, Kihara H, Furuya J, Kondo H 
Department of Prosthodontics and Oral Implantology, School of Dentistry, Iwate Medical University 
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Development of Tooth preparation image guy dead system 
~Deformation of Hard tissue model~ 
Ikawa T, Hirabayashi R, Hirai S, Shigeta Y, Ando E, Kokubo Y, Nakamura Y, Ogawa T, Suzuki S* 
Department of Fixed Prosthodontics, Tsurumi University School of Dental Medicine 
*3D Incorporated, Engineering Division, Medical Engineering Section 
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Trayless Impression Technique 

1,2

1. , 2.

How to Make of Lower Complete Denture by Modified Trayless Impression Technique  
Andoh S , Kawano T , Makihara E , Nakamura K , Yagi M , Arita M , and Masumi S .
1.Division of Occlusion & Maxillofacial Reconstruction, School of Dentistry, Kyushu Dental 
University, 2.Kyushu Branch 
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 1)
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 2)

. 34
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 3) 
Trayless Impression Technique

54 501-509, 2000. 
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Oral Rehabilitation of Severely Worn Dentition by Using Adhesive Technique 

Umeda Y Kobayashi K Sekita T Takeuchi S Teranaka S 
Department of Gerodontology, Division of Gerontology and Gerodontology, GraduateSchool, Tokyo Medical 
and Dental University 

 Turner KA, Missirlian DM. Restoration of the 
extremely worn dentition. J Prosthet Dent 1984; 
52(4): 467-474.
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Adhesive approach using internal coping for vertical root fracture teeth with flared root canal 

Takeuchi S, Kobayashi K, Sekita T, Umeda Y, Sugita R                               
Gerodontology, Department of Gerodontology, Division of Gerontology and Gerodontology, 
GraduateSchool, Tokyo Medical and DentalUniversity
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composit-reinforced, compromised, root-filled teeth: 
A case report. Quint Int 1999; 30:601-606. 
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, , , , , , ,
, *, *, ,

,
*

A restoration case with dental implant treatment for congenitally missing maxillary lateral incisor under the 
interdisciplinary treatment 
Sone M Kurihara M Shimokawara S, Kusano T, Yorichika S, Ikeshita H, Arano T Kawakami Y
Takeshima H*, Shimada J*, Okamoto K, Ohkawa S
Division of Removable Prosthodontics, Department of Restorative and Biomaterials Sciences, *Division of 
Oral and Maxillfacial Surgery, Department of Diagnostic & Therapeutic Sciences, Meikai University School 
of Dentistry 
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ARCUSdigma

* * ** **
H. W. Lang ** 

* **

A Case Report of Molar Prosthetic treatment Taken Bite Registration Using ARCUSdigmaII  

Tomizawa H, Nakamura K*, Otsu T, Yamamoto M*, Takanashi T**, Hosokawa T**, 
Lang H.W. ** 
Tokyo Branch, *Tokai Branch, **KaVo Dental Systems Japan Co., Ltd. 
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Trayless Impression Technique 

1,2

1. , 2.

Case Report of Lower Complete Denture Fabrication using Modified Trayless Impression 
Technique in Visit Dental Examination and Treatment 
Andoh S , Kawano T , Makihara E , Nakamura K , Yagi M , Arita M , and Masumi S .
1.Division of Occlusion & Maxillofacial Reconstruction, School of Dentistry, Kyushu Dental 
University, 2.Kyushu Branch 
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11

Eleven-years study of esthetic restorative treatment 

Soejima Masakazu 
Heiwakai Soejima Dental Clinic 
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,
*

*

The combination of a nylon and traditional partial removable dental prosthesis: A Case Report 

Ito M, Ishii T, Suemitsu H, Iijima M, Okubo M, Inoue M, Yoshitaka T, Koide Y, Tanimoto Y*, Kawai Y
Department of Removable Prosthodontics Nihon University School of Dentistry at Matsudo
*Department of Dental Biomaterials Nihon University School of Dentistry at Matsudo 
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 1) Ito M Wee AG, Miyamoto T, Kawai Y. The 
combination of a nylon and traditional partial 
removable dental prosthesis for improved 
esthetics: A clinical report. Journal of Prosthetic 
Dentistry 2013; 109:5-8.  
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* * * ** *

Oral Functional Rehabilitation using Lollipop Candy for The Patient with Moderate Dementia

Yamawaki K Yoshikawa M* Tsuga K* Kubo T* Taji T** Akagawa Y* 
Nakamura Hospital, * Advanced Prosthodontics, Applied Life Sciences, Hiroshima University Institute of of 
Biomedical and Health Sciences, **Department of Oral Biology and Engineering  Integrated Health 
Sciences, Hiroshima University Institute of Biomedical and Health Sciences 
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* *

*

Dental appliance for playing music: its fabrication and the acoustic analysis of performance

Hattori M, Sumita I Y*, Taniguchi H*
Clinic for Maxillofacial Prosthetics, University Hospital, Faculty of Dentistry, Tokyo Medical and 
Dental University, *Maxillofacial Prosthetics, Graduate School, Tokyo Medical and Dental 
University
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Trayless Impression Technique FlangeTechnique

1,2

1. , 2. 3. 4.
How to Make of Lower Complete Denture by Trayless Impression Technique with Flange 
Technique  

Andoh S , Hori S , Furuhashi K , Okayoshi T , Kubo M , Yasumoto K , Wakuda K ,
Sakamoto F , Oda N , Hori T , and Masumi S .
1.Division of Occlusion & Maxillofacial Reconstruction, School of Dentistry, Kyushu Dental 
University, 2.Kyushu Branch, 3.Chugoku & Shikoku Branch, 4.Tohkai Branch 
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A case rehabilitated with conical crown-retained and clasp-retained removable partial dentures for partially edentulous arches 
without occlusal support 

Fueki K 
Removable Partial Denture Prosthodontics,  Tokyo Medical and Dental University 
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The case that  

Tada S 
Kansai Branch 
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A case report of Oral Rehabilitation for Occlusal Discomfort with Severe Attrition of Teeth 

Kai A 
Division of Comprehensive Prosthodontics, Niigata University Graduate School of Medical and Dental Sciences 
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A Case Report with difficulty on Non-vertical Stop Occlusion by Preprosthetic Treatment of Remaining Teeth 

Yamamoto M 
Tokai Branch 
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A Case Report of Induced Glossodynia and Tenporomandibular Disorders by Occlusal Contact at Hypoactivity Area 

Kondo Y 
Tokai Branch 
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A case report of oral rehabilitation using cross-arch fixed partial denture  

Kanazawa M 

Complete Denture Prosthodontics, Graduate School of Medical and Dental Sciences, Tokyo Medical and Dental University  
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1

A case of implant supported fixed partial denture contributing to reconstruction of occlusal support and stabilization of prothese  

Daitou F 
Section of Fixed prosthodontics, Division of Oral Rehabilitation, Faculty of Dental Science, Kyushu University 
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